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　プロローグ






　毎年二月になると、校舎の屋上から飛び降りたい衝しよう動どうに駆かられる。

　特に理由はない。

　僕は自分に絶望しているわけでも、世界に失望しているわけでもなく、死によって人生の苦く悩のうを解消したいと切望しているわけでもない。ただ冬の虚うつろな太陽や、濁にごった鉛なまり色いろの雲、冷たい刃は物もののような大気に包まれていると、自分の全てをぶっ壊こわしたくなるんだ。

　寒いのが苦手なだけかもしれない。

　だけど二月は、何かを終わらせるには最高の季節だ。

　両親が離り婚こんしたのも二月だし、失しつ恋れんが似合うのも二月。バレンタインもあるしね。

　ホントあの空くう虚きよな季節には、辟へき易えきさせられる。

　ぷっ。辟易だって。まるで紗しや音のんみたいな言い方だ。彼女は口くち癖ぐせのように言ってたっけ。

「もう、辟易しちゃう！」



　あの出来事から、もうすぐ三ヶ月になる。

　青春って言葉が似合う季節は五月。

　僕が生誕以来ちまちまと築き上げてきたちっぽけな常識は、中学三年の冬に紗音の手で粉々に破は壊かいされ、それをちまちまと修復するのにそれだけの時間が必要だったわけだ。

　ゲシュタルト崩ほう壊かいした世界観を再構成するのに三ヶ月という期間が長かったのか短かったのかは分からない。その間に僕の身分は中学生から高校生に格上げされ、身長は伸のびたが小こ遣づかいは上乗せされず、運気が上じよう昇しようする気配もなけりゃ宇宙旅行が実現したという情報もなく、ただ校舎が中学時代の三階建てから四階建てに上乗せされて、屋上に立てば飛び降りたい衝動にはもう駆られなくてもどこかに飛び立ちたい情動に襲おそわれるのだった。

　あの大海原のような、色いろ鮮あざやかな空を見上げていると。

　けどまあ、思い通りにならないのが人生だ。悩なやみの種なんて、ちっぽけなものまで拾い集めていったら、それこそ枯かれ木きの山が賑にぎわって騒そう々ぞうしくて夜も眠ねむれやしない。それで不ふ眠みん症しようになる奴やつもいりゃ鬱うつになる奴もいて、中には辟易する奴もいて、稀まれに二月になると校舎から飛び降りたくなる奴がいるってわけだ。ちなみにそいつはテスト前になると地球に巨きよ大だい隕いん石せきが衝しよう突とつして全てご破算にならないかなと現実逃とう避ひをしたりもしている。

　けど世界は概おおむね常識的で、いくら星に願っても隕石が降ってくることもセクシーな天使が堕おちてくることもなく、頭に鳥の糞ふんが落ちるような小市民的な事件すらないのだった。

　そんなわけで今の僕は、成績だけは落とさないよう相応に努力しながら、少ない小遣いで平へい々へい凡ぼん々ぼんたる高校生活を送っているのである。たまに屋上で感傷に耽ふけったりしてね。

　今でも、あの冒ぼう険けんを断片的な夢に見る。

　授業中、ぼんやり思い出に浸ひたることも。

　僕の心にあるのは、楽しかった夏休みが終わった後のような喪そう失しつ感かん。

　そして未来への──ほのかな希望。

　不思議なことがたくさん起きたし、いま思い出しても信じられないことばかりだ。

　だけどあれは、夢でもなけりゃ幻覚まぼろしなんかでもない。

　僕の身に実際に起きた出来事である。

　この物語を簡潔に述べると、こんな具合になる。



『僕は夏なつ海み紗音と不思議な航海に出て、世界を破は滅めつの危機から救った』



    

  
    
      　第一章　変人者かわりものと出会いの潮騒






　はた迷めい惑わくな訪問販はん売ばい員いんが突とつ然ぜんやって来るように、トラブルも常に不意打ちだ。

　両親が離婚したのも、突然だった──少なくとも僕にとっては。

　小学三年の時だった。二人の親から離婚に至った経緯いきさつを聞かされたが、どんな内容だったかは覚えていない。その時どう感じたかも。他ひ人と事ごとみたく話を聞いてた気もするな。

　実際のところ、ギスギスした家庭の雰ふん囲い気きには、うんざりしてたんだ。だから、これで親同士のくだらねー口くち喧げん嘩かを聞かなくて済むと安あん堵どしたのは事実だった。

　別にしたり顔で言うつもりはないけど、人生に別れはつきものだ。唐とうの詩人も詩うたに詠よんでるしな──人生、別べつ離り足る。サヨナラだけが人生だ、ってね。

　僕の人生に夏なつ海み紗しや音のんが登場したのは、今年の二月十五日のことである。

　その朝は冬の妖よう精せいが無む闇やみに張り切っていて、校長のオヤジギャグみたいに寒かった。

　自殺するには申し分のない朝だった。

　僕は鼻水も凍こおりそうな冷気の中、人ひと気けのない通学路をのんびりと歩いていた。

　わざわざ「人気がない」と書いたのは、寝ね坊ぼうで遅ち刻こくしたことを婉えん曲きよくに述べてるわけだ。

　いや、正確には遅刻寸前だったかな。全力疾しつ走そうすれば間に合いそうな雰囲気だったが、僕はわりと諦あきらめの早い人間であり、人にん参じんと長ちよう距きよ離り走そうをこの上なく苦手としていた。

　そんなわけで、結構落ち着いた足取りで学校に向かっていたんだ。

　あれは大通りに出て、潮しお崎ざき駅の踏ふみ切きりに引ひっ掛かかった時のことである。

　電車の通過待ちをしていた僕は、駅前広場のベンチに座る女の子の存在に気がついた。

　その娘こは真冬だってのにミニスカートから白い太ふと腿ももを覗のぞかせ、慎つつましく揃そろえた膝ひざに両手を置いて座っていた──くりくりの大きな瞳ひとみを、駅前の通行人に向けながら。

　すんげえ可愛かわいい女の子だった。

　快速電車が騒々しい音を立てて走り抜ぬける間、僕の視線は彼女に釘くぎ付づけになった。女の子は時折両手を口に当てて白い息いきを吹ふきかけたり、剥むき出だしの太腿をさすったりしてぶるぶる震ふるえていた。そりゃ寒いだろう。こんな朝にミニスカートで街をうろつくなんて、スキーウェアを着込んで真夏のワイキキビーチでダンスを踊おどるぐらいイカれた所業である。

　一体何をやってるんだろう、と思っていると──

　何やらベンチ脇わきに、手作りの立て看板を掲かかげているではないか。

　興味を惹ひかれて近づいてみると、こんな文字が書かれていた。

《探検隊員、幕集中！》

　幕まく集しゆうって……

　こんなのわざとだって間ま違ちがえっこないはずだが、その娘は恥はずかしげもなく堂々と『幕集』の看板を公共の場に晒さらしていた。しかも恐おそろしく下へ手たくそな字で。遠目にはアルタミラかどこかの洞どう窟くつ遺い跡せきにでも彫ほられていそうな筆ひつ跡せきをしていた。

　僕と同じ潮崎中学の生徒だってことは、すぐに分かった。

　彼女の足元に、僕と同じ白いラインの入った鞄かばんが置いてあったからだ。

　これはうちの学校の特とく徴ちようで、三年は白、二年は青、一年は赤と色分けされていて、どういうメリットがあるのかは謎なぞだが、一目で学年が判別できるようになっているのである。

　はて？　こんな娘、うちの学年にいたっけ？

　と訝いぶかった時、彼女がにこっと微笑ほほえんだ。

「あなた、うちの隊員にならない？　なりましょうよ──ていうか、なれ！」

　これが、夏海紗音との出会いである。

　第一印象は……そう、変な女、だった。

「隊員？」

「探検隊員。ただ今ボシュー中。未経験者ＯＫよ」

　何だ、そりゃ？　何かのアルバイトか？

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつ、僕はとりあえず看板の誤字を指し摘てきしてやった。

「どうでもいいけど、字、間違ってるぞ」

「え？　どこ？」

「募ぼ集しゆうの募は下が『力』だ」

「…………」

　彼女はしばらく『幕集』と睨にらめっこをした後、鞄からマジックを取り出して僕に手て渡わたしてきた。書き直してくれということらしい。仕方なく、僕は『募』と書き直してあげた。

「あー！　ホントだ！」

　少女は顔を真っ赤にして頭を抱かかえた。

「どうりで出勤中のオジ様達が、あたしのこと変な目で見るわけだ！」

　多分オッサン連中が見てたのは、ミニスカートから覗く太腿だったに違ちがいない。

　頭を無茶苦茶に掻かき回まわしたので、彼女の髪かみはボサボサになっていた。

　限度を知らんのか、この女は。

「あたし夏海紗音。あなた、探検隊に参加しない？」

「探検隊って、何の探検だ？」

「太平洋に虚うつろ島じまを探しに行くの」

　タイヘイヨーにウツロジマを探しに行く？

　脳内で三回反はん芻すうしてみたが、理解できなかった。

「意味がよく分かんないんだが」

「そんな難しい話してないわ。太平洋に探検に行くってだけのことだもん。船長はあたしで、乗組員の隊員を募集してるってわけ。夏海探検隊、第一期隊員をね。ナットク？」

「船で行くのか？」

「船に乗らずに、どうやって太平洋に出るのよ」

「そりゃ、まあ、そうだけど」

　僕はぽりぽりと頭を掻いた。うーん。やっぱりワケが分からない。

　英語のテストで、正しい女の子の口く説どき方という問題を見つけたような気分だった。

「ねえ、あなたも参加しようよ」

「そう言われてもな」

「煮にえ切らない人ね」

　紗音がため息をついた。

「じゃあ、こうしましょ。全く興味がないんなら、ここでサヨナラ。あなたは学校に行く──でもあたしのことは、先生には内ない緒しよね。喋しやべったら殺すわよ」

　ライオンも震え上がりそうな目つきで、脅きよう迫はくしてきた。

「で、もし少しでも興味があるんなら、あたしについて来て。探検で使う船を見せてあげる。それから参加するか決めればいいわ。どう？」

　どう？　というところで、紗音は小首を傾かしげた。

　その仕草が妙みように可愛かったので、僕は反射的に頷うなずいていた。

「ここから遠いのか？」

「自転車で二十分ぐらいかな」

　なんだ。船と言うから神戸あたりの港まで行くのかと思ったが、そうではないらしい。

　彼女の自宅に写真か何かがあって、それを見せてくれるということか。

「でも自転車がないぞ」

「そこに停めてあるのが、あたしの『かっ飛びシャノちゃん号ＭＫⅡマークツー』よ」

　紗音が胸を張って、赤葡萄ぶどう色の自転車を指差した。

　僕は彼女の憐あわれむべきネーミング・センスに大いなる同情を示しつつ、今どき自分のチャリンコに名前をつける人間なんて天然記念物として保護すべきだと強く感じた。

「で、来るの？　来ないの？　どっちなの？」

　ペンギンも凍とう死ししそうな目つきで、紗音が睨んできた。

　行く、と僕は答えていた。

　下心？　まあ否定はしないさ。



　そりゃ確かに、ちょっとおかしいなあ、という感じはあったさ。

　太平洋にナントカ島を探しに行くなんて、あまり日常的に遭そう遇ぐうする話題じゃないしな。

　それでも僕は、とりあえず紗音について行ってみることにした。だってこのままサヨナラは、ちょっともったいないだろ。どこか奇天烈きてれつな紗音の話に興味があったし、彼女自身に対してはもっと興味があった。そんなスケベ根性丸出しだから災難に巻き込まれるんだと言われそうだが、そんなことを言う輩やからにはこの言葉を捧ささげよう。ほっとけ。

「ところで、あなた名前は？」

　自転車の後ろに乗って、紗音は馴なれ馴なれしく僕の顔を覗き込んできた。

　男という生物的立場から、僕は運転手の役を担わされた。

「凪なぎ沙さ悠ゆう馬ま」

「ナギサユーマ？　ぷふっ。変な名前」

　悪かったな。

「夏海紗音ってのも、変な名前だぞ」

「あたしは気に入ってるわ！」

「俺おれだって気に入ってるよ」

　僕はムッと言い返した。紗音は「むっふう」と唸うなった。

「まあいいわ、出発しましょ。エンジン始動、舵かじ中央！　宜よう候そろ！」

　ヨウソロって何だ？

　僕は首を傾げながら、自転車を漕こぎ出した。

「どっちに行くんだ？」

「取とり舵かじいっぱーい！」

「え？　どっち？」

「取舵は左！　常識じゃない！」

　紗音が刺とげ々とげしい声で言った。

「そんな基本も知らないなんて、辟へき易えきしちゃう！」

　どこの世界の基本だよ。

　こいつは生きつ粋すいの船せん舶ぱくマニアに違いないと思いながら、僕は左に曲がった。駅前通りを学校方面に向かって進む。スピードを上げようとして、僕はあることに思い至った。

「いいのか？　そんな短いスカートで自転車に乗って」

「どうして？」

「だから、その……見えるんじゃないかと思って」

「大だい丈じよう夫ぶ。見えてもいいように、可愛いパンツはいてるから」

　冗じよう談だんか本気か分からない口調で、紗音はころころと笑った。

　太平洋に行く前に病院に行けと言ってやりたい気分だった。

　まあいいさ。とにかく僕は、命じられるまま自転車を漕ぎ続けた。

　どのくらい時間が経たった頃ころだろうか──最初の異変が訪れたのは。

「その角を曲がって」

　と指示された角を曲がった途と端たん、信じられない光景が目に飛び込んできた。

　のわおっ!?

　驚きよう愕がくのあまり、僕はブレーキをかけた。紗音がきょとんとした。

「どうしたの？」

「う、う……」

「ウンチがしたいの？」

「違う！」

　僕は、波止場の向こうに広がる世界を指差した。

「海だ！」

「うん。だから？」

　紗音が目をぱちくりさせた。

　ここで一つ言っておかねばならないが、僕が住む夢ゆめ前さき市に海など存在しない。

　なのにいきなり目の前に港が現れ、海が現れたのだ。驚おどろくだろ、フツー。凶きよう暴ぼうなハトの群れに豆まめ鉄でつ砲ぽうの乱れ撃うちを食らったみたいに、僕はあわわあわわと取り乱した。

　だが紗音はくりくりの大きな瞳に不ふ審しんの色を浮かべ、

「まさか、初めて海を見たの？」

「んなワケねえだろ！」

「なら驚くことないじゃない」

「いいいいや、だけど……」

　どどどどうなってんだ、これ？

　僕は目をこすり、瞬まばたきし、もう一度目をこすってみた。

　やっぱ海だよな。どう見ても海だよな。馬ば鹿かでかい池じゃねえよな。広いもんな。水平線の向こうが見えないもんな。なんだか男のロマンを感じるぜ。やっぱ海はいいよなあ。

「って、そうじゃねえだろ！」

「何が？」

「お前、なんでこんなとこに海があるんだ!?　変だろ!?」

「変じゃないわよ。あたしが生まれた時からあったもん」

　……え？　マジ？

　僕は紗音を見つめた。その表情は極めて涼すずやかで、嘘うそをついている様子はなかった。しかも胡う散さん臭くさげな彼女の視線を浴びているうちに、僕はなんだか自信がなくなってきた。

　あれ？　もしかして俺が間ま違ちがってるの？

　ふとアインシュタインが相対性について遺のこした名言を思い出した──『かわいい女の子と一いつ緒しよに一時間座っていても、一分間ぐらいにしか感じられない』。体感的には二十分程度の移動だったが、実際は二時間ぐらい経ってたとか？　いやまさか、そんなバカな。

　僕の混乱をよそに、紗音は波止場の右側を指差した。

「あたしの船はあっち。ドックランドの中よ」

「ドッグランド？　犬のテーマパークか？」

「あなたって、真顔で変なこと言う人ね」

　彼女は呆あきれ顔がおをし、早く自転車を漕げと僕を急せかした。

　　　　＊




　紗音の説明によると、ドックランドとは造船、荷役、修理を行う船舶用の一大複合施し設せつのことらしい。確かに港には、造船所や貨物倉庫、船着場などの施設が立ち並んでいた。

　波止場にはマッチョな男達がたむろし、黒緑色の海面には船が一隻せき、係留されている。

　三本マストを備えた、白く美しい鋼鉄の帆はん船せんだ。

「第六級シップ型フリゲート艦かん《マリンブレード号》よ」

　自転車からぴょんと飛び降りて、紗音が胸を張った。

「全長八十七メートル、排はい水すい量は二千トン。総そう帆はん数は三十枚。主動力は帆はん走そうで、補助動力に海み鶴つる来ぎ社製Ｌ７型スターリング・エンジンを二基搭とう載さい。六枚羽のスクリューによる二に軸じく推進で、最高時速は三十ノット以上。民間船では極東最速の機装帆船よ。むふふん」

「…………」

　その時の僕の感情を、どう表現すればいいだろう。

　一言で言えば、そう──カッコイイ！

　帆船ってやつには、独特の魅み力りよくがあるもんだ。二十世紀以前の発明品において、最も複雑にして最も美しい建造物。流線型を描えがいた船体は滑なめらかで、いかにも速度が出そうだった。勇ゆう壮そうなマストや一いつ角かく獣じゆうの角つのを思わせる舳へ先さきの帆ほ柱ばしら（第一斜檣バウスプリツトと言うらしい）、複雑に交差するロープ、各所に取り付けられた滑かつ車しや装置……まさに巨きよ大だいで華か麗れいな芸術品である。

　す、すげえ。さすがにこれは度ど肝ぎもを抜ぬかれたぞ。

「どう？　気に入ってくれた？　あたしの船」

「君の船？　これが？」

　感動と困こん惑わくの大宇宙に放り出された気分だった。

「これで探検に行くのか？　期間は？」

「一応、二ヶ月の予定だけど」

「二ヶ月!?」

　アホかと思った。

「無茶言うなよ。まだ三学期の授業があるし、卒業式もある。四月になりゃ高校の入学式だ。そうそう、その前に期末テストなんてイベントもあったな」

「『期末テストなんてイベントもあったな』」

　紗音は僕の目を覗のぞき込んできた。

「あなたって、おかしな喋り方するね」

「喋り方より内容を気にしてくれ」

「ダメ？」

「二ヶ月なんて無理だっつーの」

「うーん。ダメかあ」

　紗音は奇き矯きような素そ振ぶりで、天を仰あおいだ。

「あなたなら一緒に来てくれる気がしたんだけどなあ」

　何を根こん拠きよにそう思ったんだ？

　もちろん彼女の冒ぼう険けんには興味があったし、マリンブレード号に乗ってみたいという誘ゆう惑わくもあったが、学校をサボって二ヶ月も旅に出るのはさすがに無理があった。そりゃそうだろ。僕は既すでに海かい星せい高校の合格通知を手にしていたので、暇ひまと言えば暇ではあったが。

「そっか。ダメならしょうがないよね」

　紗音は未練がましそうな顔をしたが、どうしようもなかった。

「ところで、この後どうするの？」

「学校に行くつもりだけど」

「凪沙くんって、あたしと同じ潮しお中ちゆうの三年よね。何組？」

「一組。君は？」

「三組。変ね、学校で一度も会ったことないなんて」

「そうだな」

　こんな可愛くて風変わりな子が同じ学年にいたら、知らないはずないんだが。

　紗しや音のんは思案げな表情で、もさもさと頭を掻かいた。

「あたしも学校に行こっかな」

「その格好で？」

「鞄かばんに制服入ってる。ちょっと待ってて、着き替がえてくるわ」

　そう言い残すと、彼女は軟なん体たい動物的な挙動でマリンブレード号の甲かん板ぱんに消えて行った。

　紗音を待つ間、僕は寂せき寥りようとした港の風景を眺ながめた。頭の中で地図を広げてみるが、どうも釈しやく然ぜんとしない。夢ゆめ前さき市に海はない。だからここは夢前市ではない。僕の自宅から自転車で海まで行くことは不可能ではないので、思ったより遠くまで来たということか。

　ただ周囲の景色は、初めて見るはずなのに不思議と馴な染じみがあった。

　既視感デジヤ・ヴというやつだ。どうにも変な気分である。

　正体不明のモヤモヤした感情を抱かかえ、何気なく視線を巡めぐらせる──と。

　やや離はなれた場所から、薄うす汚ぎたない老ろう婆ばがこちらを見ていることに僕は気づいた。錆さびついた倉庫の手前で、ニヤニヤと意味ありげに目を細めている。いつからそこにいたのか定かでないが、以前どこかで会ったことのある老婆だ。どこで会ったのかは思い出せないが。

　はて誰だれだっけと眉まゆをひそめていると、甲板からドタドタと騒さわがしい足音が聞こえた。

「ちょいさちょいさのへっぷっぷー！」

　意味不明なことを口走り、紗音がミニスカートをひらめかせて再登場した。

「さ、行きましょ」

「…………」

　僕は可愛くポーズを取る彼女の服装を目にして、言った。

「そのスカート、校則違い反はんだろ」

「でも可愛いでしょ」

　酔よっ払ぱらったクラゲのように、紗音はふにゃふにゃと身体からだをくねらせた。

　変な奴やつ。

　振ふり返かえると、老婆の姿はもうなかった。



　潮しお崎ざき駅まで戻もどってくると、駐ちゆう輪りん場じように自転車を停めて僕らは学校に向かった。

　その間、紗音は喋しやべりっ放しだった。彼女は三年間美術部に所属し、三ヶ月前に『シャノちゃん号ＭＫⅠマークワン』を泥どろ棒ぼうに盗ぬすまれ、三日前に如月きさらぎ女子高への進学を決めたという。

　意外だった。『募ぼ集しゆう』もロクに書けないのに、如月女子に合格したってのは。

「あたし、今世紀最強のラッキーガールなのよ」

　と、紗音は胸を張った。

　何を根拠に言ってるのか、全くもって謎なぞだった。

　しばらく時間を潰つぶし、昼休みを待って僕らはこっそりと裏門から校内に入った。

　正味のところ、学校に来ることにさほど意味はなかった。受験から解放された直後だったので勉強する意い欲よくはなかったし、クラスには親友どころか友達もいなかったので。

　僕は、人間関係においては淡たん白ぱくな性格なんだ。

　それは人と人は本質的には理解し合えないという無力感のためであり、だから他者に対して何も期待しないという一種の諦てい念ねんでもあるのだが、他人にはそれが身勝手に映るらしい。小学校の通知表に『協調性がない』なんて書かれたっけ。両親の離婚で人間関係の脆もろさを味わった十歳のガキには、他人と協調する意味が分からなかったんだろうな、きっと。

　そんなわけだから、友達がいないという状じよう況きようには慣れていた。

　だが顔見知りが全くいないという事態は初めてだった。

　教室に入ろうとして、さすがにギョッとしたね。

　クラスメートが一人もいなかったんだから。

　いや、教室には大勢の生徒がいた。

　けど知ってる顔が、一つもなかったんだ。

　……あ、あれ？

　思わずポカンとしていると、紗音が不思議そうな顔をした。

「どうしたの？」

「ここ、三年一組だよな」

　僕は『３─１』というプレートを確認した。

「知らない奴ばかりだ」

「はい？」

「知ってる奴が一人もいない」

「なんで？」

「さあ」

　我ながら間ま抜ぬけなセリフだと思ったよ。

　僕は教室の入口で、雨に打たれる案か山か子しのように呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　その時、背後から声がした。振り返ると、見知らぬ男子生徒がいた。

「夏海さん、今日休みじゃなかったの？」

「あ、吉よし見みくん。ねえ、この人知ってる？」

　紗音が僕を指差す。すると吉見少年は、謎の物体Ｘでも見るような目つきをした。

「いや。誰だ、こいつ？」

「ううん。いいの、気にしないで」

　紗音が笑顔でぱたぱたと手を振る。吉見は首を傾かしげながら、一組の教室に入った。

「彼、一組の子よ。なんであなたを知らないの？」

「俺だってあいつを知らないぞ」

「どういう意味？」

「あいつを知らないって意味だよ」

　どうなってんだ、これは？

　困惑混じりに黒板を見ると、チョークで今日の日付が書かれていた。

　ふむ。別に時をかける少年になって、過去や未来に来たわけじゃなさそうだ。ここは僕の知っている世界。だが僕の知らない人ばかり。そして僕を知らない人ばかり。

　Ｗｈｙ？　なぜに？

　静かな驚きよう愕がくは、次第に恐きよう怖ふとパニックに侵しん蝕しよくされていった。

　他の教室も覗いてみたが、知っている顔は一つもなかった。学校中を走り回り、職員室にも足を運んでみたが、教師の中にも誰だれ一人ひとりとして見覚えのある者はいなかった。

　おいおい、マジでどうなってんだ？　冗じよう談だんにしてはタチが悪すぎるぞ。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　顔が真っ青よ」

　紗音が心配げに声をかけてきた。

　結局、校内に顔見知りは一人もおらず、僕は逃にげるように学校を飛び出していた。だって自分の席もないんだから身を置く場所もないし、としたら逃げる以外に何ができる？

　駅に向かってフラフラと歩きながら、僕は頭を抱えた。何なんだ、これは？　大規模なイジメか？　だが学校のどこにも知り合いがいないんだ。それはどう説明する？　なぜ知らない奴ばっかなんだ？　誰か分かる奴いるか？　いたら四百字以内で説明してくれ。

　疑問とパニックの大旋せん風ぷうが、僕の脳内に吹ふき荒あれた。

　五時間目開始のチャイムが、間の抜けた響ひびきで頭上を飛とび越こえていった。

　その鐘かねの音に、ふと閃ひらめきを覚え──

　僕は携けい帯たい電でん話わを取り出し、自宅にかけてみた。

　数秒後、無言で電話を切った。

　紗音が不思議そうに、こちらの様子を見守っていた。

「お母さん、出なかったの？」

「この番号は使われてないっていうメッセージだった」

　メモリーに登録してある番号を片かたっ端ぱしからかけてみたが、どれも同じだった。お掛かけになった電話番号は、現在使われておりません。相手が出ないのではない。番号自体が使用されていないのだ。どこにも繋つながらない。世界から切きり離された気分だった。

「ねえ、どういうこと？」

「見当もつかない」

「なに考えてるの？」

「夢を見てるんじゃないかって考えてる」

「なんか分かった？」

「浦うら島しま太た郎ろうの気分が」

「で、どうするの？」

「さあ」

　　　　＊




　気が狂くるった人間は、自分が狂っていることを自覚できるだろうか。

　僕は正常だ。多分、正常だ。

　だがこの頃ころから、僕の現実世界は安定を失い始めていた。

　普通に思えた世界が、全て不自然に見える。食事をしたら歯を磨みがき、三回空振りでワン・アウト。太陽は東から昇のぼり、二十四時間で地球は一回転。空は青い。海も青い。

　だがそんな常識が、頭の中で次々と音を立てて崩れ落ちていったのだ。

　普ふ遍へん的な世界など存在しない。あるのは、無限に織り成す多様な世界。

　安定した世界観を失った現在の僕にはそれが認識できるが、あの当時はただ謎めく怪かい奇きの渦うずに翻ほん弄ろうされる無力な小船だった。ただ道を失った旅人が、最後に目指すのはマイホーム。これは常識であり、唯ゆい一いつ絶対の真理と言えるんじゃなかろうか。

　というわけで、僕は自宅に戻ってきた。

「この謎を解かなきゃ、夜眠ねむれないから」

　というイマイチ釈然としない理由で、紗音もついて来た。

　ところが自宅に戻ってきた僕を、さらにとんでもない事態が待ち受けていた。

　家がなかったのだ。

　いや、これは正確ではない。

　家はあった。ただ表札が『竜りゆう宮ぐう寺じ』になっていた。

　竜宮寺？　誰だれだ？

　それだけじゃない。隣となりの吉よし原わらさん家ちの表札が『竹下』、向かいの山岸さんが『柊ひいらぎ』、工く藤どうさんが『前川』、中野さんが『山田』、得とく津つさんが『樋ひ渡わたし』……僕の家だけでなく、近きん隣りんの住民も全て別人に入いれ替かわっていた。いや、クラスメートもだ。つまり街全体か？

　何かとんでもないことに巻き込まれている──

　と感じたのは、ようやくこの時になってのことだ。心臓が狂ったように早はや鐘がねを打った。

　震ふるえる指で自分の家のインターホンを押すと、全然知らない巨きよ漢かんのオバハンが現れた。

　推定重量は百二十キロ。スリーサイズは上から順に百、百、百のビール樽たる。

　誰だよ、この横よこ綱づな!?

　なんてツッコミを入れる余よ裕ゆうなんてなかった。今まで感じたことのない恐きよう怖ふに、僕は襲おそわれ始めていた。夢の中で凶きよう悪あくな怪かい物ぶつに追われているような、そんな非現実的な恐怖感。

　なぜだ？　なぜ僕の家に知らない人が住んでいる？

　そこは僕の家だが、僕の家ではなくなっていた。

「あんた達、何なの？　ウチに何の用？」

　ビール樽が話しかけてきたが、その時どう応こたえればよかったのだろう。ここは僕の家なんですけど。そう言えばよかったのか？　でも表札が。僕は完全にパニック状態で、冷静に応対できる精神状態ではなかった。無言でその場から逃げ出すことしかできなかった。

「ねえ、ちゃんと説明しなさいよ、コラ」

　呆然と街を彷徨さまよい始めた僕に、紗音が蹴けりを入れてきた。

　理不尽な要求をする女だ。僕は頭を掻かきむしった。

「説明してほしいのはこっちだよ！」

「あのデブのオバさん、あなたのお母さんじゃないの？」

「うちのオカンは、スリムビューティーだ！」

「じゃあ、家がなくなったの？」

「家はある。でも違ちがう人が住んでる」

「それって家を盗ぬすまれたってこと？」

「家が盗めるかよ。じゃなくて、隣となり近きん所じよも全て入れ替わってるんだ。くそっ、どうなってる？　ゲルマン人が大移動してきて、俺の知ってる住民をみんな追い出したのか？」

「ゲルマン人？　あたしをからかってるの？」

「からかわれてるのは俺の方だ！」

　何がどうなっているのか、さっぱり理解できなかった。母が記録的なスピードで家を売うり払はらった。ノーだ。僕は夢を見ている。ノーだ。僕は気が狂った。ノーだ。全部ノーだ。

　ぐあっ、泣きそうだ。

　神様。これはあなたが仕組んだ壮そう大だいなギャグですか？

　僕は立ち止まり、深呼吸し、気分を落ち着けてから周囲の街並みを見み渡わたした。

　僕の知っている街。だが僕を知らない街。知っているけど知らない世界。

　……一体、何が起きてるんだ？

　呆然と空き地に目を向けると、小さな野良犬にパンを与あたえている老ろう婆ばがいた。今朝、港で見かけたあの老婆だ。こんな所で会うなんて、世間は思ったより狭せまいらしい。

　それにしても、彼女と前にどこで会ったのだろう？

　いや、そんなこと今はどうでもいい。はっきりとは覚えてなくても、この婆ばあさんと以前どこかで会ったことは間ま違ちがいないのだ。つまり、僕の知り合いと呼べる唯一の存在。

　藁わらをも掴つかむ思いで近づくと、婆さんは顔を上げてにやりと笑った。

「言いたいことは分かってる。困ってるんだろ、《迷い人》」

「えっ？」

「知ってるようで知らない世界。でも本当は、世界について何も分かっちゃいない」

「……あなたは誰ですか？」

「あんたのカノジョさ！」

　老婆はゲラゲラ笑った。ギャグのつもりらしい。

　ちっとも面白くなかったが。

「ええっと、前にどこかで会いましたよね？」

「あたしがあんたに会うのは初めてじゃないが、あんたがあたしに会うのは初めてだよ」

　謎なぞめいた言葉だった。

「でも、どこかで会ったような……」

「そいつは《時の蜃しん気き楼ろう》さ。過去の現実じゃない」

「時の……？　何です？」

「お前さん、見けん当とう違ちがいの質問をしてるよ」

　老婆は地面を掻く仔こ犬いぬの背中を撫なでた。

「そんな所をいくら掘ほっても宝は出ないね」

　犬に言ったのか僕に言ったのか、よく分からなかった。両方に言ったのかもしれない。

「ここはどこです？」

「よし、少しはまともな質問だ」

　老婆が目を細めた。

「並行世界パラレル・ワールド、という言葉を聞いたことは？」

「ある時空から枝分かれし、並行して存在する別の世界でしょ」

　仔犬を抱だき上げて、紗音が言った。老婆がニヤリとした。

　おいおい、まさか。冗談だろ。そんなＳＦ小説みたいな。

「僕は、その、並行世界パラレル・ワールドに迷い込んだって言うんですか？」

「いや。お前さんにとって、ここは重複世界だ」

「重複？」

「この宇宙が無数の素そ粒りゆう子しで構成されてることは、知ってるだろ。あらゆる物質は電子やニュートリノなどの細さい微びな粒りゆう子しの集まりによって成り立ってる。だから砂と砂が混じり合うように、二つの並行世界パラレル・ワールドが偶ぐう発はつ的に混じり合うことがある。その瞬しゆん間かん、二つの異世界は相そう互ごに影えい響きようを及およぼし合う重複世界となるんだ。分かるかい？　お前さんが暮らす世界とそっちのお嬢じようちゃんが暮らす世界は、同一の空間上に存在する別世界なんだよ。同位空間異世界。二つの世界は時間の流れや空間構造の違いによって、普ふ段だんは切り離はなされてるがね」

「じゃあ、僕が知ってる夢前市は」

「ここにちゃんと存在してる。お前さんの家族も、友人も、全てね」

　老婆は大おお仰ぎように両手を広げた。

「だけど今のお前さんに彼らは見えないし、彼らもお前さんを見ることはできない」

　信じられない。どうしてそんなことが起こるんだ？

「通常、重複世界は薄うすい層のようなもので断絶されてるけど、時として空間に融ゆう和わ性が生じる──そして《狭はざ間まの世界》を破って、《迷い人》が生まれる。いわゆる神かみ隠かくしだよ」

「神隠し？　前時代的ですね」

「なら現代的に言ってやろう。お前さんは誘ゆう拐かいされたのさ」

「誰に？」

「そのお嬢ちゃんに」

「あ、あたし!?」

　紗音が驚おどろいて、自分の鼻先に人差し指を向けた。

「あたし誘拐なんかしてないわ。失礼しちゃう！」

「その様子だと、自分の能力に気づいてないようだね」

「……何よ、あたしの能力って？」

「万有引力」

　老婆が面白そうに口元を歪ゆがめた。

「正確には《指向性万有引力》。全方向ではなく、特定方向に引力を放射し、自分が望むものを引き寄せることができる。物体だけでなく、人の運命すらも牽けん引いんできる超ちよう能のう力りよくさ」

　そして目をすがめ、僕を見る。

「人は誰もが引力を備え、それ故に人と人は引かれ合う。それを『運命』と呼ぶ者もいるが、巨きよ大だいな引力を持つ者は他人の運命を支配することも可能なんだ。つまり今のお前さんは、その娘この引力に支配された状態ってわけさ。磁石に引かれるように、こちらの世界に引き込まれたんだね。元の世界に帰るには、お前さんを縛しばる引力を弱めなきゃならない」

「どうすればいいんです？」

「引力の源は、強力な思念。元の世界に戻もどるには、その娘の願いを叶かなえてやるか──」

　老婆は静かな笑みを浮うかべた。

「殺すしかないね」



　ご存知の通り、質量を持つあらゆる物体は引力を有している。

　万有引力と呼ばれるものだ。惑星のような巨大な物体はもちろんのこと、リンゴや路ろ傍ぼうの小石、人間も引力を備えている。ただその力は極めて小さいため、日常生活で実感することはできない。人間同士がくっついたりしないのも、そのためだ。

　だが紗音は、恐おそろしく巨大な引力を持つ特異体質だという。

　彼女の超ちよう引力は、普段は秘められているが何かの拍ひよう子しに発現するらしい。本来ならその時に周囲のあらゆる物体を引き寄せるはずだが、紗音の自己防衛本能がそれを抑よく止ししているという。そのため全方向に引力が働くのではなく、特定方向に限定的に力を放射して自分の望む物体のみを牽引できるのだ──つまり《指向性万有引力》というわけである。



    

  
    
      　厄やつ介かいなのは、紗音は自分の意思でその能力を制せい御ぎよできないことだった。

　だから力がいつどの方向に飛んでいくか、本人すら予測できない。

　で、不運な僕は紗音の引力に捕つかまって、重複世界に引き込まれたってわけだ。元の世界に戻るには、紗音の願いを叶えて僕の運命を支配する引力を弱めなきゃいけないらしい。

　ギリシア人も真っ青な悲劇である。

　とても信じられない話である。

　だが僕の身に起きている現在進行形の出来事は、世間の常識論で説明できないのも事実だった。おまけに話を終えた婆さんは、僕らの目の前でフッと消しよう滅めつしちまったんだぜ。信じられるか？　そんな超ちよう常じよう現象を見せられたら、どんな話も受け入れちゃうっつーの。

　なのに事件の張本人は、自分の超能力に関して懐かい疑ぎ的だった。

「バカみたい。何がシコーセー万有引力よ。そんな能力があったら、史上最強のラッキーガールじゃない。ウニ、アワビ、イクラ──あたしの所にやって来なさい！」

　なんで海の幸ばっかなんだ？

「ほら、全然来ないじゃない」

「気合が足りないんじゃないの？」

「法ほ螺ら話よ、法螺話。超能力なんてあるわけないじゃん」

「婆さん、俺達の目の前で消滅したけど」

「手品ね。きっと売れないマジシャンが、暇ひま潰つぶしにあたし達をからかったのよ」

　紗音はそう言い切って相手にしなかった。

　超能力。大いに結構じゃないか。超能力のどこがおかしいんだ？　スプーンを曲げる奴やつがいる。念じるだけで物体を動かせる奴がいる。超能力者は世界中に存在する。ＫＧＢは超能力の秘密研究を行っていたし、ＦＢＩは超ちよう能のう力りよく捜そう査さ官かんを擁ようしている。超能力は実在する。世間の人が超能力を認めないのは、自分達のちっぽけな常識に縛られているからだ。

　と、少し脱だつ線せんしちゃったな。話を戻そう。

　日が暮れて、僕は紗音の家にやって来た。

「いいのかな、世話になっちゃって？」

「帰るとこないんでしょ？　仕方ないじゃない」

　振ふり向むいた彼女の瞳ひとみには、好こう奇きの光があった。

「あなたの話を全面的に信じるわけじゃないけど、なんか面白そうだもん。謎めいてて」

「君の方がよっぽど謎めいてるよ」

　一いつ緒しよについてきた仔犬が、「わん！」と鳴いた。

　紗音の家はとても立派だった。内装は古風だが、調度品はどれも豪ごう華かだ。

　彼女は僕を瀟しよう洒しやなリビングに招き入れた。

「お腹なかすいたでしょ。何か作るから、適当にくつろいでよ」

　そう言うと、制服のままエプロンをつけて台所に立つ。

　僕はどぎまぎしながら、仔犬とリビングを見渡した。

　恐ろしく乱雑な部屋だった。出した物はそのままに──この部屋の惨さん状じようは、奔ほん放ぽうな彼女の性格を如によ実じつに物語っている。テーブルには、麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶった少年海かい賊ぞくの漫まん画が本ぼんが置いてあった。僕の世界にもある漫画で、タイトルも同じだ。ただページをめくってみると、絵え柄がらやストーリーが若干異なっていた。日本製品を模も倣ほうする中国製品のようだった。

　同一空間にあって相互に影響を及ぼし合うので、漫画も似た作品が生まれてくるのだろう。しかし完かん璧ぺきに同じでないのは、二つの世界が同一ではないからか。

　と、台所で物もの凄すごい音がした。紗音が鍋なべを落としたらしい。

「手伝おうか？」

「あん、いいのよ。騒そう々ぞうしくなるけど、気にしないで」

　台所から、紗音が愛らしい微び笑しようを投げてきた。

　騒々しくなるって、何を作る気かな？

　なぜか空そら恐おそろしい予感に襲おそわれた。

「なあ、夏海さん」

「紗音って呼んでいいわよ」

「じゃあ紗音。ご両親は？」

「いないわ。お母さんはずっと昔に、お父さんは二ヶ月前に死んだの」

「あ、ごめん」

「いいのよ。家にはあたししかいないから、気き兼がねしないでね」

「ありがとう」

　礼を述べながら、僕は甘い想像の世界に沈しずんでいった。そりゃ僕だって健康的な思春期の男の子だ。紗音みたいな可愛い女の子と二人きりとなれば、いろいろ妄もう想そうしてしまう。

　こんな非常事態にもかかわらずエロい想像に浸ひたれる自分に少々呆あきれつつ、男ってそんなもんだよと開き直っていると、台所から凄すさまじい騒そう音おんが鳴なり響ひびいた。

　紗音が一心不乱に料理を作っていた。かなり手て馴なれている様子だが、優ゆう雅がさは微み塵じんもない。時折奇き声せいを発して動き回る彼女の挙きよ措そは、東京を破は壊かいして回る大怪かい獣じゆうを連想させた。

　ホントに騒々しいな、おい。

　僕は料理の完成度に大きな不安を覚えながら、棚たなに飾かざってある写真立てを取った。

　そこには船長帽ぼうを被ったハンサムな男性と、可愛らしい女の子が写っていた。女の子は紗音だった。多分、四歳さい頃ごろだろう。男性の方は彼女の父親か。厳格そうで彫ほりの深い顔立ちは、『眼下の敵』でＵボートの艦かん長ちようを演じたドイツ人俳優に似ていた。

「……？」

　視線を転じると、仔犬が壁かべに掛かかる不思議な絵画を見上げていた。

　何だろうと興味をそそられて、僕も一緒にその絵を眺ながめた。

　洋上に浮かぶ奇き怪かいな島が、精せい妙みような筆ひつ致ちで描えがかれていた。黒い空には稲いな妻ずまが走り、海は荒あれて波も高い。島のあちこちに建築物の影かげが見えるが、霧きりに覆おおわれていて判然としない。

　はて、どこの島だろう？　と思っていると、

「虚うつろ島じまよ」

　いつの間にか、背後に紗音が立っていた。

「消えたり、現れたり、移動したりする不思議な幽ゆう霊れい島。古代の財宝を積んで、今も太平洋を漂ひよう流りゆうしてるの。その絵はマリンブレードⅠ号で発見されたものよ」

「Ⅰ号？」

「うん。マリンブレード号は去年、室戸沖おきで漂流してたのを貿易船の船長だったお父さんが見つけたの。それを港まで曳えい航こうして、一年かけて艤ぎ装そうしたってわけ。それが今のⅡ号」

「漂流？　前の持ち主は？」

「お父さんが見つけた時、乗組員はみんな白骨化してたんだって」

　おっかない話だなあ。

　紗音は仔こ犬いぬを抱だき上げて、続ける。

「この絵を見つけてから、お父さんは変わったわ。何かに憑つかれたみたいに虚島のこと調べ回って、挙句の果てにマリンブレード号の修復を待たずに港を出て行ったの」

　僕は、翳かげりを漂ただよわせる彼女の横顔を見つめた。

「二ヶ月前には帰って来るはずだったんだけどね。多分……もうダメだと思う」

「もしかして、本当はお父さんを探しに？」

「まさか。あの人のこと、大だい嫌きらいだったし。あたしはただ、虚島がどんな所か見てみたいだけ。あたしを捨てるほど価値のあるものか。それだけのお宝が眠ねむってるのかをね」

　軽い口調でそう告げてから、紗音は不ふ透とう明めいな視線を写真の人物に向けた。

「いつも海に出てて、ロクに話したこともないのよ」

「いかにも海の男って感じだな」

「でも本当は、見た目ほど立派な人じゃなかった。娘がどんな思いで父親の帰りを待ってたかなんて、これっぽっちも考えない身勝手な人。こんなに可愛くていい子なのにね？」

　返答に困り、僕はとりあえず頷うなずいておいた。

「可哀かわい想そうな紗音ちゃん。独りぼっちの紗音ちゃん。風か邪ぜをひいても誰だれも看病してくれない紗音ちゃん。頑がん張ばって料理を作っても、一緒に食べてくれる人もいない。寝ねる時も一人で、起きる時も一人。これって寂さびしくて泣けてきちゃうのよ」

「分かるよ」

「ホントに？」

「俺も一人だから」

　父は母と離り婚こんし、僕を捨てて他の女と結けつ婚こんした。母は僕を養うため働はたらき詰づめだった。優ゆう秀しゆうなキャリアウーマンなので収入はいいみたいだが、母子で過ごす時間などなかった。

　だから紗音の寂しさは、よく分かる。僕も寂しくて辛つらい思いをしてきたから。

　紗音は僕の家庭事情を聞きたそうな顔をしたが、遠えん慮りよしたようだった。

「あれ？　なんか暗い話になったわね」

　彼女は明るい声で笑顔を作った。

「とにかく、この島を探しに行くってわけよ」

「手て掛がかりとか、あるのか？」

「うん。マリンブレード号の船長室の床ゆか下したで、これを見つけたの」

　そう言って、引き出しからお盆ぼんのような物体を取り出す。

　それは直径三十センチほどの、縁ふちに細かい模様が刻まれた木製の円えん盤ばんだった。羅ら針しん盤ばんというやつだろう。ただし針はなく、中央に青い水すい晶しようが埋うめ込まれていた。

「隊員に桜さくら波ばミズキくんって子がいてね──その子は五年前に父親と虚島に上陸したらしいんだけど──彼が言うには、これは虚島の場所を示す《針のない羅針盤》なんだって」

「針がないのに、どうやって場所を示すんだ？」

「分かんない。でも絶対見つけてやるわ」

「俺は何すりゃいいんだ？」

「ついて来る気？」

「君の願いを叶かなえなきゃ、元の世界に戻もどれない」

「ふーん。信じてるんだ、あの話」

　揶や揄ゆするような口調だった。

「あなたの世界の太平洋はどうか知らないけど、こっちの世界の太平洋はすごく危険なのよ。何隻せきもの船が、帰ってこなかったんだから。とってもとっても危険なのよ」

「一人で留守番なんて、したくないぞ」

「乗組員の訓練を受ける気ある？」

　もちろん、と僕は頷いた。

　紗音はしばし考え込んでから、ニッと笑った。

「分かったわ。君を隊員に採用します。あたしの命令にはちゃんと従うこと。絶対服従、絶対忠誠、絶対奉ほう公こうが隊規その一よ。逆らったら脳天かち割るからね。分かった？」

　独裁者みたいな言い分だった。

　こっちの世界には、基本的人権や法の下の平等はないのだろうか。

「分かったけど、具体的に何すりゃいいんだ？」

「今はあたしと一緒にゴハンを食べること」

　高飛車に言い放ってから、彼女は頬ほおを朱しゆに染めた。

「一人で食べるゴハンって、寂しくて涙なみだが出ちゃうの」

「…………」

　なかなかのツンデレ少女だった。



    

  
    
      　第二章　酔狂者と紺碧への船出






　翌日、僕達はマリンブレード号が停てい泊はくする三番バースにやって来た。

　午後の空は青白く霞かすみ、どこか物もの憂うげな太陽を東の天てん蓋がいに掲かかげている。

　昨日と比べると格段に暖かいが、波止場に吹ふく風はさすがに冷たい。

　しかし前方を軽やかに歩く紗しや音のんは、薄うす着ぎの割には平然としていた。彼女は白を基調とした、お洒落しやれな航海用の衣装を着用していた。可愛らしいお嬢じよう様さま学校のセーラー服といった感じのデザインだ。ひらひらのミニスカートを纏まとい、しなやかな脚きやく線せん美びを披ひ露ろうしている。

　揺ゆれる裾すそから覗のぞく健康的な太ふと腿ももが、やけに眩まぶしい。

　まったく、けしからん太腿である。

　さらにニーソックスをはき、頭には船長帽。腰こしには輪っか状に丸めたムチを、ぶら下げている。アニメのコスプレ少女みたいな格好だが、よく似合っていた。

　彼女の足元には、昨日拾った仔犬がまとわりついていた。オキノテズルモズル（略りやく称しようモズル）という妙みようちくりんな名前がつけられていた。もちろん命名したのは紗音だ。ネーミング・センスのない主人に拾われると、可愛い仔犬も駄だ犬けんに見えるのはなぜだろう？

　一方僕はというと、学生服で両手に旅りよ行こう鞄かばんを持っていた。航海用の備品を紗音に買い揃そろえてもらったのだ。けっこうな金額になったが、紗音は気にする様子もなかった。

「いいのよ。どうせ奴ど隷れいのようにこき使うわけだし」

　彼女は民主主義を平然と否定する発言をした。

「だけどあなたは未経験の陸おか者ものだから、まずは基き礎そ訓練からね。本当なら未経験者は二等水夫の階級になるんだけど、あたしの権限で士官候補生として登録しといたわ」

「何それ？」

「権力を与あたえられた下級准じゆん士官よ。一年生の学級委員みたいなものかな」

　少し首を傾かしげて、振ふり返かえってくる。

「悠ゆう馬ま、リーダーになるのって好き？」

「人の上に立つのは好きじゃないけど、人の下になるのはもっと嫌いやだな」

「孤こ独どくな一いつ匹ぴき狼おおかみなの？」

「友達が少ないだけだよ」

「そうなの？」

「クラスメートに好かれないんだ、昔から」

「ふうん。そうなんだ」

　紗音は僕の目を覗き込んできた。

「なるほど」

「……は？」

「あなた、人に好かれなくても気にしないタイプでしょ？」

　まあ、そうかもしれん。

「みんな人に嫌きらわれたくなくて、孤こ立りつするのが怖こわくてビクビクしてるのに、あなたは教室で独りぼっちでも全然へっちゃらって感じ。俺は俺、お前らに好かれなくても気にしないってね。仲間外れにされるのが嫌で、一いつ生しよう懸けん命めい周りの空気を読んでバランスを取ってる人にしてみりゃ、あなたのそういう超ちよう然ぜんとした態度が気に食わないんじゃないかしら？」

　何だ、そりゃ。人をひねくれ者みたいに言ってくれるじゃないか。

「でもあたし、あなたみたいな人って好きよ」

「ふうん。どこが？」

「虚ニ無ヒ的ルなとこ」

　紗音はミニスカートをひらひらさせて、渡わたし板から愛船に乗り込んだ。

　甲かん板ぱんから見るマリンブレード号は、まさに壮そう観かんだった。大勢の乗組員が忙いそがしそうに作業し、船の上はてんやわんやだ。頭上には恐おそろしく高いマストとヤードが交差し、ロープが蜘く蛛もの巣すのごとく張はり巡めぐらされている。その構造美と壮そう麗れいさに、僕の心は躍おどった。

「サイトー！」

　紗音は作業を指揮していた髭ひげ面づらの大男を呼んだ。

「や、これはお嬢さん。こんにちは」

「お嬢さんじゃなくて、船長って呼ばなきゃダメよ。ミズキくんはもう来てる？」

「いえ、荷物は届いてますが。皆みんなを整列させましょうか？」

「いい。ちょっと様子を見に来ただけだから」

　そう答えて、彼女はくるっと身体からだの向きを変えた。

「紹しよう介かいしとくわ。彼は凪なぎ沙さ悠馬くん。士官候補生として乗り込むから。あたしの友達よ」

「斉さい藤とう潮うしおだ。よろしくな」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　僕は斉藤さんと握あく手しゆした。グローブみたいに厚い手の皮だった。

「サイトーはお父さんの下で、掌しよう帆はん長として働いてたの。帆ほや索さく具ぐを管理する甲板作業の責任者よ。見かけによらず潔けつ癖ぺき症しようだから気をつけて」

「船ふな酔よいで吐はく時は、バケツにしろよ」

　髭面の掌帆長が、豪ごう快かいに笑った。笑うと愛あい嬌きようがあった。

「行きましょ。こっちよ」

　僕は紗音の背中を追いながら、作業に勤いそしむ乗組員を観察した。

「この人達、みんな君が集めたのか？」

「ううん。半分ぐらいはお父さんの部下。あたしがこんなおチビだった頃ころから知ってる人ばかりよ。乱暴で荒あらくれ者ものだけど、みんないい人だから安心して」

　そう言って、彼女は歩きながら船の構造を説明してくれた。

「今あたし達のいるこの場所が、上層甲板よ。この通り出港前で散らかってるけど。それから中央にある高い階層が船橋甲板ブリデツキ──この船の指揮所ね。船首の方にある階層が船首楼ろう甲かん板ぱんで、船せん尾びにあるのが船せん尾び甲かん板ぱん。で、この階段を降りると下層甲板でございます」

　振り返り、エレベーターガールの身み振ぶりをする。

　面白い女だな。一いつ緒しよにいて全然飽あきねえや。

　僕達は下層甲板に降りると、船尾区画にある客室にやって来た。

「ここがあなたの部屋。ちょっと狭せまいけど」

　そこは三畳じようほどの小さな客室だった。確かに狭いが、大して荷物もないので一人なら問題ない。ベッドと収納ダンス、手洗い台が置かれ、円窓から牧歌的な港の風景が見えた。

「もっと大きな客室もあるんだけど、そこは先客で埋まってるの。あたしの友達でね」

「君の部屋は？」

「船長室は船橋甲板ブリデツキの下よ。さっき会議室を通ってきたでしょ。あの真上。お風ふ呂ろにトイレ、執しつ務む室、食堂付きだからゴハンはあたしの部屋で食べて。別に大食堂でもいいけど」

「君の部屋で食べるよ」

　僕はベッドに腰を下ろす紗音を横目で見た。

　ミニスカートからすらりと伸のびる白い太腿が、僕の視線を誘ゆう惑わくした。紗音と二人きりでこんな狭い部屋にいると、なんだか落ち着かない気分になっちゃうな。

「知らない人ばかりだけど、寂さびしくない？」

「一人は慣れてるよ」

「悠馬って、孤独を愛してるの？」

「そういうわけじゃないさ」

　荷物を置いて、僕は肩かたをすくめた。

「ただ無理して友達を作っても、面めん倒どうなだけだし」

「あなたって一見マトモに見えるけど、かなり歪ゆがんでるわね」

　紗音はくすりと笑ってから、モズルを小こ脇わきに抱かかえた。

「欲しいものがあったら、早めに言ってね。運ばせるから」

「ありがとう」

「じゃ、早く着き替がえるように。甲板で待ってるわよ」

　仔こ犬いぬを連れて、彼女は部屋を出て行った。

　僕は荷物を片付けた後、紗音が用意した士官候補生服に着替えることにした。

　もちろん不安はあった。何もかもが全く未知の世界なのだ。上う手まくやっていけるか心配だったし、恐きよう怖ふ心しんもあった。でもそれ以上に興奮していた。巨きよ大だいな船に乗って水平線の彼方かなたを大冒ぼう険けんする──男なら誰だれだって一度は夢見ることだろ？　青い大海原に白い一筋の航こう跡せきを描えがき、鮮あざやかに突つき進すすむ華か麗れいな帆はん船せん。その雄ゆう姿しを想像し、僕は一人で悦えつに入いった。

　にしても、なんか眩暈めまいがする。

　船酔いか、これは？　おえっ。

　ともかく着替えを済ませ、鏡の前に立つ。そして僕は言葉を失った。

　紗音のジョークは、はっきり言って笑えない。

　士官候補生服は、いま脱ぬいだばかりの学生服と同じデザインだった。



「それでは『紗音ちゃんのよく分かる帆船講座』始めるよ！」

　甲板に上がった僕を待っていたのは、眼鏡めがねをかけて差し棒を持つ紗音だった。

　女教師──のつもりだろうか。差し棒の先せん端たんに付いたイルカのミニチュアが、妙に可愛い。僕とモズルは、船のイラストが描えがかれたホワイトボードの前に座らされた。

　ラジオの英会話講座のようなメロディーを口ずさみ、紗音は授業を開始する。

「レッスン１。無知で蒙もう昧まいな陸者のために、帆船の基礎知識をご紹介！」

　うわっ。第一声からバカにされたぞ。

「まず帆船は、その帆はん装そう──帆の張り方によって幾いくつかの型タイプに分類されます。カッターやスクーナー、ブリガンティン、ブリッグ、バーケンティン、バークといったものよ」

　と説明しながら、差し棒で船のイラストを順番に差していく。

　けどここでは、講義内容を細かく紹介するのは止やめておこう。

　なぜって？　さっぱり理解できないからだよ。

　ほら、いるだろ。生徒の理解度を確かめず一方的に授業を進める教師って。

「で、大型艦かんによく見られるのがマリンブレード号のようなシップ型なの。マリンブレード号は三さん檣しようシップ型、つまりマストを三本持つ全装艤装船フルリグド・シツプと呼ばれるもので──」

　言いながら紗音は、ホワイトボードを裏返す。

　そこにはマリンブレード号らしき帆船が、大きく描かれていた。さすが美術部だけあって、なかなかの画力だ。人は見かけによらない才能を持っているものである。



    

  
    
      「マストの呼び名は船首方向から前部フオアマスト、中央メインマスト、後部ミズンマストと言って、それぞれヤードを五段ずつ備えて横帆を展装する仕組みになってるの。もちろんそれぞれのヤードにも名前があります。一番下にあるのがロワーヤード、その上がトップスルヤード、さらにその上がトゲンスルヤードで、最上段がロイヤルスルヤードよ。例えば中央メインマストのトップスルヤードを、メイン・トップスルヤードと呼ぶわけ。ナットク？」

　モズルが「わんっ」と吠ほえた。

　分かってんのか、お前？

　正直、僕には何のことだかさっぱり分からなかった。

　分かったのは、この女は教師に向いてないってことぐらいだ。

　しかし紗音は、謎なぞの用語をぺらぺらと機き嫌げんよく喋しやべり続ける。長い。恐ろしく長い授業だった。段々眠ねむくなってきた。次回からは不ふ眠みん症しようの連中を集めてやるべきだと僕は思った。

「ということで、レッスン２はいよいよ実地訓練！」

　ひたすら独りよがりな講義が終わった後、紗音は僕に登檣訓練を命じた。つまりマストに登れと言うのだ。その強引さはもはや芸術的で、断る余地など皆かい無むだった。

「どのくらいの高さがあるんだ？」

　僕は夕暮れ空に向かって伸びるマストを見上げた。

「中央メインマストの高さは、海面から四十六メートル。でもいきなりてっぺんまで行けなんて言わないわ。とりあえずあそこに見張り台があるでしょ。あの檣楼トツプ台だいまで登るのよ」

「分かった。また今度な」

「い・ま・の・ぼ・れ」

　紗音の瞳ひとみに、狂きよう気きの光が宿った。

　最頂部まで四十六メートルというと、十五階建てビルに相当する高さである。転落すれば一巻の終わりだ。ロワーヤードの直上にある見張り台でも、二十メートル近くある。

　僕が尻しり込ごんでいると、紗音は「辟へき易えきするわね」と嘆たん息そくした。

「いいわ。あたしが手本を見せてあげる。ついて来て」

　彼女は斉藤さんに船長帽ぼうを渡すと、舷げん側そくの横静索シユラウドに飛びついてすらすら登り始めた。

　横静索シユラウドとはマストを左右から支えている縄なわばしごのことで、斜ななめに伸びるこのロープを伝っていくと、マスト上にある見張り台まで登ることができるのだ。

「さあ悠ゆう馬ま、来るのよ！」

　ロープに手をかけて、紗音が怒ど鳴なってきた。

　ていうか紗音、下からパンツ丸見えだぞ。

　やれやれ。仕方がないので、僕は紗音に続いて縄ばしごを登っていった。

　最初は全然怖こわくなかった。だが下を見た瞬しゆん間かん、竦すくみ上がってしまった。高さは校舎の三階程度だが、足元が不安定に揺ゆれる縄ばしごだと恐怖心は比ひ較かくにならない。

「下を見ない！」

　先行する紗音が声を落としてきた。

「けど上を見たら、その、君の……」

「余計なこと考えてたら、落ちて死ぬわよ」

　だったら、今だけはズボンをはいてくれ。

　ぼやきながら、僕は再び登り始めた。

　苦労して見張り台に辿たどり着つくと、大口径の望遠鏡が設置されていた。

「ここが中央檣楼メイントツプ台だいよ。いい眺ながめでしょ」

「この手て摺すり、ちょっとぐらついてるぞ」

「あんたの手が震ふるえてるのよ」

　あ、ホントだ。

「さ、次行きましょ」

　紗音がさらなる高みを目指して登り始めた。

　まだやるのかよ……

　今度の縄ばしごは、さらに傾けい斜しやがきつく不安定だった。だが紗音は軽快に登っていく。

　嫌いや々いやながら、僕も続いた。もう甲かん板ぱんは遥はるか下だ。乗組員が恐おそろしく小さく見えた。

「トップスルヤードに移るわよ」

　紗音がマストと交差するヤードにぴょんと飛び移り、帆ほ桁げたの端はしまで渡わたっていった。

　うわおっ。これには度ど肝ぎもを抜ぬかれた。唖あ然ぜんとしていると、紗音が振ふり向むいてきた。

「さあ、早く！」

　冗じよう談だん言うなや、アホ！

　僕は震えながらマストにしがみついた。三十メートル近い高さでヤードを渡れと言う。

　そんなことをするのは中国雑技団か、レスキュー隊員か、自殺志願者ぐらいだ。僕はサーカス団員でもないし、救助隊員でもないし、本日は身投げしたい気分でもなかった。

「無理だっつーの！」

「別に空を飛べなんて言ってないわ。あたしがやったようにやればいいの」

「できるか！　俺は降りるぞ！」

「男のくせに情けないこと言わないでよ。出港したら、ここやもっと上のヤードで作業しなきゃいけないのよ。波の高い日や、風の強い日、嵐あらしの時も、真夜中の時も、生理の時もね（俺は男だ！）。船がドックにいる間に、少しでも練習して慣れておかなきゃダメよ」

「できるわけないだろ！」

「だったら船を降りる？　あたしが帰ってくるまで家で待ってる？」

　うぐぐ。

　僕が逡しゆん巡じゆんしていると、紗音は信じられない行動を取った。ヤードの上で、いきなり立ち上がったのだ。帆桁の先端部分で両足を揃そろえて立ち、背筋を伸ばし両手を広げてバランスを取る。ちょうどサーカスで綱つな渡わたりをする時のように。信じられない平へい衡こう感かん覚かくだ。

　イエス。彼女はマトモじゃない。頭がおかしいんだ、きっと。

「よせよ、危ないだろ！」

「だったら助けに来てよ」

「やめろって──くそっ、分かったよ！」

「いい？　しっかりヤードに抱だきつくのよ。足場索フツトロープがあるでしょ？　そこに足を乗せて、上の手摺を掴つかむの。絶対離はなしちゃダメよ。大だい丈じよう夫ぶ、慎しん重ちように落ち着いてやりなさい」

　僕は言われた通り、震えながらヤードを渡り始めた。

　神様……と、至高の存在に祈いのりを捧ささげる。こんな悲ひ惨さんな状態に陥おちいっている時点で既すでに神には見放されているわけだが、それでも救いを求めてしまうのが哀あわれな人間心理である。

　甲板にいる時より船の揺れを感じ、服がばたばたと風にはためいた。

　肝きもが潰つぶれそうな高みの上で、命いのち綱づななしである。高いよう。怖いよう。

　……ん？　ちょっと待て。命綱なし？　そんなアホな。

　普ふ通つうこういう所へ登る時は、命綱をつけるんじゃないの？

「い、生きた心地ここちがしねえ……」

「最初はね。慣れてきたら、ヤードでの作業を教えてあげる」

　紗音はこちらに歩いてくると、腰こしを降ろしてヤードに跨またがった。

　と、彼女は「あれ？」と僕の身体からだを眺め回した。それから今度は、自分の身体を見下ろした。どうしたのかと思っていると、紗音は可愛く「あはっ」と笑った。

「命綱、忘れちゃったね」

「笑い事じゃねーよ！」

　そこは絶対忘れちゃいけない部分だろ！　うわーん、アホのせいで大ピンチ！

「へーき、へーき。命綱なんて落ちなかったら必要ないもん」

「落ちた時に必要になるんだ！」

「じゃあ落ちなきゃいいじゃない。ね？」

　何が、ね？　だ。可愛く言っても騙だまされないぞ。

「それより、ここからの眺め最高でしょ？」

「写真に撮とっといてくれ。地上で鑑かん賞しようするから」

「ビビってても軽口は叩たたけるんだ」

「ビビっちゃ悪いかよ」

「全然。正直、初日からここまで登る勇気があるとは思わなかった」

「何!?　騙したのか!?」

「騙してないわ。ちょっとからかっただけだもん」

「この場合、意味は同じだぞ」

「まあまあ。ほら、いい景色でしょ」

　紗音が笑いながら指差した。

　くそう。なんて女だ。いつか呪のろってやる。

　だが確かに眺めは最高だった。こんな高さから夢前市の街並みを眺めたのは初めてだ。

　僕がよく知る街──知らない街。眼下には黒い海面があり、港の防ぼう波は堤ていが海と陸を人工的に仕切っている。西の空には、沈しずみゆく落陽があった。空は黙もく示し録ろく的に燃え上がり、鮮あざやかな残照を浴びて華か麗れいに色づいている。それはうっとりするほど美しい光景だった。

　だが風に髪かみを靡なびかせる紗音の横顔は、それ以上に美しかった。遠くを見つめる彼女の白い頬ほおは、斜しや陽ようを浴びて恥はじらうように朱しゆに染まっている。本当に綺き麗れいだった。こんな地上三十メートルの高みに（命綱なしで）いなければ、もっとロマンチックだっただろう。

　──けど、こういうのも悪くないか。

　この広い世界の片かた隅すみで、僕らは限りなく二人きりだった。

「なあ、紗音。あれは何だ？」

　僕は海面から顔を覗のぞかせる廃はいビルに気づいた。

　物思いに耽ふけっていた紗音が、「ん？」と我に返る。

「ああ、あれは海面上じよう昇しようで沈んだ街よ」

「海面上昇って、地球温暖化の？」

「うん。あなたの世界は、海面上昇してないの？」

「問題にはなってるけど、ここまでひどくはないな」

　夢前市に海がある理由が、ようやく分かった。

「にしても、どうしてこの時代に帆はん船せんなんだ？」

「世界大戦による科学技術の後退と、化石燃料の欠けつ乏ぼうが原因ね。食糧や資源を巡めぐって、世界中で戦争が起こったの。今はかなり復興したけど、石油や石炭の入手が困難になったから海上交通の主力が帆船に逆ぎやく戻もどりしたわけ。風はいくら使っても減らないでしょ」

「世界大戦……戦争があったのか？」

「二十世紀末にね。そっちはなかったの？」

「ああ」

　紗音が、風に踊おどる髪を押さえた。

「重複世界といっても、あなたの世界とは随ずい分ぶん違ちがうみたい」

「どうかな。そうでもないかも」

　あの婆ばあさんは言った──二つの重複世界では、時間の流れ方が違うと。

　もしかしたら僕は、やがて僕の世界に訪れる未来の姿を見ているのかもしれない。

　僕達は、しばらく無言で真っ赤な夕陽を眺めた。

　　　　＊




　マリンブレード号の出港準備は、着々と進んでいた。

　航海用の物資が続々と波止場に到とう着ちやくし、船倉に運び込まれた。水や食糧、衣類、燃料や火薬、武器、さらに帆布キヤンバスや円材、索さく具ぐ類などの補修用資材だ。独航で太平洋を航海するためには、どれも欠かせない物資である。掃そう除じ道具の量がハンパじゃないのは謎なぞだったが。

　運うん搬ぱん作業に従事する隊員に混じり、紗音がミニスカートをひらめかせてうろちょろしていた。彼女は水夫の作業を見守ったり、ムチで甲板を叩いたり、辟易したり、木箱の中をこっそり覗いたり、樽たるの匂においを嗅かいで中に何が入っているのか確かめたりしていた。

　その間、僕はひたすら地じ獄ごくの訓練だった。

　紗しや音のんは僕の教官に一人の少年を任命した。

「彼が桜さくら波ばミズキくんよ。前に話したでしょ、五年前に虚うつろ島じまに上陸した人のこと。あの島のことなら誰だれよりも知ってるし、だから今回はアドバイザーとして乗船してもらったの」

　ミズキは金きん髪ぱつに碧へき眼がん、白い肌はだをした眉び目もく秀しゆう麗れいの少年だった。

　母親がフランス人で、幼い頃ころから父と共に世界の海を渡り歩あるいてきたという。さらに虚島に上陸した経験を持つ数少ない船乗りでもあるのだ。父親は三年前に他界したが、彼は再び虚島を見つけることに情熱を燃やし、今日まで数多あまたの文ぶん献けんを読み集めてきたらしい。

　まるで少女漫まん画がの世界から飛び出してきたような、中性的な容姿をした美少年だった。

　こいつきっと女の子にモテモテだろうなあ、何か気に食わねえなあ。

　と思っていると、紗音が僕の胸を指で突ついてきた。

「も、ち、ろ、ん、誰かさんと違って船乗りとしても一人前よ。だからあんたのことは彼に任せるわ。あたしは出航の準備で忙いそがしいし。じゃあね、ミズキくん。頼たのんだわよ」

「よろしく、凪なぎ沙さくん。じゃあ早速、訓練を始めようか」

　爽さわやかな笑顔を発し、ミズキは僕を中央メインマストに連れてきた。

「まずはロイヤルスル──一番上のヤードまで登ってみよう」

　僕が一番恐れていたことを、彼はあっさりと口にした。

「ちゃんと命綱をつけるように。これを忘れて登っちゃダメだよ」

　言われるまでもない。どっかの馬ば鹿か女に聞かせてやりたいぜ。

　僕は縄なわばしごに手を掛かけると、遥かな高みを目指して登り始めた。水平に四十六メートル移動するのは簡単だが、上に移動するのは楽じゃない。地球の引力が恨うらめしい。

　ひいひいはあはあ言いながら、やっとの思いで最上段のヤードに辿たどり着つく──

　ロイヤルスルヤードの上は、腰の砕くだけるような景色が広がっていた。風が強く、甲板にいた時より船の揺ゆれを感じる。恐きよう怖ふのあまり全身の力が抜けそうになった。

「動きが、かなりぎこちないね」

　後から登ってきたミズキは、軽い身のこなしでヤードに移る。

「身体に無む駄だな力が入り過ぎてる。だから疲つかれるし、素早く登れないんだ。いいかい、僕らは遊びでマストに登ってるわけじゃない。この高みで作業しなきゃいけないんだよ」

　言いながら、自分の手を僕の右手に重ねる。

「身体を支える手は一本だけだ。そして片手で作業する。“〝片手は船のため、片手は自分のため”〟というわけさ。無駄な力を使ってると、すぐに体力を消しよう耗もうしてしまうよ」



    

  
    
      　分かったから手をどけてくれ。俺には男同士で手を握にぎり合う趣しゆ味みはない。

「まずは恐きよう怖ふ心しんを取り除かないとね。それには慣れることだ」

　金髪を風に泳がせ、ミズキは屈くつ託たくのない笑顔を見せた。

「じゃあ、甲板に降りてリンゴを取ってきてくれ」

「リンゴ？　なんで？」

「食べたくなったからさ」

「…………」

　僕はミズキを睨にらみつけたが、何も言わず下に降りることにした。リンゴだろうがミカンだろうが、こんな高い所にいるよりマシだと思ったからだ。早く甲かん板ぱんに戻もどりたかった。

「タイムを計ってるからね。あんまり遅おそいとデッキ・マラソンだよ」

　ストップウォッチを片手に、ミズキが言った。

　ちくしょう！　そんなことだと思ったよ！

　つまりリンゴはただの口実で、要はマストを登り降りする訓練ってわけだ。

　ぜえぜえ言いながら甲板に降り、息を切らしながらロイヤルスルヤードに戻る──と。

「よし、今度はバナナだ。急げ」

　知ってるぞ。こういうのを専門用語で“〝新人イビリ”〟って言うんだ。次はきっとお茶を買って来い（しかも宇治茶限定）とか言い出すに違いない。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでバナナを持ち帰ると、ミズキは相も変わらず爽やかな美少年だった。

「ペースが落ちてるよ。次はオーロップを持ってきてくれ」

「何だって？」

「オーロップだよ。分からなきゃ誰かに聞くんだ」

「…………」

「どうした、もう降参かい？」

　誰がお前なんかに降参するもんか。

「山ほど持ってきてやるよ」

「よし、いいぞ。行け！」

　覚えてろよ、ミズキ。お前もいつか呪ってやる。僕は再び甲板を目指した。

　だけどオーロップって何だろ？　食べ物ではなさそうだが。船で使う道具か部品かな。

　肩かたで息いきをしながら甲板に降り、積み込み作業を監かん督とくする斉さい藤とうさんを捕つかまえる。

「斉藤さん、オーロップってどこにあります？」

「ん？　オーロップは最下層甲板だ」

　なるほどね。船の一番高い所から一番低い所へ行けってわけだ。ふざけやがって。オーロップだかなんだか知らないが、ミズキにバックドロップをしてやりたい気分だった。

　最下層甲板も積み込み作業の最中で、こちらは航海長の岬みさき輝あき良らさんが指揮していた。

　航海長は船長に次ぐナンバー２の権力者で、岬みさきさんはマリンブレード号ナンバー１の美男子と言われていた。確かにミズキに負けないぐらいの二枚目だ。まだ少年っぽい可愛さの残るミズキに比べると、二十代半ばの岬さんは精せい悍かんな男らしさに溢あふれていた。

「あの、岬さん……オーロップってどこにあります？」

「オーロップならここだが、どうした悠ゆう馬まくん？」

「その、ミズキにオーロップを持ってこいと言われまして」

「は？」

「オーロップを、ロイヤルスルヤードに持ってこいと、桜波に言われたんです」

　くたくたになりながら事情を説明すると、周囲にいた乗組員が大爆ばく笑しようした。

　何だよ？　俺、何か変なこと言ったか？

　ワケが分からずきょとんとしていると、岬さんが困った顔で教えてくれた。

「悠馬くん。オーロップってのは、最下層甲板のことだ」

「え？」

「この場所が、最オ下ー層ロ甲ツ板プだよ」

「…………」

　や、やられたっ！

　僕は真っ赤になって昇しよう降こう階段を駆かけ上がった。ミズキに一いつ杯ぱい食わされたのだ。

　全身の疲ひ労ろうすら忘れ、僕は懸けん命めいにマストをよじ登った。許さん。絶対に許さん。登りながら、ミズキをロープでぐるぐる巻きにしてヤードに逆さ吊つりにする妄もう想そうを思い描えがいた。

　記録的なスピードで最上段のヤードまで登ると、ミズキは遠い眼まな差ざしで水平線を眺ながめていた。天使のように美しく、どこか哀かなしげな横顔。てめえ黄昏たそがれてる場合かよ、コラ！

　声をかけると、彼はにこやかに振ふり向むいてきた。

「やあ、遅かったね。それでオーロップは？」

「ふざけんな。甲板なんて持ってこれねえだろ」

「持ってくると言ったのは君だよ。罰ばつとしてデッキ・マラソン三十周だ。行け！」

　こいつ……！

　もう付き合ってられねえ。サボってやる。徹てつ底てい的てきにサボってやる。

　でも逆らって紗音に告げ口されたくなかったので、僕はマストを降りて甲板デツキの上をランニングした。そして二十周だけしてヤードに戻ると、ミズキが天使の笑顔で待っていた。

「あと十周足りないね。戻ってやり直し」

　くそう。ちゃんと数えてやがったか。



　とにかく、こんな感じで徹底的にしごかれた──

　なんて書くとミズキが嫌いやな奴やつで、僕は彼を嫌きらっていると思われるかもしれない。

　だがプライベートでのミズキは基本的にいい奴で、僕は彼が嫌いではなかった。

　ミズキはあまり他の乗組員と交わろうとせず、マストに登ってはよく一人で海を眺めていた。そんな孤こ独どくというか閉へい鎖さ的な人間性に、共感するものがあったのかもしれない。

　訓練での彼は厳しかったが、それは純じゆん粋すいに僕を鍛きたえるためだった。実際、短期間のうちに僕は船乗りとして様々なことを学んだ。ミズキは人にものを教えるのが上手かった。

　それに対して紗音は、教師にからっきし向いていなかった。人を指導するには忍にん耐たい力が要求される。彼女にはそれが決定的に欠けつ如じよしていた。きっとカルシウム不足に違いない。

「何やってんのよ、バカ！　もう辟へき易えきしちゃう！」

　彼女はしょっちゅう辟易していた。

　だが登檣訓練に関してのみ、紗音は恐おそろしく我が慢まん強づよかった。僕がのろのろとマストをよじ登り、のろのろと甲板に降りてくるまで、ミズキと一いつ緒しよにじっと見守ってくれた。

　紗音には、そういう気まぐれなところがあった。きゃっきゃと元気にはしゃいでいたかと思うと、途と方ほうに暮れたように塞ふさぎ込むことがあったし、血走った眼光を放ったかと思うと、愛らしい天使の微び笑しようを浮うかべるのだ。僕はたびたび混乱させられたが、くるくると変化する紗音の表情は、僕を惹ひきつけて離はなさない愛くるしい魅み力りよくに溢れていた。

　二月も末になると、さらに多くの男達が船に乗り込んできた。

　必要な隊員数が揃そろうと、紗音は全乗組員に展てん帆ぱん訓練を命じた。僕達はマストに登ってはヤードを渡わたり、帆を広げては縮しゆく帆はんするという作業を繰くり返かえした。当初は紗音のムチが何度も唸うなりを上げたが、熟練の士官による指導もあって僕らの技量は徐じよ々じよに上達していった。

　　　　＊




「なんか少し男っぽくなったね」

　ある日、紗音が僕の顔を覗のぞき込んで言った。

　夕暮れ時の海岸線を、二人でモズルの散歩をした時のことだ。

「“〝士し別れて三日、刮かつ目もくして相あい待まつべし”〟だよ」

「箸はし割ってみっか。カツ丼どん食って鮎あゆ釣つるべし？」

「全然違ちがうだろ」

「まあ、随ずい分ぶんしごかれたみたい」

「全身筋肉痛で、バラバラになりそうだ」

　僕は弱音を吐はいた。僕は愚ぐ痴ちをこぼしやすい人間なんだ。

「なあ、紗音。言っておきたいことがあるんだが」

「なぁに？」

「俺、水泳は苦手なんだ」

「あたしもよ。すぐ沈しずんじゃうの」

「いいのか、それで？」

「なんで？」

「いや、だから、海に落ちた時とか」

「船が沈んだ時とか？」

　紗音が振り向いてくる。僕は肩をすくめた。

「もし大海原の真ん中で船が沈んだら、泳げても泳げなくても一緒よ。なまじ泳げると、苦しむ時間が長引くだけ。さっさと沈んじゃった方が楽よ。ぶくぶくぶく」

　紗音は海草のように、身体からだをユラユラさせた。

　それが彼女のユーモアなのか、それとも船長は船と運命を共にするという、あの古めかしい慣習なのか、僕には判断がつかなかった。単に事実を述べただけかもしれない。

「あたしね、前に海で溺おぼれたことがあるの」

　紗音は眩まぶしそうに、煌きらめく水平線に目を向けた。

「航行中にうっかりヤードから落ちてね」

「よく無事だったな」

「死ななかったのが奇き跡せきよ。偶ぐう然ぜん、通りかかった船が救助してくれたの」

　悪運の強い女だ。

「今世紀最強のラッキーガールだもん」

　紗音は自じ慢まんげに胸を張った。

「ま、人間、泳げなくても助かる時は助かるし、泳げても死ぬ時は死ぬ。大自然の力には逆らえないわ。どんな立派な船も、いつかは沈む。運命に身を任せるしかないのよ」

　彼女が登檣訓練に熱心な理由が、分かった気がした。それにしても、いくら下が海面とはいえ、落下した衝しよう撃げきは相当なものだっただろう。きっと大おお怪け我がしたに違いない。

「ねえ。泳ごっか？」

　紗音が悪戯いたずらっぽい目つきをした。

「え？」

「行こ」

　彼女は僕の手を引いて走り出した。

　そこは人工の小さな砂すな浜はまで、海水浴場と呼べる代しろ物ものではなかった。階段から砂浜に降りた紗音は、靴くつを脱ぬぐとモズルを連れてばしゃばしゃと海に入っていった。

「ほら、悠馬もおいでよ！」

「いいよ、まだ寒いし」

「なにおう！　おりゃ！　とりゃ！」

　手ですくった海水を浴びせてくる。

「おい、よせって！　濡ぬれるだろ！」

「あたしだってびしょ濡れよ。ほら」

　濡れて光る太ふと腿ももが、ちょっとエロい。

　海から上がってきた紗音が、僕の手を引っ張った。それはとても柔やわらかな力だったが、僕は彼女の腕うでを振ふり払はらうことができなかった。こんな時、どんな男も女の子の力には抗あらがえないんだ。朱しゆ金きん色に輝かがやく鮮あざやかな海に、僕は容よう赦しやなく引きずり込まれた。



　その女の子が現れたのは、出港準備が最終段階に入った頃ころだった。

　その日は訓練が早めに切り上げられ、紗音は若い水夫達と甲かん板ぱんでパーティーを催もよおした。

　中学生の女の子らしく、出し物はジュースとお菓か子しがメインだった。大人の水夫には物足りなかっただろうが、意外と賑にぎやかだった。僕も一緒に参加したかったが特に誘さそわれなかったし、自発的に人の輪に入っていくのは昔から苦手だったので参加しなかった。

　僕は波止場に降りて、斉藤さんから借りた海事事典を読んでいた。

　市街地から車両の集団が現れたのは、第二章を読み終えた頃である。

　物もの凄すごい数の電気自動車だった。全て黒くろ塗ぬりである。しかも黒服に黒眼鏡の男達がぞろぞろ降りてきたので、これは「ヤ」のつく方々に違いないと思って僕はかなりビビった。

　ところが先頭の車から降りてきたのは、貫かん禄ろくのある組長さんではなく、おっとりした顔立ちの可か憐れんな女の子。栗くり色いろの髪かみを長く伸のばし、鍔つばの広いお嬢じよう様さま帽ぼう子しを被かぶっていた。

「あのぉ。紗音、おりますでしょうか」

　と、彼女は話しかけてきた。

「ああ。呼んでこようか？」

　逃にげ出したい一心で、僕は立ち上がった。

　が、呼びに行くまでもなく紗音は現れた。

「琴こと菜な！」

「やっほー」

「やっほーじゃないでしょ！　何よ、この無敵艦かん隊たいは？」

「旅に必要な荷物を持ってきたんですよお」

「家の引ひつ越こしでもこんな荷物になんないでしょ!?」

「なりますよう、常識的に考えて」

「これだから金持ちってやつは……とにかく！　そんな荷物、船に乗らないから！　積せき載さい量オーバーよ！　荷物は両手に持てるだけ！　付き人は二人まで！」

「えー、紗音のいじわるう」

「船底が抜ぬけ落ちるわよ！」

「でもわたし、どこへ行くにも自分の生活は手放さない主義だし」

「抱だいて海の底に沈むがいいわ！　このどっこいすっとこ節ぶし！」

「ええっと……」

　僕がぽりぽり頭を掻かくと、紗音が紹しよう介かいしてくれた。

「この子は海み鶴つる来ぎ琴菜。今航海の出資者でもある海鶴来財団の総そう帥すいよ」

「ヤクザじゃなかったんだ」

「もっとタチが悪いわ」

「はじめまして。隊員番号００１イチバンの海鶴来琴菜と申します」

「俺、凪なぎ沙さ悠ゆう馬ま……総帥って？」

「おじやじゃないですよ」

「そりゃ雑ぞう炊すいだろ」

「いえいっ！」

　海鶴来さんは、ビシッと親指を立てた。

　ワケ分からん。

　救いを求めて紗音に目を向けると、彼女は肩かたをすくめた。

「海鶴来財団の母体は、極東を拠きよ点てんに二百隻せき以上の船せん舶ぱくを保有する多た国こく籍せき企き業ぎようなの。海運業を中心に造船・金きん融ゆう業も行う一大財ざい閥ばつね。で、彼女はその財団の最高責任者ってわけ」

「というのは肩かた書がきだけで、実質的な権限は会長のお爺じい様さまが握にぎってますけど」

「ふうん。じゃあ、お金持ちなんだ」

「お金の相談なら、いつでも受け付けますよ」

「気をつけなさい。この子の会社、寛かん大だいな融ゆう資しと厳格な取立てがモットーだから」

「返済不能に陥おちいった場合は、紗音の船に乗ってもらうの」

「あたしの船はマグロ漁船か」

　紗音は呻うめくと、口元に手を添そえて囁ささやいてきた。

「ちょっと変わり者だけど、気にしないで」

「君と気が合うだろ？」

「うん。なんで分かったの？」

「分かるよ」

　紗音が不思議そうな顔をした。

　どうやら彼女が、以前紗音の言っていた友達らしい。隊員登録されているが、今航海の出資者なので実際は賓ひん客かくだ。ボディガードが二人、同行することになった。時代錯さく誤ごな黒サングラスと黒スーツの二人組は、映画の『ブルース・ブラザース』を連想させた。

　その時、甲板からミズキの呼び声がした。分厚い本を手に、

「夏なつ海みさん、ちょっといいかな？」

「船の上では船長って呼ばなきゃダメでしょ！」

　公私混同がどうとかと文句をこぼしながら、紗音は大おお股またで彼の元に歩いていく。そして二人は顔を寄せ合うと、開いたページを覗き込んで何か小声で話し始めた。

　僕はソワソワしながら、その様子をチラチラと盗ぬすみ見みした。

　紗音とミズキは時々、こうして熱心に話し込むことがあった。多分、虚うつろ島じまに関する情報を交こう換かんしているのだろう。だがミズキと身体をくっつけて屈くつ託たくなく笑ったり、笑いながら彼の身体に触さわったりする紗音を見ていると、なんだか穏おだやかな気分ではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。挽ばん回かいのチャンスは十分あるよ」

　機材を担いで通りかかった岬みさきさんが、囁いてきた。

　モズルの頭を撫なでていた海鶴来さんが、顔を上げた。

「凪沙くんって、紗音のこと好きなんですか？」

「誰だれもそんな話してないよ」

「いいこと教えてあげましょうか」

　にこにこしながら、海鶴来さんは人差し指を押し立てた。

「紗音ってファザコンなの。年上の男性にしか興味ないのよ」

「…………」

　ダメじゃん。

　　　　＊




　出しゆつ帆ぱんの朝は快晴で、風は北西から吹ふいていた。申し分のない風向きだった。

　紗音の隊員名めい簿ぼに登録された人数は、百八名──

　これはマリンブレード号の定員に達していないが、船を動かす分には問題ないという。

　不足している人員は、寄港予定地の八はち丈じよう島じまで募ぼ集しゆうするという話だった。

　午前九時。いよいよ出港だった。

「掌しよう帆はん長、総員呼集！　出港配置！」

　船長帽ぼうをかぶった紗音が、凜りんとした声を発する。

「総員、出港配置につけ！」

　斉さい藤とうさんの号令で、乗組員が一いつ斉せいに動き出した。

　甲板は蜂はちの巣すを突つついた騒さわぎになった。錯さく綜そうする足音。僕とミズキも指定された持ち場に向かって走り出した。もう何度も訓練を行ったので混乱はなく、誰もが整然と動いた。

　マストには《抜ばつ錨びよう出しゆつ帆ぱん》の信号旗が翻ひるがえり、波止場には大勢の見物人が集まっていた。

「揚錨機キヤプスタン、抜ばつ錨びよう作業開始！」

　紗音は船橋甲板ブリデツキからてきぱきと指示を出す。

「掌帆長、展てん帆ぱん作業はじめ！」

「第一解帆手、登檣！　トップスル、大コ横ー帆ス、船首三角帆ジブ、船尾縦帆スパンカーを揚あげろ！」

「よし！　行こう、凪沙くん！」

　僕はミズキの後に続くと、マストの高みを目指して縄なわばしごを登り始めた。繰くり返かえし登檣訓練をやらされたので、以前ほど無様ではなくなっている。が、やはり怖こわい。

「大丈夫。訓練通りにやればいいんだ」

　振ふり返って、ミズキが励はげましてくれた。

　僕は彼と共にマストからトップスルヤードに渡わたった。すぐさま帆をヤードに縛しばっている括帆索ガスケツトというロープを解ほどいていく。そして「解帆！」の合図と共に、帆布キヤンバスを解き放った。

「帆シ脚ー索トを一いつ杯ぱいに張り込め！　右う舷げん班、もたもたするな！」

「転桁索ブレースを引きなさい！　前部マストの帆フオアスルは左さ舷げん、中央マストの帆メインスルは右舷よ！」

　甲板から命令が飛び交い、笛の音と掛かけ声ごえが交こう錯さくする。

　ヤードから見下ろすと、甲板の至る所で男達が作業に従事していた。錨いかりの引ひき揚げ作業をする者もいれば、船首三角帆ジブを張るためロープを引いている者もいる。どこもかしこも大おお忙いそがしだ。そして船橋甲板ブリデツキには、声を上げて指揮を執とる紗音の小さな姿があった。と──

「凪沙くん、ヤードが揺ゆれるぞ！」

　突とつ然ぜん、ミズキが叫さけんだ。

　紗音に見み惚とれていた僕は、ハッとした。

　ご存知とは思うが、帆はん船せんを動かすには帆の角度を風向きに合わせなければならない。そのため転桁索ブレースと呼ばれるロープを引いて、ヤードの向きを変えるのである。ヤードが動けばヤード上で作業している僕らは振られることになり、さらに風を受けた帆が膨ふくらみ始めると足場ががたがたと振しん動どうしたりするのだ。こんな高みの不安定な場所で女の子に見惚れているのは生きつ粋すいの馬ば鹿かかスケベ野や郎ろうで、僕は馬鹿な上にスケベ野郎だった。

「あっ！」

　と、バランスが崩くずれて上半身が仰のけ反ぞった。

　視界が縦旋せん回かいし、晴はれ渡った青空が見えた。

　落ちる──！

　と思った瞬しゆん間かん。

　逞たくましい力が僕をヤードに引き戻もどした。とっさにミズキが僕の手首を掴つかんでくれたのだ。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。全身から冷ひや汗あせを流し、僕は辛かろうじてヤードにしがみついた。

「ありがとう……助かったよ」

「いいんだ。気をつけなよ」

　ふうっ。死ぬかと思った。ミズキがいなかったら、悲ひ惨さんな目に遭あっていたところだ。命いのち綱づなをしているので甲板まで落ちることはないが、空中で宙ちゆう吊づりになってしまう。出港直後にそんな失態をやらかしたら、転落死しなくても紗音に撲ぼく殺さつされること請うけ合あいだった。

　助かったよ、ミズキ。君は命の恩人だ。

　ところで、いつまで手を握ってるんだ？

　彼は金きん髪ぱつを風に靡なびかせ、じっとこちらを見つめていた。な、何だよ……？

　その澄すんだ青い瞳ひとみに直視され、僕は大いに動どう揺ようした。この胸のドキドキが落下による恐きよう怖ふのためか、ミズキの熱い（？）視線を浴びているせいか一瞬分からなくなったのだ。

　これが噂うわさに名高い“〝恋こいの吊つり橋ばし効果”〟ってやつか。男同士でもあるんだな。

　って、ちょっと待て。俺にそっちのケはないぞ。

「なあ、もう手を離はなしていいぞ」

「……え？　ああ、ごめん」

　ミズキは赤くなって顔を背けた。マジかよ。

「そろそろ降りようぜ、ミズキ」

「君は先に行ってくれ。僕は少し風を浴びたい」

　彼は遠方の水平線に、静かな眼差しを注いでいた。

　そう言うのなら、別に止めはしない。僕は揺れるヤードの上をそろそろと戻り始めた。

　背後でミズキが風に向かって何か呟つぶやいたようだったが、よく聞こえなかった。

　命からがら甲かん板ぱんに戻った頃ころには、マリンブレード号はドックランドの水門を出るところだった。風を受けたフリゲート艦かんは、帆をはらんで徐じよ々じよに速度を上げていく。

　船橋甲板ブリデツキでは、紗音が伝声管の蓋ふたを開けて各部に指示を出していた。

「第一ヤード班、帆を左舷開きに変へん更こう！　操そう舵だ手しゆ、面おも舵かじ十度！」

「了りよう解かい。面舵十度！」

　操そう舵だ長の新にい浜はまさんが復唱する声。

　お洒落しやれな水夫服を着た海鶴来さんが、モズルを抱だいて舵だ輪りんの傍そばに立っていた。

　ちなみにマリンブレード号には、舵輪が二つ存在する。船橋甲板ブリデツキの真下と船せん尾び甲かん板ぱんだ。機関航法の際には中央舵輪が使用され、帆はん走そうの際には船せん尾び舵輪で操船するのである。現在は帆走中なので船尾舵輪が用いられ、船橋甲板ブリデツキの紗音とは伝声管で通信が行われていた。

　マリンブレード号が、ゆっくりと回頭運動を始めた。

　白いフリゲート艦は狭い錨びよう地ちをジグザグに進み、大阪湾に躍おどり出でる。

「パターン航行、解除！　舵中央！　針路は南西、宜よう候そろ！」

　僕は潮風を浴びながら、紗音の白い横顔を眺ながめていた。船長帽をかぶって指揮を執る彼女に、いつもの軽い雰ふん囲い気きはない。引き締しまった顔つきは、勇ましい少年のようだ。

　少しこっちを見てくれないかな、と思ったその時──

　紗音が振ふり向むき、可愛らしくウィンクしてきた。

　僕はかなりうろたえた。



　出港から八時間後、壮そう大だいな水平線が前方に現れた。

　太平洋である。世界は日にち没ぼつを迎むかえていた。

　美しい夕陽に染まった大海原は荘そう厳ごんで、果てしない大自然の力を誇こ示じしていた。

　マリンブレード号では夜間航行に備えて縮帆が行われた。帆面積は減少したが、船の速度が落ちたようには思えなかった。紗音が自じ慢まんするだけあって素晴らしい船だ。高速性と凌りよう波は性に優れた白い鋼鉄の帆船は、太平洋に出ても安定した速度を発揮していた。

　やがて舵が大きく切られ、フリゲート艦は東に転針して新しい針路に乗った。

　午後八時──初夜直に就いた僕は、ミズキと見ト張ツりプ台だいに登った。

　静かな夜だった。船首が海面を切り分ける音や、波が舷げん側そくを叩たたく音しか聞こえない。そして頭上には、壮大な銀河の輝かがやき──物もの凄すごい数の星ほし影かげが、絢けん爛らんと夜を彩いろどっていた。

　結局、その夜は何事もなく時間だけが過ぎていった。

　一度甲板で白い人ひと影かげを見たが、多分目の錯さつ覚かくだろう。

　午前〇時。当直が終わると、僕はベッドにもぐってぐっすりと眠ねむった。



    

  
    
      　第三章　冒険者と黒の潮流






　翌朝。マストの上に広がる空は、あくびが出そうなほど青かった。

　マリンブレード号は総そう帆はん展帆の帆走で、十二ノットの快速を維い持じしていた。右舷の遥はるか先には、果てしない水平線。風は北西から吹き、船が安定した速度を発揮できる風向きだった。マリンブレード号は、正横やや後方からの風が最も速度を出しやすいのである。

　現在、僕らは黒潮に乗って航行していた。

　手て摺すりから海面を覗のぞくと、船が立てる白い分け波と海面の黒さの対比が美しい。船尾に目を向ければ、フリゲート艦の白い航こう跡せきが、濃こい藍あい色いろの海に芸術的な弧こを描いていた。

　風と海流の力を利用できたため、午前直は楽チンだった。

　僕はミズキと船内の巡じゆん検けんを行った後、船尾甲板をぶらぶらしていた。

「なあ、ミズキ。虚うつろ島じまってどんな所だ？」

　退たい屈くつしのぎに、僕は金髪の少年に話しかけた。

「五年前に上陸したんだろ？　財宝がいっぱいあるってホントか？」

「うん。でもあまり調査はしなかったんだ。親父おやじ達が怖がって」

「怖がるって、なんで？」

「虚島にはパシフィスの女神、王女ティアナスが封ふう印いんされてるっていう伝説があるんだ。世界の支配を目もく論ろんだ破は壊かいの女神。だが英えい雄ゆうマルナックに敗れ、その居城と共に深海に沈しずめられた……もちろんこれはただの伝説だけど、船乗りは迷信深いから」

「パシフィス？」

「パシフィス大陸だよ。かつて太平洋に存在したとされる伝説の大陸さ」

　ミズキは南の水平線に目を向ける。

「僕の父は、キャメロット社で貨物船の船長をしていたんだ。虚島に遭そう遇ぐうしたのは北ほく緯い十八度、東経百三十八度の地点で、島は時速二ノットで西に漂ひよう流りゆうしてた。父はそこで不思議な遺物を幾いくつか発見し、それを持ち帰ったんだ。現代の科学ではとても説明できない奇き怪かいな財宝──夏なつ海みさんが所有している《針のない羅ら針しん盤ばん》は、その一つだよ」

「紗しや音のんはマリンブレード号で見つけたと言ってたぞ」

「父は上海シヤンハイで遺物を全て売うり払はらったんだ。手元に置いてると災いの元だと言ってね。本当に迷信深い人だったよ。それが巡めぐり巡って夏海さんの手に渡ったんだろうね」

「島が消えたり現れたり、移動するなんてことあるのか？」

「非科学的だと思うかい？」

「科学的じゃないだろ」

「そうだね。でも古くから、太平洋は幽ゆう霊れい島の宝庫なんだ。例えば十六世紀に発見されたロス＝ジャルディン諸島は、この五百年の間に二度しか目もく撃げきされていない。明治時代に発見された中ノ鳥島は、幾いく度どか消しよう滅めつと出現を繰り返したと文ぶん献けんにある。虚島だけが特別なんじゃない。このような不思議な島は、昔から太平洋にあったと記録にも残ってるんだよ」

　そして虚こ空くうを見上げ、小声で呟く。

「この世に非科学的なものなんて存在しない。僕らの科学が未熟なだけさ」

　だったら僕の身に起こったことを、科学的に説明してほしいもんだ。

　僕はそう思ったが、それを彼に訊きくのは酷こくだろう。違ちがう質問をする。

「君はなんで虚島に行きたいんだ？」

「それは──……からさ」

　ミズキは何か呟いたが、その声は風の中に消えて僕の耳には届かなかった。

　煌きらめく金髪が、潮風に柔やわらかく踊おどる。彼は涼すずしげに目を細めた。

「凪なぎ沙さくんは、なぜ虚島を探すんだい？」

「ちょっと複雑なんだ」

「夏海さんのため？」

「どういう意味だ？」

「彼女に気があるのかってことだよ」

　なぜそうなる？

「紗しや音のんとは出会って間もないんだぜ」

「人を好きになるのに、時間の長さは関係ないよ。一瞬で好きになることもあれば、十年経って相手の良さに気づくこともある。君は昨日もずっと彼女を見てたからさ」

　それでヤードから落ちそうになったしな。

　僕はエヘンと咳せき払ばらいした。

「君は好きな娘こがいるのか？」

「いるよ」

　ミズキは少し恥はずかしげに首しゆ肯こうした。

「うまくいってる？」

「いや、片思いのままさ」

「どうして？」

「ちょっと複雑なんだ」

　ミズキが笑った。一本取られた気がした。

　しかし透すき通とおった笑顔の中で、彼の青い瞳には淡あわい翳かげが揺ゆらめいていた。それは夜空を駆かける流星のように、浮うかんではすぐに消えたのだが、僕はその一いつ瞬しゆんを見み逃のがさなかった。

　ミズキは時折、憂うれいを帯びた眼差しをする。まるで帰る家を失った捨て犬のように。

　僕が彼に惹ひかれたのは、そんな不ふ透とう明めいな瞳のせいだったのかもしれない。誰だれに対しても全面的に心を開くことのない、孤こ立りつ的な生き方。お互たがい父親を失った者同士だった──紗音も含ふくめて。僕らの心は、大海原の真ん中で陸地を探し求める孤こ独どくな漂流者だった。

「おーい！　船が見えるぞ！」

　マストの上から、声が落ちてきた。

　甲かん板ぱんがにわかに騒さわがしくなった。紗音が見ト張ツりプ台だいに通じる伝声管の蓋ふたを開けた。

「方位は？」

「右う舷げん前方！　風下の方角です！」

　僕は双そう眼がん鏡きようで右舷の海域を探ってみた。海上に小さな点が浮かんでいた。

「帆はん装そうは、おそらく二檣横帆のブリッグ型。東に向かってるようだ」

　ミズキが紗音に報告する。

「どこの船かしら？」

「キャメロット社の虚島探たん索さく船かもしれませんよ」

　騒ぎを聞きつけて、海み鶴つる来ぎさんが甲板に上がってきた。

「上海から八はち丈じよう島じまに向かう調査船が、頻ひん繁ぱんにこの航路を利用してますし」

「黒潮が使えるからね。交易船の通り道だし、それを狙ねらう海かい賊ぞくかも」

　紗音は双眼鏡を覗いてから、岬みさきさんに振ふり向いた。

「アキラ。現在の速度と針路を維持して、接せつ触しよくまでの時間は？」

「この距きよ離りだと、まだ二時間以上あります」

　航海長の岬さんが、腕うで時計を見て答える。

　目を凝こらして水平線を見つめていた紗音が、指示を下した。

「総員に軽食を取らせて、一時間後に第一種戦せん闘とう配置よ」



　一時間後、マリンブレード号では総員戦闘配置が敷しかれた。

「機関室、いつでもエンジンを始動できるようスタンバイ」

　伝声管を使って、紗音は各部署に指令を出していく。

「右舷各砲ほう、準備は？　分かった。合図を待ちなさい」

　言い忘れていたが、この船には二十四門の大たい砲ほうも搭とう載さいされている。砲ほう列れつ甲かん板ぱんは二層で、両りよう舷げんに十門ずつ、さらに船首追つい撃げき砲ほう二門、船せん尾び迎げい撃げき砲ほう二門という割合である。下層甲板の右う舷げん砲ほう七門はまだ格納されていたが、紗音の合図ですぐに砲ほう門もんが開かれる状態だった。

　小さな点だった相手の船が、次第に大きくなってきた。

　乗組員の緊きん張ちようも、徐じよ々じよに高まっていく。

　しかし接近してみると、それはただの漂流船だった。

　マストは折れ、破れた帆は吹ふき流ながしになっている。船体は無残に破壊され、甲板に人影は見当たらない。一羽の白いカモメが、船せん尾び手て摺すりの上で羽を休めていた。

　危険はない。だが紗音は用心深く船を接近させた。

「新にい浜はま、針路修正二度！　面おも舵かじ！」

　彼女は操そう舵だ長に命じて、上層甲板を見下ろす。

「サイトー、一時停船──接せつ舷げんさせなさい！」

「了りよう解かい！　ヤード班、裏うら帆ほを打たせろ！」

　ロープが引かれるとヤードが回って、帆の向きが変えられた。中央メインマストと後部ミズンマストで帆が逆方向にはらみ、風力を中和したマリンブレード号はゆっくりと減速する。

　斉さい藤とうさんが引ひっ掛かけ鉤かぎ付きのロープを頭上で回し、漂流船の舷げん縁えんに投げつけた。

「さあ、隊員達！　斬きり込め！」

　紗音が可愛い声で号令し、ムチを使って身軽に相手の船へ乗り移った。気分は海賊の女頭領といったところか。愛らしい少女の勇姿に、隊員達も喚かん声せいを上げて後に続いた。

　やれやれ。ついて行けないよ、このノリには。

　僕は船と船の間に落ちないよう、注意しながら船ふな縁べりに飛び移った。

「ああん、凪沙くぅん」

　マリンブレード号の甲板から、海鶴来さんが甘えた声を上げた。

　僕は手を差し出して、彼女が飛び移るのを手伝ってあげた。

「ありがとう！」

「ボディガードはどうしたんだ？」

「二人とも船ふな酔よいで倒たおれちゃいました」

「……へえ」

　なんでそんな人を連れて来たんだ？　僕は少し呆あきれた。

　船には戦闘の跡あとがあちこちに残っていた。刀とう剣けんの傷きず跡あとや弾だん痕こん、甲板にこびりついた血。

　死体は一つもないが、船全体が凄せい惨さんな悪夢の痕こん跡せきをありありと留とどめている。

「海賊にでも襲おそわれたのかしら」

　甲板の惨さん状じようを見み渡わたして、海鶴来さんが呟つぶやいた。

　奇き妙みような船だった。型はブリッグだが、船体の構造や設計理念は全く異質な感じがした。

　薄うす気き味み悪わるさを感じつつ、僕は甲板を見回した。紗音はミズキと肩かたを寄せて、何か話している。ちぇっ。彼女が目を離はなした隙すきに、モズルが中央昇しよう降こう口を降りていくのが見えた。

「あ、こら」

　僕は慌あわてて後を追った。何かあったら、後で紗音に怒おこられてしまう。

「おい、モズル！」

　急きゆう勾こう配ばいの階段の下には、薄うす暗ぐらい下層甲板が広がっていた。人の気配はない。マリンブレード号の隊員達は、まだ下層甲板には降りていないらしい。モズルの姿もなかった。

「やばいな。どこ行っちまったんだ？」

「モズルちゃん、出ておいで」

　海鶴来さんが薄うす闇やみに向かって呼びかける。と──

「斬り込み隊員、集合！」

　上層甲板から、紗音の賑にぎやかな声がした。

　僕と海鶴来さんは、一度捜そう索さくを中断して昇降口から顔を出してみた。ずらりと並んだ隊員を前に、樽たるの上で両手を腰こしに当てた紗音の姿が見えた。全校集会で朝礼台に立つ校長先生みたいだ。澄すみ渡わたった青空の下、彼女は意い気き揚よう々ようと長広舌を振るっていた。

「──ということで、ただ今より『第一回　わくわく☆みんなで略りやく奪だつしまくって幸せになろうよ大会』の開かい催さいを宣言します！　それではサイトー、大会のルールをお願い！」

　樽の脇わきにいた斉藤さんが、照れ気味に咳払いする。

「えー、ルールは簡単。調達する品は大きく分けて二種類──」

「ねえ。紗音って変わり者でしょ？」

　海鶴来さんが、昇降口から頭を引っ込めて言った。

　僕は肩をすくめて同意した。

「君と気が合うだろ？」

「うん。どうして分かったんです？」

「分かるよ」

　同性相親しむってやつだな。僕はため息をついて、下層甲板に降りた。

　海鶴来さんが、おっとりとした足取りでついてくる。

「でも昔は、あんな風じゃなかったんですよ」

「いつからあんな喜劇王になったんだ？」

「紗音から聞いてるかしら、小学生の時にマストから海に落ちたって話。大おお怪け我がしたんです。一命は取り留めたけど、その時に頭を強く打ってね。それで、その」

「ちょっとおかしくなった？」



    

  
    
      　僕が訊くと、海鶴来さんは言葉を濁にごした。

「それだけじゃないの。あの子の周りで、変なことも起こり始めて」

「変なこと？」

「この前なんて、頭に缶かんジュースをくっつけてたんですよ。どういう具合でそうなったのか分からないけど、磁石みたいに頭にピトッてくっついてたんです。信じられる？」

　うん。指向性引力だ。

「それで、紗音は？」

「喜んでました。ちょうどジュースが飲みたかったんですって。それで『あたしは今世紀最強のラッキーガールだ』ってはしゃいでました。こういうことって、結構あるんです」

「へえ……」

　やはり紗音は、以前から引力を発揮して欲しいものを手元に引き寄せていたわけだ。

　身の回りでそんな怪かい奇き現象が起これば誰だって不思議に思うはずだが、そう思わないところがいかにも紗音らしい。とりあえず話を簡単にまとめると、例の落下事故による頭部への打だ撃げきが、あの妙みようちくりんな超ちよう能のう力りよくを覚かく醒せいさせたということか？

「でも紗音は、ラッキーガールなんかじゃない」

　ぽつりと、海鶴来さんは呟いた。

「おかしな能力を身につけてから、あの子の家庭は滅め茶ちや苦く茶ちやになったんです。お母さんは紗音のことを気味悪がって家を出ていったし、お父さんは元々、家庭を顧かえりみない人だし」

「お母さんは亡くなったって聞いたぞ」

「母親に捨てられたんです。死んだことにでもしなきゃ、遣やり切れなかったんですよ」

「…………」

　そうだったのか。父親に捨てられた僕には、紗音の気持ちが理解できた。

　普ふ段だんの様子からは想像できないけど、あいつも結構辛つらい思いをしてきたんだな。

　陽気で笑顔を絶やさない彼女が、ちょっと健けな気げに思えた。

「海鶴来さんは、どうしてこの航海に参加したんだ？」

「我が社は現在、極東に進出してきたキャメロット社と利権争いをしてるんです。彼らは虚うつろ島じま探索の専門機関を立ち上げたので、我が社も後れを取るわけにはいかないの。虚島を発見すれば、巨きよ万まんの富が転がり込んできますからね。と、これは総そう帥すいとしての建前」

「本音は？」

「紗音の親友だから。変かしら？」

「いや。いい奴やつだな、君は」

「いえいっ！」

　海鶴来さんが親指を立てた。前言撤てつ回かい。やっぱり変だ。

　突とつ然ぜん、薄闇の奥で物音がした。僕達は振り返かえった。

「モズルか？」

　そこは最下層甲板の船首区画で、足元には錨びよう索さくが横たわっていた。正面に帆はん布ぷ格納庫があり、その陰かげに人ひと影かげが隠かくれている。銀ぎん髪ぱつをツインテールにした、可愛らしい女の子だ。年ねん齢れいは十歳ほどか。ひもじそうな顔で、指をくわえてじっとこちらを見つめている。

「生存者だわ。こっちへいらっしゃい」

　海鶴来さんが近づこうとする。だが少女が後ずさりしたので、彼女は足を止めた。逃にげられたら追うのが面めん倒どうだ。空腹そうなので、僕はウエストバッグから菓か子しパンを出した。

　すると少女は無表情のまま近づいてきて、もしゃもしゃとパンを食べ始めた。

「あなた、名前は何て言うの？」

　海鶴来さんが質問する。が、少女は答えない。無表情にパンを食べ続ける。

「もしかして、喋しやべれないのかしら？」

「言葉が通じないのかも。ホワッツ・ユア・ネーム？」

　訊きくと、少女は両手で大事そうにパンを持って首を傾かしげた。

「パンの人？」

「俺はパンの人じゃなくて凪なぎ沙さ悠ゆう馬ま」

「わたしは海み鶴つる来ぎ琴こと菜なよ」

「パンの人。ことなん」

　変なあだ名をつけられた。

　モズルが尻しつ尾ぽを振ふって駆かけ寄よってきた。

　　　　＊




　びしばしムチを振るう紗音に急かされ、難破船から略奪品が積み込まれた。調達したのは、帆布や円材、索さく具ぐなどである。補修用の資材はたくさん手に入ったが、金品はあまりなかった。海かい賊ぞくが強ごう奪だつしていったのだろう。ただ隠し板の下から、ミズキが目ざとく金庫を発見した。鍵かぎがかかっていて開けられないが、紗音は金きん塊かいの山を想像して涎よだれを垂らした。

　積み込みが終わった頃ころ、難破船の沈ちん没ぼつが始まった。

　マリンブレード号は接舷ロープを切って離り脱だつした。

　泡あわ立だつ白い航こう跡せきの向こうで、難破船の乾かん舷げんが低くなっていく。船せん尾びが海面と同じ高さになり、甲かん板ぱんが波に飲まれていく。そして映画のワンシーンさながらに、船首を空に屹きつ立りつさせてぶくぶくと沈しずんでいった。海面に浮うかぶ僅わずかな漂ひよう流りゆう物が、うねる波間に漂ただよった。

　こうしてマリンブレード号は、再び黒い潮流に身を任せることとなった。

「人形みたいな娘こね」

　一段落着いた船せん尾び甲かん板ぱんで、紗音は銀髪少女の頬ほおをぷにぷにと引っ張った。

　樽の上にちょこんと座らされた少女は、顔をいじられても平へい坦たんな表情のままだ。紗音にもらったジュースを、ストローでちゅるちゅると飲んでいる。

「どこの国の子かしら？」

「アジア系じゃないですね。日本語は少し喋れるみたいだけど」

　海み鶴つる来ぎさんは首を傾げる。紗音が少女の顔を覗のぞき込んだ。

「あなた、名前は？」

「ジュースの人？」

「あたしは夏海紗音。この船の船長で、すんごくとっても感動的に偉えらいのよ」

「ジュースの人」

　紗音も変なあだ名をつけられた。海鶴来さんが少女の頭を撫なでた。

「きっとすごく怖こわい目に遭あったんですよ。可哀かわい想そうに」

「何があったか聞き出せないか。航海日誌でも見つかれば、よかったんだけど」

　呟いて、紗音は少女の腰に巻かれた鈴すずに視線を落とした。

「何かしら、これ？」

　手を伸のばすと、少女が「ぬーっ！」と唸うなった。

　紗音はびっくりして手を引っ込めた。

「別に盗ぬすんだりしないわよ」

「その鈴がどうかしたか？」

「どうして鳴らないのかと思って」

　どうでもいいじゃねえか。妙なことを気にする女だ。

「それより、この娘どうすんだ？」

「どうするって、一いつ緒しよに連れて行くしかないでしょ」

　まあ、そうだよな。この辺に託たく児じ所しよはなさそうだし。

「だったら、わたしが面めん倒どう見みますよ」

「助かるわ、琴こと菜な。じゃあ、まず名前を決めなきゃね」

　紗音は嬉うれしそうに顎あごに手を添そえた。嫌いやな予感がした。

「どうせなら可愛い名前がいいわね。モモンガとかポチョムキンとか」

「えー、アレキサンダーとかジュリアス・シーザーみたいなのがいいですよう」

「二人とも絶望的なセンスだな」

　半眼で呻うめくと、紗音が唇くちびるを尖とがらせた。

「だったら悠馬が決めなさいよ」

「え？　俺？」

「だってあたし達にケチつけるんだから、いい名前があるんでしょ。『第一回　にこにこ☆無名少女の名前を決めちゃおう大会』審しん査さ委員長のご意見を伺うかがいましょうじゃないの」

「いつそんな大会が……って、俺、審査委員長？」

「そんなことはいいから、さっさと決めなさいよ」

「そうそう。早く早くう」

　紗音と海鶴来さんが、頬を膨ふくらませる。二人とも木の実を口いっぱいに頬ほお張ばったリスみたいな顔になった。なぜか銀髪少女も、二人の真ま似ねをして頬を膨らませる。萌もえ。

　僕はミズキに救いを求めた。彼は目を逸そらし、口笛を吹ふきつつ去っていく。ひどい。

　紗音が目くじらを立て、顔を近づけてきた。

「返事は迅じん速そく、口調は明朗！　早く答えなきゃムチ打ちよ！」

「ええっと……じゃあ、ナンシー」

「ナンシー!?　それって中一の英語の教科書に出てくる女の子じゃない！」



    

  
    
      「紗音、そのツッコミはちょっとズレてますよ」

　海鶴来さんが呟つぶやく。僕は腕うでを組んだ。

「一人で決めるのもアレだし、みんなにも聞いてみるか」

　逃げ口こう上じようを述べる。と、紗音がぴくんと眉まゆを動かした。

「それよ！　可愛い名前だわ！」

　彼女はぱちんと指を鳴らし、銀髪少女の肩かたに手を置いた。

「あなたは今日から、みるかちゃんよ！」

「なんだか締しまりのない名前ですね」

　海鶴来さんが率直な感想を述べた。

　同感だった。だがポチョムキンやアレキサンダーよりマシだった。



　日にち没ぼつと共に縮しゆく帆はんが行われ、船のあちこちに照明が灯ともされた。

　夕食後、僕はミズキと当直に就いた。

　マストの上では星ほし屑くずが鮮あざやかに夜を彩いろどり、光の饗きよう宴えんを催もよおしていた。海面には幾いく重えもの波頭が星明りを浴びて煌きらめき踊おどり、マリンブレード号の舷げん側そくにぶつかっては白い粒りゆう子しを撒まき散ちらす。それは夢を見ているような、詩的で幻げん想そう的な情景だった。

　しばらく夜風を浴びてから、僕はミズキと手分けして各所の巡じゆん検けんを行った。夜も更ふけると、昼間は賑にぎやかな船内も静まり返る。するとマリンブレード号は、幽ゆう霊れい船せんめいた不気味さを漂わせるのだ。湿しつ気けをはらんだ空気や暗あん澹たんたる通路は、おっかないことこの上ない。

　だから目の前を白い影かげがよぎった時、僕は思わず悲鳴を上げてしまった。

　影の主は、銀髪ツインテール少女だった。

「み、みるかちゃん。こんな所で何してんだ？」

「パンの人」

「もう寝ねる時間だよ。どうしたの？」

　みるかちゃんは人差し指をくわえ、船首楼ろう甲かん板ぱんを見つめていた。

　な、何だ……？

　背筋に寒いものを覚え、僕は目を凝こらした。舳へ先さきに突つき出た第一斜檣バウスプリツトの先せん端たんに、艶つややかな金きん髪ぱつの少女が立っていたのだ。巫み女こ服に似た衣装を纏まとい、薄うすい笑みを浮かべている。

「船が見えるぞお！」

　突然、ミズキの声がして僕はギョッとした。気づくと、少女は消えていた。

　あ、あれ？　あの娘こは？

　白骨死体の話を思い出し、急に寒気がした。この船には、もしかして……？

　嘘うそだ。目の錯さつ覚かくだ。何も見なかったことにしよう。

　僕はその場を逃げ出し、みるかちゃんの手を引いてミズキと合流した。

「どこだ？」

「八時の方角だ。距きよ離り約三千。こっちに向かってくる」

　僕は夜間双そう眼がん鏡きようで確かめてみた。レンズの中に焦しよう点てんが結ばれると、闇やみの中に帆はん船せんの薄い輪りん郭かくが浮かび上がった。全装艤装フルリグドのシップ型コルベット艦かんだった。帆を広げ、かなりの速度で直進してくる。不ふ吉きつな感じがした。航行灯を全て消し、本物の幽霊船のようだ。

「どうした、何を騒さわいでる？」

　斉さい藤とうさんが大おお股またでやって来た。

　みるかちゃんが「ぬー」と双眼鏡をせがんだので、僕は渡わたしてやった。

「全装艤装フルリグドのシップ型帆はん走そう艦かんです。無灯火で本船を追つい尾びしてます」

「当直班、配置につけ！　悠馬、船長を呼んできてくれ」

「分かりました。ミズキ、みるかちゃんを頼たのむ」

　僕は船橋甲板ブリデツキの真下にある船長室に向かった。

　ドアをノックすると、すぐに紗しや音のんは出てきた。

「どうしたの？」

「無灯火の船に追尾されてる」

「分かった。すぐ上がるわ」

　彼女の動きは素早かった。一度部屋に引っ込むと、船長帽ぼうをかぶって現れる。

　甲板に上がると、斉藤さんの指示で当直の隊員が配置についていた。

「サイトー、指揮を執とるわ」

「船長が指揮を執る」

　斉藤さんが指揮権の交代を当直班に告げた。

「状じよう況きようは？」

「左さ舷げん後方に全装艤装フルリグドコルベット艦。距離二千八百、無灯火で接近中です」

「多分、海かい賊ぞく船ね。非常灯火管制。総員、戦せん闘とう配置。号笛はなし」

「回かい避ひのための針路変へん更こう、もしくはジグザグ航行は？」

「まだいい。気づいてないと思わせるの。針路、速度そのまま」

「了りよう解かい。現在の速度・コースを維い持じします」

　紗音は頷うなずくと、伝声管の蓋ふたを開いた。

「見ト張ツりプ台だい、あたしよ。周囲を警けい戒かいして。別の海賊船がいるかもしれない」

『了解。全方位を哨しよう戒かいします』

　下層甲板にいた非番組も叩たたき起おこされ、全隊員が部署に就いた。

　僕は厳しい顔つきで双眼鏡を覗く紗音に囁ささやいた。

「昼間の難破船を襲おそった奴やつらかな？」

「かもね。動きからして、交易船を狙ねらう海賊よ」

　こんな日本近海に海賊が出るなんて、涙なみだがちょちょ切れる世界観だ。

「船せん尾び迎げい撃げき砲ほうで追おい払はらえるか、試してみましょ。それでダメなら、逃にげ回ることになるわね。掌しよう砲ほう長、船尾迎撃砲を準備してちょうだい。悠ゆう馬ま、あなたも手伝うのよ」

「分かった」

　僕は掌砲長の磯いそ桐ぎりさんに連れられ、船尾の下層甲板に降りた。

　ガンルームに入り、直ちに大たい砲ほうの発射準備を行う。

　マリンブレード号の船尾迎撃砲は、前装式が二門。装そう填てんのため砲ほう口こう栓せんが外され、駐退索の限界まで砲ほうが後退させられた。装填係が砲ほう弾だん庫から砲弾を運び出してくると、弾だん薬やく係が突き棒を使って装薬袋ぶくろを砲ほう口こうから押し込み、パッキンや砲弾を詰つめ込んでいく。

　装填指示を出していた磯桐さんが、振ふり返かえってきた。

「お前さんか？　うちの姫ひめ様さまがお気に入りの士官候補生は？」

　彼は僕の顔をペシッと叩いて、にやりと笑った。

　いかにも海の男という感じの、ワイルドな青年だった。

「ようし、砲ほう門もんを開けろ！」

　砲門が開かれ、二門の迎げい撃げき砲ほうが滑かつ車しや装置で押し出された。

　発射態勢の完かん了りようを確認し、僕は伝声管の蓋を開けた。

「船尾迎撃砲、スタンバイ」

『有効射程に入ったら、そっちの判断で撃うっていいわ』

　僕は紗音の言葉を磯桐さんに伝えた。

　監かん視し窓から覗のぞくと、敵はかなり接近していた。緊きん張ちようで身体からだが強張った。

「いいか、右砲はマストを狙え。左砲は喫きつ水すい線せんだ」

　磯桐さんが砲ほう手しゆに指示する。

「撃ち方用意──撃てッ！」

　耳を劈つんざく大音おん響きようが、轟とどろいた。

　二門の大砲が爆ばく音おんを発し、僕は耳を押さえた。黒い砲ほう煙えんが花はな咲さき、夜の深しん淵えんで紅の炎ほのおが吐はき出された。凄すさまじい砲ほう声せい、凄まじい破は壊かい力、凄まじい閃せん光こう。壮そう観かんだった。どエラい迫はく力りよくだ。発射と同時に重量感のある大砲が、駐退索の限界までごろごろと後退してきた。

　が、命中率はちっとも凄まじくなかった。

　目標から笑えるほど遠い地点に、水柱が二つそそり立った。双眼鏡で確かめたところ、マストを狙った右砲は敵てき艦かんを飛とび越こえて遥はるか後方、左砲の一発はマリンブレード号の船せん尾びのすぐ手前に落ちた。二百メートルも飛んでいない。冗じよう談だんみたいな射しや撃げき能力だ。

「くそっ！　どこ狙ってんだ、頓とん馬まめ！　装填だ、装填しろ！」

　情けないという顔で、磯桐さんが砲手に罵ば声せいを浴びせる。

『機関始動、両りよう舷げん前進全速！』

　機関室に指示を出す紗音の声が、伝声管を通して聞こえてきた。

　続けて聞こえた悪態は、こちらに対してだった。

『あんた達、目をつぶって撃ったの？　それともギャグのつもり？』

「誤差を修正してしっかり狙え！　我らが姫ひめ君ぎみはお怒いかりだぞ！」

　磯桐さんが砲手を叱しつ咤たする。

　と──闇の中で火線が光り、一いつ拍ぱく置いて轟ごう音おんが響ひびいた。敵の艦かん首しゆ追つい撃げき砲ほうだ。夜空を引ひき裂さいて、砲弾が飛んできた。船尾の五十メートル手前で、水柱が立った。外れだ。しかし敵の方が遥かに正確な射撃である。次は僕のいる船尾を吹っ飛ばすかもしれない。

「狙いをつけろ──撃てッ！」

　火ひ蓋ぶたが切られ、大砲が咆ほえる。発射の反動で、砲ほう身しんが大きく後退した。

　凄まじい爆音が轟いた。敵の艦かん首しゆ区画が吹ふき飛ぶのが見えた。命中だ！　舳先の構造物が粉々になり、空高く舞まい上がっている。うわおっ、こりゃすげえ。僕は興奮した。

『やったあ！　命中したわ！　命中したわよ！』

　伝声管から、紗音の無む邪じや気きな歓かん声せいが聞こえた。

　まだ致ち命めい傷しようを与あたえたわけではない。海賊船は健在で、しぶとく大砲を撃ってきた。

　ただ被ひ弾だんによる失速で、マリンブレード号を追つい撃げきする力はなかったが。

　闇に浮うかぶ帆ほ影かげが、徐じよ々じよに小さくなり──

　やがて、闇の中に溶とけていった。

　　　　＊




　八はち丈じよう島じまに接近するにつれて、洋上を漂ただよう帆影の数が増えていった。

　周辺海域を航行しているのは、大半が巡じゆん航こう型の武装外洋船だ。商業用の長ちよう距きよ離り貨物船や自由通商船の姿もある。ミズキが言うには、八丈島は沖おき縄なわと並んで太平洋航路の前進基地となっている拠きよ点てん港こうだという。そのため多くの船が島に補給を求めてやってくるのだ。南下して小お笠がさ原わら諸島に入れば、そこから先は危険な魔まの海域だと彼は教えてくれた。

　ひどい話である。海賊が出るのに、まだここが危険海域じゃないなんて。

　おまけに昨夜から、僕らはひどい時し化けに見み舞まわれていた。

　ひどい揺ゆれだった。マリンブレード号は船首を高く持ち上げたかと思うと、今度は船尾を空に突き上げる。右う舷げんに傾かたむいたかと思えば、次は左舷の手て摺すりを海面につけるほど傾けい斜しやする。そして冷たい砕くだけ波が甲かん板ぱんを容よう赦しやなく叩くのだ。僕は船ふな酔よいで嘔おう吐とし続けた。

　だから逆巻く波の向こうに島しま影かげが見えた時、神様に感謝した。

　船に搭とう載さいした無線機が、受信を知らせた。それは八はち丈じよう島じま港こう湾わん管制局から来訪する全船せん舶ぱく宛あてに発信している航海通信で、来船に対する歓かん迎げいの言葉と進入手続きの指示だった。

　紗音は船名と自分の名前、船せん籍せき番号、入港目的などを伝えた。

　やがて港の管制官から、雑音交じりの返答が届いた。

『ＭＳマリンブレードⅡ号、入港許可が下りました。規定の入港速度で進入ルート二一八に乗ってください。停てい泊はく場所は、港内錨びよう地ち西の十二です』

「了解、管制官。感謝します」

　交信を終えて、紗音は無線機を格納した。

「アキラ、ルート二一八に乗る最適コースを計算して」

「六ノットを維持し、最初の旋せん回かい点まで十六分。そこで取とり舵かじ二十度です」

「新にい浜はま。任せたわよ」

「お任せを、船長」

　熟練の操そう舵だ長は、巧たくみに舵を切って船のバランスを取っていた。

　ミズキが接近してくる船せん舶ぱくを発見したのは、マリンブレード号が規定レーンを通過し、入港のためのパターン航行を開始して間もなくのことだった。

　船内に緊張が走はしった。別の船がこちらの航路に割り込もうとしているのだ。

　五本のマストを持つ、超ちよう弩ど級きゆうの大型戦列艦だった。艦の大きさからして、大砲を百門は搭載しているだろう。相対距離は縮まり、二千メートルを超こえてさらに接近してきた。

　この時化た天候で帆船同士がこれほど接近するのは、好ましい状況ではない。

「こっちの優先航路なのに！」

　紗音が柳りゆう眉びを逆立てた。

　すぐさま信号手が照明で抗こう議ぎのモールスを送るも、相手が転針する気配はない。

　みるかちゃんの手を引いて甲板に現れた海み鶴つる来ぎさんが、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「キャメロット社の、ランドブレイカー級戦列艦……」

「ランスロット号──極東に配備された新しん鋭えい艦かんだ」

　双そう眼がん鏡きようを手にしたミズキが、目を細めて呟つぶやいた。

　斉さい藤とうさんが険しい表情で、紗音に進言した。

「距きよ離り千八百メートル接近中。船長、これ以上接近されると危険です」

　それは素人しろうと目めにも明らかだった。右舷から迫せまり来る戦列艦かんは、圧あつ倒とう的てきな威い容ようだ。排はい水すい量も一万トンはあるだろう。二千トンのマリンブレード号が勝てる相手ではない。激げき突とつされたら瞬しゆん時じに爆ばく沈ちんするだろう。可か憐れんな白鳥が、獰どう猛もうな竜りゆうに戦いを挑いどむようなものだ。が──

「総員、戦闘配置。パターン航行中止、ジグザグ航行の用意！」

　紗音は針路を譲ゆずる気がないようだった。

「戦うつもりか？」

「戦っても勝ち目はないわよ」

　彼女は手摺をぎゅっと掴つかんで、ランスロット号を睨にらみつけた。

　戦列艦はさらに接近してくる。少なくとも威い嚇かく射しや撃げきが必要な距離まで迫っていた。マリンブレード号の右う舷げん砲ほうが押し出され、互たがいの火器が睨み合う緊きん迫ぱくした事態になった。

　攻こう撃げきを受けたら、ひとたまりもない。僕は自分の足が震ふるえていることに気づいた。

　ところが、しばらくすると戦列艦は回避コースを取って離はなれていった。

　な、何だったんだ、一体……？

「針路の奪うばい合いだよ。外洋の港じゃ、たまにあることさ」

　岬みさきさんが、落ち着いた声で教えてくれた。

「ホント不ふ愉ゆ快かいな連中ね」

　紗音は、ぷうっと頬ほおを膨ふくらませた。

　マリンブレード号は針路を維い持じし、間もなく八はち丈じよう島じまに到とう達たつした。



「投とう錨びよう！」

　錨びよう索さく孔こうから錨びよう索さくが派手な音を立てて繰くり出だされ、船首錨びようがドボンと海中に落とされる。

　マリンブレード号は外洋に向かって吹く風に舳へ先さきを立て、港内錨地で静かに停止した。

　やれやれ。東京まで来るのに命いのち懸がけか。ひどい世界である。

　全ての帆ほが畳たたまれた頃ころ、桟さん橋ばしから港務官を乗せたボートがやって来た。

　入港手続きのため来船したのだが、その傲ごう慢まんな態度に紗音のこめかみが引きつった。しかも法外な料金を請せい求きゆうされたとなると、彼女の忍にん耐たいが臨界点を超えないはずはない。停泊料と補給料金、トン数に応じた施し設せつ使用料、出入港手数料、水先案内手数料……相場が幾いくらなのかは知らないが、目玉が飛び出てシベリアまで飛んでいきそうな額だった。

「暴利よ！　女の子の船長だからって、甘く見てるでしょ！」

「そんなことありませんよ、お嬢じようさん」

　港務官は横おう柄へいな態度で応えた。

「ここは太平洋の外がい縁えん、地じ獄ごくの一丁目だよ。料金が高くなるのは当然だ」

「でも沖縄は良心的な値段だわ！」

「では沖縄で補給なさるのですな」

「ぐっ……！」

　紗音は呪じゆ殺さつしそうな眼光で港務官を睨んだ。

　そこへ、海鶴来さんが仲裁に入った。

「ねえ、港務官さん。わたし、これで最大限の便べん宜ぎを図っていただけると信じています」

　彼女は一枚の小切手を港務官に差し出した。

　それを目にした途と端たん、港務官の態度が一変した。にこやかに手揉もみなどを始め、

「や、これは海み鶴つる来ぎ家のお嬢じよう様さまでしたか。ではこの書類にサインしてください。これは常連客に対する特別割引サービスですが、今回は私の裁量で書類を細工しておきましょう」

　要するに海鶴来さんは、港務官を買収したのだ。

　どんな綺き麗れい事を並べても、世の中は金がモノを言うらしい。

　ただ割引が適用されても、紗音は不ふ機き嫌げんなままだった。彼女は金の亡者がどうとか木こっ端ぱ役人がどうとか言いながら、書類にサインをして港務官を船から追おい払はらった。

　結局八丈島に停泊した二日間、紗音はずっと不機嫌だった。停泊料の件で港務官と揉めたのを、隣となりに錨びよう泊はくしたランスロット号の乗員が話のネタにしていると知って、さらに機き嫌げんを損ねた。「いつか沈しずめてやる」と、紗音は恐おそろしいことを呟いた。新たに徴ちよう募ぼした隊員の技量は彼女を満足させたが、あの港務官が手配したと知るや再び機嫌を損ねた。

　出港も悲ひ惨さんだった。気まぐれな風に翻ほん弄ろうされたマリンブレード号は湾わん内ないを迷走し、錨泊している全船舶から非難の集中砲ほう火かを浴びたのである。

「帰りに艦かん砲ぽう射しや撃げきで焦しよう土どにしちゃる！」

　紗音の瞳ひとみが狂きよう気きを帯び、しばらく誰だれも彼女に近づこうとしなかった。

　航海は始まったばかりだった。



    

  
    
      　第四章　探索者と霧の海






　八丈島を出港して間もなく、風向きは逆転して南から吹き始めた。

　マリンブレード号は右舷の手摺を海面に触ふれるほど傾けながら、船首を風上に立てて間切っていった。間切るとは、風上に向かってジグザグに進むことだ。泡あわ立だつ航こう跡せきをくっきりと描えがき、船は青ヶ島を通過した。マリンブレード号は逆風帆はん走そう性能にも優れていた。

　やがて西の水平線が荘そう厳ごんな深紅色に染まる頃、船上では薄はく暮ぼ警けい戒かい配置が発令された。

　船の針路から考えて、紗しや音のんは小笠原諸島沿いにグアム方面を目指しているようだ。

　しかし具体的な目的地がどこなのか、僕はまだ知らされていなかった。

「とりあえずは、《霧の海》の外縁を進む予定よ」

　デイキャビンで夕食を取りながら、紗音は教えてくれた。

「これは暫ざん定ていだけど、現在の目的地はチューク諸島西部。前回ミズキくんが目もく撃げきした海域よ。《針のない羅ら針しん盤ばん》の使い方が分かるまでは、大おお雑ざつ把ぱに見当つけるしかないからね」

「つまり適当に船を航は行しらせてるわけか？」

「女の直感に従って、と言ってちょうだい」

　つまり適当に船を航行らせてるわけだな。

　僕はひっそりと呟いたが、紗音に聞こえたらしい。睨まれた。

「で、君の直感は当たるのか？」

「それが確率は宝くじ以下なんです」

　海み鶴つる来ぎさんがにこやかに言った。

「百円えん硬こう貨かを投げて裏表を当てるゲームをした時、十回連続で外したんですよ。そんなことわざとでもできないでしょ、常識的に考えて」

「それはそれで、すごい確率だね」

　ミズキが笑うと、紗音は顔を赤らめて黙もく々もくと食事を続けた。よほど自分の直感に自信がないのか、反論すらしない。そんな彼女の勘かんに頼たよるようでは、先行き不安な航海だ。

　テーブルにはもう一人、みるかちゃんがいた。彼女は海鶴来さんの隣に座り、素手で料理を口に運んでいる。おかげで両手と口の周りは、ひどく汚よごれていた。

「あらあら。ダメですよ、ちゃんとナイフとフォークを使わなきゃ」

　海鶴来さんが口元を拭ぬぐってやると、銀ぎん髪ぱつ少女は「ぬー」と唸うなった。

　僕は皿の上の人参を、さりげなくモズルに与あたえた。

「ところで、《霧の海》って何なんだ？」

「太平洋の中心に広がる魔まの海よ」

　紗音の瞳に、珍めずらしく緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

「世界中の船乗りが恐れる、世界最大の難所。《霧の海》深くに踏ふみ込んで、戻もどってきた船は一隻せきもないの。アメリカの第三艦かん隊たいでさえ全ぜん滅めつしたもん。すごく怖こわい所なんだから」

「世界大戦以降、超ちよう常じよう現象が多発する場所なんだ」

　ミズキが続けて言った。

　しかし《霧の海》がどのように発生し、その最深部に何があるのか、それを知っている船乗りはいないという。第三艦かん隊たい消しよう滅めつ後は、一隻の調査船も派は遣けんされていないらしい。何千人もの冒ぼう険けん家を呑のみ込んで、魔の海は未いまだ沈ちん黙もくの秘密を守り続けている……

「おっかない話だな」

「いつかあたしが、謎なぞを解いてみせるわ」

　鼻息荒あらく、紗音が肉を頬ほお張ばった。

　室内の伝声管から、くぐもった声がした。当直の岬みさきさんだった。

『船長、六時方向に船せん影えいが見えます』

「分かった。すぐ上がるわ」

　僕達は食事を中断すると、キャビンを後にした。

　上層甲かん板ぱんに出ると、岬さんが水夫に配置を指示していた。

「本船は何者かの追つい尾びを受けてます」

　双眼鏡を覗のぞいてみると、水平線に十隻以上の帆ほ影かげが見えた。

「あのランドブレイカーっていう戦列艦だ」

「それにフリゲート艦に駆く逐ちく艦かん、砲艦ガンシツプ……」

　斉さい藤とうさんの表情が険しくなった。

「キャメロット社の打だ撃げき艦かん隊たいだ。八はち丈じよう島じまから追尾してきたようです」

「なんで？　沈ちん没ぼつの呪のろいをかけたのがバレたの？」

　紗音が首を傾かしげた。何だ、そりゃ。

「連中も虚うつろ島じまを探してるんだよ」

　と、ミズキ。海み鶴つる来ぎさんが人差し指を押し立てた。

「キャメロット社の極東マネージャーが虚島探たん索さくに熱心なのは、紗音も知ってるでしょ？　彼らは太平洋中に艦隊を展開させて、大規模な調査活動を行ってますから」

「虚島を探してる人は大勢いるわ。なんでこの船を追ってくるのよ？」

「狙ねらいは《針のない羅針盤》かも」

　海鶴来さんが、咎とがめるような目つきをする。

「大体、紗音ったら、わたしの援えん助じよ資金を派手に使いすぎなんです。あんな風にお金を湯水のごとく使ったら、キャメロット社の連中が目をつけないはずないもの。もっと経費を節減して、多額の資金を運用する場合はダミー会社を経由させるなり方法を考えないと」

「そんな邪じや悪あくな方法、思いつくわけないでしょ。この悪徳金きん融ゆう業者」

「それはお爺じい様さまに対する侮ぶ辱じよくです！　発言の撤てつ回かいを要求します！」

　海鶴来さんは紗音に掴みかかると、彼女の脇わき腹ばらをくすぐった。

　こちょこちょ攻撃に対する耐たい性せいがないのか、紗音はきゃっきゃと逃にげ回る。

　甲板に可愛い悲鳴が響ひびいた。岬さんが口を挟はさんだ。

「船長、指示を待ってるのですが」

「分かってる。海図をちょうだい！」

　紗音はぜいぜい息を切らし、乱暴に海図を広げた。

「アキラ、現在の針路は？」

「方位一─二─〇を航行中です」

　彼女は「むっふう」と唸り、夜空を仰あおいで風向きを確かめた。

「全航行灯をカット！　機関始動、両りよう舷げん前進半速！」

「航行灯を消せ！　機関始動、両舷前進半速！」

「面おも舵かじいっぱーい！　方位二─一─〇に転針！」

「操そう舵だ手しゆ、面おも舵かじ一いつ杯ぱい！　方位二─一─〇！」

　岬さんが復唱する。甲板が慌あわただしくなった。

　紗音は樽たるの上に腰こしを降ろすと、足をぶらぶらさせて当直班の作業を見守った。

　彼女の作戦はこうだ。航行灯を消して闇やみの中に姿をくらました後、機関航法を使って加速、針路を変へん更こうしてキャメロット艦隊の追つい跡せきを巻く──というものである。

　マリンブレード号のエンジンが始動し、船の速度が上がり始めた。

「行け行け～進め～夜の海♪　セイル・ホー♪　セイル・ホー♪」

　紗音がワケの分からない歌を歌い出した。

　アブない女だ。

　そう思ったのは僕だけでないらしく、みんな少しずつ彼女から離はなれた。

　マリンブレード号は全航行灯を消して闇に溶とけ込むと、針路を変更──

　一時間後には下した手て回まわしが行われ、複雑な偽ぎ装そう航路を進み始めた。



　七つの海には、恐きよう怖ふと興味を持って囁ささやかれる数多くの海洋伝説が存在する。

　今も世界のどこかを彷徨さまよう幽ゆう霊れい船せんナイトバジール号、大西洋に時折出現するデスコールの雲、一夜のうちに数十万の市民が消しよう滅めつした驚きよう異いの都ポートモレスビー。月光を浴びて幽ゆう寂じやくと輝かがやくナンマドールの無名遺い跡せき。禁断の島ブーケンビルに眠ねむる一千のスフィンクス……

　そして《霧きりの海》は、呪のろわれた海域として世界中の船乗りから恐れられていた。

　それは硫黄いおう島じまからソロモン諸島、ハワイ諸島を含ふくむ広大な領域を指し、おぞましい超常現象が多発する神々の中庭だ。複雑な海流と風、濃のう霧むが航行障害を引き起こすため突とつ破ぱは不可能。だが新航路を切り開けば、莫ばく大だいな富と名めい誉よが約束されていた。

　しかし《霧の海》を目指した船は、どれも無事に帰き還かんできなかった。周辺海域には、無残な廃はい船せんが数多く漂ひよう流りゆうしているらしい。船が港に帰還しても、船内に乗組員の姿がないこともあった。乗組員の姿はあっても、血と肉にく塊かいに変わり果てていた──時にはもっと酷ひどい場合も。稀まれに五体無事で生せい還かんする者もいたが、精神を破は壊かいされ完全に気が狂くるっていた。

《霧の海》──人間の想像力を超こえた人じん跡せき未み踏とうの地。

　僕達はそんな神秘の海域に踏み込んでいった。

　それは硫黄島を通過した時のことだ。僕らは一隻のスクーナー型帆はん船せんと遭そう遇ぐうした。船は微び速そく航行していて、敵意は感じられなかった。双そう眼がん鏡きようを覗くと、船首楼ろう甲かん板ぱんで長身の男が白い歯を見せて笑っていた。日の丸の旗を掲かかげていたので、僕達は手を振ふって応えた。

　血も凍こおる悪あく臭しゆうに襲おそわれたのは、その直後である。

　マリンブレード号に沈黙の悪あく魔まが舞まい降おりた。

　接近してみると、船首楼甲板にいた男は死んでいた──それも遥はるか以前に。手て摺すりにもたれかかった身体からだは朽くち果はて、顔の肉は削そげ落ちていた。笑っているように見えたのは、白い歯が剥むき出だしになっていたためだ。僕達は腐くさった死体に手を振っていたのである。

　スクーナー型帆船は無残に破壊され、乗組員は船体以上に悲惨な有様だった。かつては人間だったものが甲板の至る所に散乱し、目を覆おおいたくなる光景が広がっていた。

　さすがの紗音も、今回は略りやく奪だつ大会を開かい催さいする気にはなれなかったらしい。

「総そう帆はんこのまま保て。取とり舵かじ一いつ杯ぱい！」

　彼女は青ざめた顔で旋せん回かい離り脱だつを命じた。

　結局スクーナーが何に襲われたのかは分からずじまいで、船内では様々な噂うわさが飛び交った。海かい賊ぞくの仕業だと主張する者もいれば、肉食系の魔ま物ものだと断言する者もいた。《霧の海》では、深海から魔物が船内に侵しん入にゆうしてくるという恐おそろしい伝説があるのだ。

　悪魔の大洋は、現在も活発に恐怖を撒まき散ちらしているらしい。

　僕らは目にしたものを忘れようと、黙々と働き続けた。

　僕は当直に就き、交代し、食事を取り、眠り、再び当直に就いた……

　　　　＊




　その事件が起きたのは、日本の領海を出て公海を巡じゆん航こうしていた時のことである。

　夜。頭部の痛みに目を覚ますと、みるかちゃんが僕の髪かみの毛けを引っ張っていた。

　何すんだよう、もう。

「パンの人。半はん透とう明めいのおにゃのこ、いるよ」

「は？」

「透すき通とおったおにゃのこ。いたの」

　僕は目をぱちくりさせた。うき？

　寝ね惚ぼけ頭あたまに浮うかんだ最初の疑問は、なぜみるかちゃんが僕の船室にいるのかということだった。部屋のドアが開いている。寝ねる前、鍵かぎをかけたはずだが……透き通った女の子？

「パンの人。半透明のおにゃのこ。こっち」

　みるかちゃんが服の袖そでを引っ張ってくる。

　仕方がないので、僕は起き上がって船室を出た。

　上層甲板に出ると、冷たい夜風が頬ほおを撫なでた。

　現在のところ妖よう異い漂ただよう暗黒の大海は平へい穏おんで、これといった異変はない。

　左さ舷げんの遥か先には、不気味に歪ゆがんだ赤あか紫むらさき色いろの霧があった。見るからに毒々しいガスの集合体。あの華か麗れいな色しき彩さいの奥に、世界中の船乗りが恐れる暗黒の世界が広がっているのか。

「ぬ。ジュースの人」

　みるかちゃんが、船橋甲板ブリデツキを指差した。

　煌きらびやかな星空の下で、紗音がぼんやりと宙を見上げていた。気配に気づいて、彼女が振り返かえってきた。力のない瞳ひとみ。弱々しい微び笑しよう……まるで抜ぬけ殻がらのように儚はかない紗音。

「どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん。気にしないで」

　元気のない声だった。

「疲つかれてるみたいだぞ」

「時々ね、すごく憂ゆう鬱うつになっちゃうの」

　虚うつろな声で、紗音は言った。

「心が重たくなって、ぐちゃぐちゃになって、ぼんやりした不安に押おし潰つぶされそうになって、生きてることがたまらなく怖こわくなっちゃうの。あなた、そんなことない？」

「あるよ。一週間のうち十日ぐらいはそんな気分」

「ふざけないで。今はそんな気分じゃないんだから」

　みたいだな。僕は頷うなずいた。

　実は出会って以来、僕はこういう紗音を何度か見ていた。海鶴来さんが密かに「鬱うつモード紗音」と呼んでいる症しよう状じようである。こういう時の紗音は、傷つきやすい繊せん細さいな女の子。

「このまま海に飛び込んだら死ねるんだろうなって、考えてたの」

「ホントに大丈夫か？」

「うん、平気。こういう時って、ちょっとマゾな気分になってるだけだから。でも明日あしたになったら反動が来て、物もの凄すごく陽気なサディストになってたりするの」

「ジキルとハイドか」

「ちょっとした二重人格ね。こんな夜は弱いあたしが表に出てきて、真まっ暗くら闇やみの中で膝ひざを抱かかえて震ふるえてるの。怖くて、不安で、寂さびしくて、なんだかとても……」

　そこで、彼女は口をつぐんだ。まるで語りかけるセリフを忘れた舞ぶ台たい女優のように。外界との接せつ触しよくを断ち切って、自分の殻からの中に閉じこもってしまったのだ。

　そのまま放っておくことができず、僕はしばらく彼女と黒い大海原を眺ながめた。

　静かな、夢のような一ひと時ときだった。

　世界や自分や人生の何もかもが、奇き妙みように思えた。夏なつ海み紗音という女の子が、僕がこれまで信じて疑わなかった全ての常識を覆くつがえしていったのだ。そして絶対的な世界観を粉々にされた後に残ったのは──尽つきることのない疑問。これは夢なのか、現実なのか。僕は何者で、彼女は何者なのか。答えのない哲てつ学がく的な問いが頭を巡めぐった。なのに肝かん心じんの疑問に関しては、なぜかその時は全く思いつかなかった──紗音のことが好きなのか、とは。

　気づくと、紗音が静かに僕を見上げていた。

　僕も彼女を見つめ返した。胸が、高鳴った。

　それはどちらが望んだわけでもなく、ごく自然な成り行きだったのだと思う。

　宝石をちりばめた星空の下で、僕は紗音と唇くちびるを重ねようとした──

　途と端たん、伝声管のベルが鳴った。

「──!?」

　反射的に、僕らは顔を離した。

　なんちゅうベタなオチ！　三流ラブコメじゃあるまいし。

　伝声管の蓋ふたを開けると、海み鶴つる来ぎさんの声が聞こえた。

『しゃ、紗音!?』

「凪なぎ沙さだけど。どうした？」

『わたしの部屋を救きゆう援えん隊に回してくださいわたしは部屋を持って銃じゆうに籠こもってますから！』

「何を言ってるのかまるで分からん」

『怪かい物ぶつが船内をうろついてるんですよお！』

　海鶴来さんが、泣き出しそうな声を上げた。



　全士官が武装して海鶴来さんの部屋に集合した。海鶴来さんの話は荒こう唐とう無む稽けいだったが、一笑に付すわけにもいかなかった。彼女はうろたえた口調で、こう言ったのだ。

「恐ろしい怪物が通路を歩き回ってたんです！　熊くまと猿さるを合体させたみたいな身体で、牙きばがクワッて突つき出てました！　それに目です。赤い目が闇の中で光ってたんですよお！」

　普ふ通つうだったら救急車を呼んでいるとこだが、今は普通じゃないのが非常に悲しい。

　僕は態度に困って、全員の顔を見回した。

　紗音は親友の話を無条件に信じたようだ。単たん細さい胞ぼうな奴やつだからな。だが斉さい藤とうさんや岬みさきさん達は、半信半疑といったところか。最初に意見を述べたのは、ミズキだった。

「《霧の海》の怪物伝説は確かに有名だけど、船内は暗いし何かと見み間ま違ちがったのでは？」

「わたし怖がり屋さんですけど、見間違いじゃありませんよう！」

「あんた達は何か見なかったの？」

　紗音が海鶴来さんの後ろに控ひかえるボディガードに尋たずねた。

　黒服の二人組は互たがいに顔を見合わせ、沈ちん黙もくを続けた。

「あんた達、出港してから何の役にも立ってないじゃない」

　黒服の二人組は互いに顔を見合わせ、やはり沈黙を続けた。

　しっかりしろよ、ブルース・ブラザース。

　海鶴来さんが、両りよう腕うでをぶんぶん振り回した。

「ホントに見たんです！　早く船内を点検してください！」

「こんな夜中に寝ている全員を叩たたき起おこして、ですか？」

　岬さんが難しげな顔で腕うでを組む。

「全員で船内を調べている間、船外の警けい戒かいが低下するのは危険です」

「今は船内を警戒してほしいんです！」

「あの、みるかちゃんも何か見たようなんです」

　僕は口を挟はさんだ。みるかちゃんが言った。

「半透明のおにゃのこ！」

「女の子の幽ゆう霊れいみたいです。実は僕も見ました、前に」

「じゃあ、この船には怪物と幽霊がいるってこと？」

　海鶴来さんが今にも卒そつ倒とうしそうな顔をする。

　しかし紗しや音のんは、なぜか嬉うれしそうだった。トラブルに遭遇して元気が出たらしい。

「よおし！　非直の連中を起こして、各区画を捜そう索さくさせるのよ！　船長のあたしに無断で乗り込んできたってことは、業界用語で言う密航ってやつでしょ。つまり暴利な乗船賃をむしり取っても許されるはずよね。さあ、全隊員を叩き起こしなさい！　非常灯火管制発令！　『第一回　ぶるぶる☆怪物＆幽ゆう霊れい狩がりをして平和を取とり戻もどそう大会』の開催よ！」

　怪物や幽霊から乗船賃を取る気かよ。

　いいけどさ、別に。

　数分後、就しゆう寝しん中の非直組が叩き起こされて捜索が開始された。マリンブレード号の船内は、全ての電灯に光が灯された。そして船首から船せん尾び、下層甲かん板ぱん、最下層甲板、船倉に至るまで徹てつ底てい的てきに調べられた。だが怪物や幽霊の影かげなど、どこにも見当たらなかった。

　一時間後、何の成果もないまま一同は中央会議室に集合した。

「むっふう。一班から十班まで、何の痕こん跡せきも発見できなかったわけね」

　紗音は足元の仔こ犬いぬに目を落とした。

「モズル、あんた何か発見した？」

　するとモズルは、お座りをしてエサをねだった。

「犬の癖くせに役立たずね、あんたも」

「わたしは確かに見たんですよう」

　海鶴来さんはなおも食い下がる。

　その時、僕はあることに気づいた。

「ところで、船長室は誰だれが調べたんだ？」

「あたしの部屋？」

「うん。いま君の部屋を動き回ってるのは誰かと思って」

　僕は天てん井じようを見上げた。全員が天井を見上げた。頭上で物音がした。

「いい度胸じゃない、神聖な乙女おとめの部屋に侵入するなんて！」

　紗音が勢いよく会議室を飛び出した。

「おい、待てよ！」

　僕は彼女を追いかけた。通路に出て、幅はばの狭せまい階段を駆かけ上がる。

　ミニスカートを揺ゆらし、紗音は無造作に船長室の扉とびらを押し開けた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女がギョッと立ち止まった。そして僕は見た。暗い船長室を荒あらし回る怪物の姿を。窓から射し込む灰色の月光が照らす、醜しゆう悪あくな輪りん郭かくを。ずんぐりした胴どう体たいに長い腕、足は短い──海鶴来さんが描びよう写しやした通り、熊と猿を混ぜ合わせたような体格だ。そして小さく丸い頭部。獰どう猛もうな牙。赫あか々あかと燃える真っ赤な双そう眸ぼう。どっひゃああっ、化物だ！

　怪物が、何かを小こ脇わきに抱えて突とつ進しんしてきた。

　危ない！

　僕は紗音に抱だきつくと、彼女を床ゆかに押し倒たおした。後から駆け込んできた斉藤さんと岬さんが、拳けん銃じゆうの引き金を引く。銃じゆう声せいが轟とどろいた。弾だん丸がんは狙ねらい違たがわず怪物の身体からだに命中し──

　跳ちよう弾だんの火花が散った。

「ロボットだわ！」

　紗音が叫さけんだ。鋼鉄の怪物は、《針のない羅ら針しん盤ばん》を抱えていた。

「逃にがさないわよ！」

　紗音が、腰こしのムチを素早く解き放った。ムチは宙を打ち、怪物の足に絡からみつく。

　だが怪物は体重の軽い紗音を引きずり、壁かべを突き破やぶって外に飛び出していった。

「むはあああああっ！」

「紗音！」

　僕は立ち上がると、すぐにロボットの後を追った。

　甲板は悲鳴と罵ば声せいで大おお騒さわぎになった。

　銃じゆう弾だんが飛び交う中、怪物は紗音を引きずって徘はい徊かいする。が、四方は海で逃げ場ばはない。

　進しん退たい窮きわまった機械の獣けものは、反転して紗音に襲おそいかかった。紗音は甲板を転がって鉤かぎ爪づめをかわした。曲芸さながらの立ち回りを見せるが、すぐに舷げん側そくへ追おい詰つめられてしまう。

　月光を反射させた凶きよう器きが、冷たく輝かがやいた。ヤバい！

「このおっ！」

　僕は渾こん身しんの力で、金属の体たい躯くに体当たりした。

　鋭えい利りな鉤爪は紗音の肩かたを掠かすめ、舷側の手て摺すりを破は壊かいしただけに終わった。体当たりの衝しよう撃げきで、《針のない羅針盤》が甲板に落ちる。赤い瞳ひとみが振ふり向むいてきた。標的を僕に替かえて。

「悠ゆう馬ま、逃げて！」

　叫ぶ紗音。迫せまる怪物。僕は立ち上がろうとしたが、足が震えて動けなかった。

　蛇へびに睨にらまれたカエルってやつだ。

　あわわっ……早く逃げろ俺！　ていうか俺の身体！　特に足！

　怪物が、鉤爪を振り上げる──

　と、その時である。

「お邪じや魔まするわよん」

　金きん髪ぱつの女の子が、僕の前に舞まい降おりた。

　なな、何だ？

　時代錯さく誤ごな衣装を纏まとった、艶つややかな姿。以前目もく撃げきした謎なぞの少女だ。一いつ瞬しゆん、天女かと思った。身体が透すき通とおっていて、その向こうに怪物の姿が映っていてウヒャ──ッ！

　次に起こった出来事を、どう説明しよう？

　とりあえず起こった通りに記述してみる。

　金髪少女がさっと右みぎ腕うでを振り上げた途端、怪物の身体が宙に浮うき上がった。数百キロはあるだろう金属のロボットが、である。超ちよう能のう力りよくか何からしい。そして彼女は右腕を横に滑すべらせ、怪物を海に投げ落としたのだった。金属の塊かたまりが、暗黒の海に吸い込まれていく。

　それで終わりだった。みんな呆ぼう然ぜんとし、誰も声を出せない。

　目を丸くした紗音が、ようやく全員の疑問を代弁した。

「誰よ、あなた？」

　金髪の少女は、簡潔に答えた。

「幽霊」

　　　　＊




「すごい、本物よ！　本物の幽霊だわ！」

　透き通る身体に手を伸のばし、紗音は感動に瞳を輝かせた。

「ほら、すり抜ぬけるもん！　悠馬、あなたもやってみなさいよ！」

　ヤだ。おっかない。

「へーき、へーき！　噛かんだりしないって！」

　紗音は無理やり僕の手を掴つかむと、金髪少女の身体に押しつけた。

　僕の掌てのひらは、豊満な胸にぶつかった。

「うわっ！」

「船の中では実体化できるのよん」

　金髪少女は小こ悪あく魔ま的な微び笑しようを浮かべる。紗音の目が点になった。

「あなた、ゾンビなの？」

「誰がゾンビよ、失礼ね」

「実体のある幽霊って、ゾンビじゃない。包帯巻いてたらミイラ男だけど」

「幽霊は幽霊で、ゾンビはゾンビでしょうが。驚きよう異い的な頭の悪さね」

「ゾンビに頭悪いとか言われたくないもん！」

「幽霊よ、私は。こんなセクシーなゾンビ、いるわけないでしょ」

　……なんて浮うき世よ離ばなれした会話なんだ。

　彼女達のやり取りは、他ひ人と事ごとだと面白いが傍そばにいると疲つかれるだけだった。

　得体の知れない倦けん怠たい感に見み舞まわれながら、僕は口を挟んだ。

「君、名前は？」

「ナイショ。私のことは『初しよ代だい』って呼んで。敬意を込めてね」

「なんで初代なんだ？」

「マリンブレード号の初代船長だから」

　僕と紗音は顔を見合わせた。

「もしかして白骨死体の人？」

「いいえ。私が死んだのは、二百年前だもの」

「二百年!?　長生きねえ──っていうか、長死にねえ」

　紗音が、いまいち要領の得ないことを言った。

「なんで死んだの？」

「殺されたのよ。詳くわしく知りたい？」

「……別にいい」

　僕達は首を振った。誰も聞きたくないわい、そんな話。

「じゃあこの船って、二百年前のものなの？」

「そうだけど、建造されてまだ数年よ」



    

  
    
      「なんでそんなおかしなことになるのよ？」

「あなたが不思議な引力で、私と私の船をこの時代に引き寄せたから」

「とんだ言いい掛がかりだわ。証しよう拠こがあって言ってんのかしら？」

「あなたの身体から出る磁場が、何よりの証拠よ。超ちよう強力で気持ちいいもの」

「きゃーっ、何すんのよ!?」

　初代に抱きつかれ、紗音が悲鳴を上げた。

「離はなれなさい！　このレズビアン！」

「あなたが引き寄せてるんじゃない。ああっ、いいわ！　すごくステキ！」

「やだ！　ちょっとどこ触さわって!?　ダメ、そんなとこ──あんっ、あっ！」

　紗音と初代が、色っぽい声を上げて絡み合う。

　僕を含ふくめたマリンブレード号の隊員達は、ごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

　──自主規制──

　ようやく幽ゆう霊れいを引ひき剥はがした時、紗音は肩で息いきをしていた。かなり精気を吸われたらしく、火ほ照てった顔が憔しよう悴すいしきっている。ただ瞳には、狂きよう気きの炎ほのおがちらついていた。

「何てことすんのよ！　この淫いん乱らんの変態幽霊！」

「あなたこそ、みんなに見られて気持ちよかったクセに」

「そんなわけないでしょうが、アホ！」

「私にイジメられて感じてたじゃない。とんだマゾっ娘こね」

「殺す！　ぶち殺す！」

　紗しや音のんは威い勢せいよく吠ほえるが、なぜか僕の身体を盾たてにしている。コラ、押すな！

　さすがの万有引力少女も、磁場を好む幽霊相手では分ぶが悪いようだ。

「でも、これで分かったでしょ。あなたには時空の障しよう壁へきを破って物体を牽けん引いんできる不思議な能力がある。ま、せいぜい気をつけることね。そのうち私なんかよりもっと恐おそろしいものを、この世界に呼び込む危険だってあるんだから。世界を滅ほろぼさないよう用心なさい」

「ふん！　幽霊やお化けが怖こわくて、夏休みのお盆ぼんを楽しく過ごせますかってのよ！」

「あなたって面白い考え方するのね。自分が世界を滅ぼす力を持っていることと、夏休みを楽しく過ごすことの間に、どんな繋つながりがあるのか、さっぱり分からないわ」

「だから成仏できないのよ」

「え？　そうなの？」

　初代は小首を傾かしげて考え込んだ。

　悩なやむなよ。

「まあいいわ。それよりあなた達、こんな大海原で何してるわけ？」

「あたし達、虚うつろ島じまを探してるのよ。凄すごい財宝が眠ねむってるんだから！」

「財宝？」

　一瞬、初代は興味を惹ひかれたようだった。が──

「財宝なんていくら集めても、あの世まで持っていけないわよ」

「そのセリフ、いろんな人から聞かされたけど、あなたが一番説得力あるわね」

「でしょ。どれだけ富を手に入れても、結局は全てを失うことが人生だもの」

「幽霊になると、思考も退たい廃はい的になるのかしら」

「そうは言うけど、あなたの美び貌ぼうだって衰おとろえていくのが現実よ」

「ねえ、あたしをイジメて楽しい？」

「うん。だって身体は敏びん感かんだし、すごく可愛い声で鳴くんだもの」

「お願いだから、さっさと成仏しなさい！」

「でも私には、あなたを守る義務があるし」

「……なんでよ？」

「この船が私で、私がこの船だから。今の私は、あなたの引力に支配された状態なの。あなたが船長をしてる限り、私はあなたを守って、あなたについて行くしかないのよ」

「ふうん。だったら、あたしの隊員になる？　嫌いやなら退治するけど」

「本気か、紗音？」

　僕が声を上げると、紗音はチッチと人差し指を左右に振った。

「こんな面白い幽霊、あっさり退治するわけないでしょ」

「俺が本気かって聞いたのは、隊員にするのかって方だよ」

「当然じゃない。隊員に幽霊がいれば、夏海探検隊にもハクがつくもん」

　ハクがつくんじゃなくて、取とり憑つかれるって言うべきだな。

　見ると、初代はまんざらでもない顔をしていた。

　やれやれ。また変なのが増えるのか。

「ただし！」

　紗音はびしっと初代を指差した。

「今度エッチな真ま似ねしたら、お経唱えるからね！　うちは浄じよう土ど真しん宗しゆうなんだから！」



　ユングだかコングだかいう心理学者がのたまうには、心しん霊れい現象は体験者の深層心理を反映したもので、無意識の心理が外界に映し出されたものであるとか何とからしい。

　いや、小難しいことは分からない。

　ともかく、幽霊は実在する。僕の常識は、また一つ打うち倒たおされたわけだ。

「幽霊の件はよしとして、あのロボットは何だったの？」

　船橋甲板ブリデツキに士官組を集めて、紗音は質問した。

　答えたのは、ミズキ。

「前に写真で見たことがある。昔の大戦で使用された自動戦せん闘とう兵器だ」

「なんでそんな物ぶつ騒そうなものが、この船に乗ってたんだ？」

　僕が訊きくと、紗音は胸の前で腕うでを組んだ。

「誰だれかが持ち込んだのかしら？」

「あんな大きなものを、誰にも気づかれずに？」

「分解して積荷に紛まぎれ込ませたのかもしれませんよ」

　海み鶴つる来ぎさんが首を傾げる。初代が顎あごに手を添そえた。

「船長が引力で引っ張り寄せたのかも」

「なんであたしがそんなことするのよ。そりゃ、探検隊に一台欲しいとこだけど」

　動機は十分だな。

　そう思ったのは、僕だけではないらしい。ていうか、紗音以外全員。

　犯人扱あつかいされていることに気づいた紗音が、口を尖とがらせた。

「誘ゆう拐かい犯にされて船泥どろ棒ぼうにされて次は密輸犯？　とんだ濡ぬれ衣ぎぬだわ」

　誘拐と船泥棒に関しちゃ、濡れ衣じゃないだろ。

「初代、船内で怪あやしい人とか見かけなかった？」

「あなたが一番怪しいわ」

「……あたし以外」

「さあ。私も船の隅すみ々ずみまでチェックしてるわけじゃないし」

「何よ、役立たず」

「勘かん違ちがいしないで。私は幽霊だけど警備員じゃないの。スプーンはスプーンであってフォークじゃないんだから、スプーンがフォークのように使えなくて当然でしょ」

「誰もスプーンとフォークの話なんてしてないわ、バカ」

「バカはあなたよ。例え話も理解できないなんて、六歳児並みのＩＱね」

「死人のくせに口があるなんて生意気よ。もういいから消えなさい」

　紗音が吐はき捨すてると、初代は「ふん」と鼻を鳴らして消しよう滅めつした。

「彼女が殺された原因は、きっとあの口の悪さね」

　似た者同士だよ、お前ら。

　僕はそう思ったが、思うだけにしておいた。

　結局あのロボットがどこからやって来たかは、棚たな上あげされることになった。ただ全員、口にこそ出さないが、紗音が引力で呼び寄せたと思っているようだ。紗音自身も騒さわぎの原因が自分にあると感じてか、この件を深く追求する気はなさそうだった。

「ところで、あたしの《羅ら針しん盤ばん》は？」

「さっきみるかちゃんが持ってたけど」

　僕は手て摺すりから身を乗り出して、上層甲かん板ぱんを見下ろした。みるかちゃんが、モズルを従えて《針のない羅針盤》を眺ながめている。僕は彼女から《羅針盤》を取り上げようとした。

　そして、気づいた──羅針盤に埋うめ込まれた水すい晶しようが、青い輝かがやきを発していることに。水晶から放射された一条の光線が、みるかちゃんの額を照らしている。さらに羅針盤の盤面には、象形文字に似た正体不明の幾き何か学模様が青白く発光していた。こ、これは……？

　みるかちゃんが、顔を上げて目をぱちぱちさせた。

「パンの人？」

「紗音、来てくれ！」

　僕は大おお慌あわてでみんなを呼んだ。

　輝く羅針盤を見て、紗音が息を呑のんだ。

「何これ？　あなた何したの？」

「俺じゃないよ。みるかちゃんだ」

　僕はゆっくりとみるかちゃんの身体からだの向きを変えた。

　彼女の額に当たっていた光線が、暗くら闇やみを切きり裂さいて水平線の彼方かなたに伸のびていく──

「すごい！　羅針盤が発動してるじゃない！」

　紗音が歓かん声せいを上げて、変な踊おどりを踊った。

「きっと光の方向に虚島があるんだわ！」

「南東の方角だ！」

「アキラ、針路変へん更こうよ！　取とり舵かじ二十度！」

　紗音は興奮して岬みさきさんに命じた。

　その様子を不思議そうに眺めていたみるかちゃんが、羅針盤を差し出した。

「ジュースの人、あげる」

「ありがと」

　紗音は笑顔で《針のない羅針盤》を受け取った。

　途と端たん、羅針盤の水晶が輝きを失った。あれ？　僕と紗音は顔を見合わせた。

　もう一度みるかちゃんに持たせてみると、水晶が輝きを取り戻もどして光線を発射した。

「どういうこと？」

「みるかちゃんが持った時だけ発動するんだ」

　何者なんだ、この娘は……？

　紗音が思い出したように尋たずねた。

「そういや難破船で拾った金庫、どうなったの？」

「開かなかったみたいだけど、結局」

「サイトー、金庫持ってきて」

　紗音が振ふり返かえって言った。

　力ちから自じ慢まんの水夫によって、船倉に保管されていた金庫が甲板まで運び上げられた。

「どうする気です、船長。鍵かぎは厳重なので、爆ばく破はでもしないと開きませんよ」

「初代！　出てきなさい、初代！」

　すると甲板の下から、金きん髪ぱつ少女がにょろっと現れた。足元から現れたので、全員がギョッとした。心臓に悪い。しかも今度現れた初代は、四、五歳の愛らしい女の子だった。

「あれ？　なんでチビになったの？」

「お子様には、お子様初代で十分よ！」

「お子様初代って……まあいいけど」

　眩暈めまいでも感じたのか、紗音はこめかみを押さえる。

「実はこの金庫に何が入ってるか知りたいの」

「金庫？　私、金庫って大好きよ。だって大たい抵てい、お宝が入ってるもの」

「あなた幽ゆう霊れいだから、壁かべのすり抜ぬけとかできるんでしょ。金庫の中を覗のぞいてよ」

「そんなことしなくても、開ければいいじゃない」

「鍵が掛かかってて開かないから言ってるのよ、バカ」

「なら開けてって頼たのめばいいでしょ、バカ」

「できるの？」

「あたぼう」

　チビ初代はぽんと胸を叩たたくと、人差し指を鍵かぎ穴あなに向けた。

　すると分厚い金庫の扉とびらが、簡単に開いた。

「すごい！　結構やるじゃない！」

「お宝頂ちよう戴だい！」

　目を輝かせた初代が、金庫を覗き込んだ。

　歓かん喜きは一いつ瞬しゆんだった。初代が取り出したものを見て、紗しや音のんが落らく胆たんの声を上げた。

「これだけ？　たったこれだけ？」

　一冊の書物と書類の束だった。日本語ではないので、全く読めない。

　金きん塊かいも札束もない。外れクジを後生大事に保管していた頓とん馬まみたいだった。

「なんて書いてるのかしら。初代、解読してよ」

「無理！」

「なんでよ!?」

「私は幽霊だけど言語学者じゃないもの」

「ちょっと見せてもらえるかな」

　ミズキが書物のページをぱらぱらとめくった。

「うん。これなら翻ほん訳やくできそうだ」

「ホント？　さすがミズキくん！」

　紗音と初代が声を揃そろえて喜んだ。

　新旧マリンブレード号の少女船長は、結局のところ似た者同士だった。
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　淡あわい霧きりの向こうに、島しま影かげが見えてきた。

　マリアナ諸島だ。

　水と食糧を補給するためグアム島に立ち寄ると聞いた時、僕の心は躍おどった。冷れい徹てつな太平洋の荒あら波なみには、うんざりしていたんだ。陸地が恋こいしかった。

　だが楽園を夢見て、上陸の期待に胸を膨ふくらませて辿たどり着ついたグアム島は、がっかりさせられる代物だった。殺さつ伐ばつとした石の砂すな浜はまと、険しい崖がけ、不気味に繁はん茂もする木々、そして異様な廃はい墟きよ──荒こう涼りようとした荒あれ地ちが、この世界におけるグアム島の全ぜん貌ぼうだったのである。

　ハガニア湾わんに進入したマリンブレード号は、裏うら帆ほを打たせて投とう錨びようした。

　食糧徴ちよう発はつ隊が組織され、艦かん載さい艇ていが海面に降ろされた。上陸するのは二個分隊で、島の北部方面隊を岬さんが、南部ラムラム山方面隊を磯いそ桐ぎりさんが指揮することになった。

　僕は左さ舷げん手て摺すりにもたれ、大艇ランキを漕こぎ出す上陸部隊を見送った。当直だったので、上陸許可が下りるのは明日あした以降になったのだ。船を空にして全員で上陸するわけにはいかない。

　落胆しながら当直に就いていると、ふわふわと初代がやって来た。

「どうしたの？　滅ほろんだ世界を見るような目しちゃって」

「俺にすりゃ似たようなものだよ」

「船長から聞いたわ。あなたも《夏なつ海み引力》の被ひ害がい者しやなんだって？」

　金髪の幽霊少女は、僕の隣となりに立って島を眺めた。

「驚おどろきね。この世界の裏側に別世界があることは、薄うす々うす気づいてたけど」

「気づいてたって、どうやって？」

「何度も夢で見たから」

　夢？

「ほら、夢を見た時、“〝知っているけど知らない世界”〟に行ったことない？　馴な染じみのある風景が出てきて、だけど少し道を歩いてみると全く知らない場所に辿り着いたり」

　確かに、夢の中でそういう経験をしたことは何度もある。

　秩ちつ序じよ立だっていながらどこか錯さく綜そうとし、知っている場所と知らない場所が奇き妙みように絡からみ合う謎なぞめく世界。物事の筋道が途と切ぎれ、突とつ然ぜんワケの分からない展開に戸と惑まどうことがある。

　その時、僕は紗しや音のんと出会った時のことを思い出した。自分のよく知る街並みから突然、海という異質の空間に到とう達たつした衝しよう撃げき。あれこそまさに、夢で体験する現象ではないか。

「じゃあ、ここは夢の世界なのか？」

「いいえ。あなた達が夢で見てるのは、《狭はざ間まの世界》よ。二つの重複世界が生んだ影シヤドウ、虚きよ像ぞう。夢がリアルでありながら混こん沌とんとしてるのは、二つの世界に空間の両側から影えい響きようを受けてるから。つまり内と外ね。夢が支し離り滅めつ裂れつなのは、そのためよ。さざなみ。波は紋もん。バタフライ効果──“〝北京で蝶ちようが羽ばたけば、ニューヨークで嵐あらしが起こる”〟」

「何それ？」

「カオス理論よ。僅わずかなズレが、結果を大きく変える」

　科学を論じる幽霊か。これもカオスだな。

　なんて考えていると、いきなり初代が抱だきついてきた。

「ふうん。あなたもいい磁場持ってるわね」

「お、おい」

「お願い。何も言わずに抱だきしめて」

　僕の胸に顔を埋うずめて、彼女は囁ささやいた。

「ずっと一人で寂さびしかったの。人の温ぬくもりなんて、感じることもできなかった。この身体は擬ぎ似じ的なものだけど、今は温もりを感じられる。だから、抱きしめて……」

　変態的な幽霊だが、彼女も孤こ独どくなんだ。そう思うと、切なさが込み上げてきた。

　抱きしめてあげると、春のそよ風に似た柔やわらかい感かん触しよくがあった。

「なんだか幽霊とは思えない」

「心はまだ生きてるからね」

　胸の奥が、熱く、甘い痺しびれに包まれた。

「ほら、感じる？　心と心が引き合ってるでしょ。これが万有引力」

「少し苦しいね」

「でも気持ちいいでしょ？」

「うん」

　恋をした時の苦しさに似ていた。心が強きよう烈れつに何かを求めている。初代が愛おしくてたまらなくなってきた。力いっぱい抱きしめて、僕の中に彼女を取り込みたいという衝しよう動どうに駆かられた。心を奪うばわれるというのは、こういうことを意味するのかもしれない。

「ありがとう。もういいわ。これ以上続けると、私に恋しちゃうわよ」

　初代はぺろりと舌を出すと、そっと僕から離はなれた。

「ところで、船長がお呼びよ」

「……え、ああ。分かった」

　女の子の切きり替かえの早さには、時々ついていけなくなる。

　僕は昂たかぶった気持ちをどう鎮しずめていいのか分からず当とう惑わくした。

　肩かたを並べて歩きながら、初代は小声で言った。

「誰だれとでも引き合うわけじゃないのよ。人それぞれ波長が違ちがうからね」

「紗音の引力は、問答無用みたいだけど」

「寂しいのよ、あの娘こは」

　というと？

「孤独から逃のがれたいという強力な思念が、《夏海引力》の源。寂しくて、誰かに傍そばにいてほしくてたまらないんでしょうね。だから心を癒いやしてくれるものを引き寄せようとする」

　初代は目を閉じて、潮風の感触を味わう。よく見ると、頬ほおが少し赤い。

「悠ゆう馬まくんなら、船長を助けられるかもしれない」

「どうやって？」

「船長の孤独を癒してあげなさい。そうすれば、《夏海引力》は力を失うはずよ」

「…………」

　紗音の孤独は、分かる気がした。多分、人間はみんな孤独なんだ。街には人や物が溢あふれ返っているのに、僕らは時として世界から切り離されたような寂しさを覚える。

　家庭にあるのは、他人と変わらぬ希き薄はくな繋つながり。それを囲むのが、世間体すら忘れた近所付き合い。そして学校にあるのは、友人関係らしき表層的な交流だ。ケータイとメールで築ける関係は、手軽であるが故に壊こわすのも容易たやすい。楽して得られるものに、ありがたみなんてない。財宝は、苦労して得るからこそ価値があるもんだ。なのに僕らは、数多くのものを楽して得られるが故に、苦労して財宝を探す気にはなれないのかもしれない。

　紗音は、この危険な航海で何を求めているのだろう……？

「遅おそいわよ、もう！」

　船橋甲板ブリデツキに上がると、棘とげのある声が鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

　うおいっ!?

　一目見て、鼻血が出そうになった。

　大だい胆たんな白ビキニ姿の紗音が、ビーチチェアに寝ね転ころんでいたのだ。惜おしげもなく晒さらした白い素す肌はだ、意外と豊かな胸の膨らみ、くびれた腰こし、太ふと腿ももの優美な曲線に目が眩くらんだ。

「おおお前、なんて格好してんだ」

　声が上うわ擦ずった。

「エッチで可愛いでしょ」

　紗音は少し恥はずかしそうに、頬を桜色に染める。

　その表情が、たまらなく可愛い。

「ね、ムラムラした？」

「しないよ、別に」

　嘘うそです。

「いいのよ、隠かくさなくても。あたしの身体からだでムラムラすることを特別に許可するわ」

「…………」

「初代、あんたも着き替がえたら？　水着ならいっぱいあるし」

「必要ないわよん」

　初代はくるりと一回転すると、セクシーなパレオ付き水着に変身した。

「ま、こんな感じかな」

「へえ。幽ゆう霊れいって便利ね」

　紗しや音のんが感心する。僕も別の意味で感心した。紗音も中学生にしては見事なボディだが、初代にはその三割増の色気がある。ああっ、もう！　頭がおかしくなっちゃいそうだ！

　と──足元の昇しよう降こう階段から、海み鶴つる来ぎさんが戸惑った顔を覗のぞかせた。

「紗音、やっぱり恥ずかしいですよお」

「何も恥ずかしがることないでしょ。早く上がっておいでよ」

「ううう……凪なぎ沙さくん、そんなに見ちゃダメですう」

　可愛い桃もも色いろハイレグ姿の海鶴来さんが、手で胸元を隠しながら甲かん板ぱんに上がってきた。続けてワンピースの水着を着たみるかちゃんが、浮うき輪わを腰にはめてトコトコ現れた。

　僕は思ったね──グアム最高！　食糧徴発隊に加わらなくてよかったぜ。

　視線のやり場に少々困りつつ、僕は髪かみを掻かき回まわした。

「用があるって聞いたんだが」

「ミズキくんがもうすぐ上がってくるわ。翻訳の結果、聞きたいでしょ」

　正直、今はそんなのどうでもいい気分だった。

　しばらくすると、ミズキが書類やら書物やらを抱かかえて現れた。彼は過激な水着姿の美少女軍団を見ても、顔色一つ変えることはなかった。修しゆ行ぎよう僧そうか、お前は。

「さて、ミズキくん。聞かせてもらいましょうか」

「すごいことが分かったよ。この書物は、パシフィス文明崩ほう壊かいの記録だ」

「古文書ってこと？　なら確かに貴重だけど」

「いや、そうじゃないんだ、夏海さん」

　僕とは全く違う知的な理由で、ミズキは興奮していた。

「そんな次元の話じゃないんだ」



　遥はるか昔、太平洋上に精神科学を極限まで発達させた黄金文明が存在した。

　パシフィス文明である。

　パシフィス人は不死の女神、王女ティアナスの指導を受けて栄えていた。彼らは言語を超ちよう越えつした思念交こう換かん術を編み出し、個を全体と結びつける社会体制を構築した。個人が同時に総体であるが故に、孤独も不安も悩なやみもなく、誰もが幸福に生きていたという。やがて彼らは肉体から精神を切り離し、時空の障しよう壁へきを突とつ破ぱする技術をも身につけたのだった。

　しかし栄えい枯こ盛せい衰すいは世の常であり、空前の繁はん栄えいを遂とげたパシフィス大陸も例外ではなかった。きっかけは内ない紛ふんだった。権力を欲ほつしたパシフィス人達は、長く女神の座に君臨していたティアナスに退位を要求したのだ。が、これはティアナスの大いなる怒いかりを買った。

　恐きよう怖ふしたパシフィス人は英えい雄ゆうマルナックを立て、先手を打ってティアナスに宣戦する。

　これに対し王女ティアナスは、その絶大な超ちよう能のう力りよくで邪じや悪あくな眷けん属ぞくを呼び出し迎むかえ撃うった。

　激しい戦乱はパシフィス文明の崩壊を招き、大陸は荒こう廃はいして焦しよう土どと化した。

　戦争が何年続いたかは、定かではない──

　やがてマルナックの放った賢けん者じやの矢が、ついに王女ティアナスの胸を射い貫ぬいて戦いは終結を迎えたのだった。

　ただティアナスは不死であるが故に殺すことはできず、マルナックはやむなく彼女を封ふう印いんし、その居城である万ばん魔ま殿でんと共に深海へ沈しずめることにした。ところが王女ティアナスの超能力が失われたことで、パシフィス大陸もまた深海へと沈んだのだった。

「その深海に沈んだティアナスの万魔殿が、虚うつろ島じまなんでしょ」

　話を聞き終えた紗音は、拍ひよう子し抜ぬけしていた。

「その神話は、前にミズキくんが教えてくれたじゃない。目新しい情報じゃないわ」

「一つずつ片付けていこうか。まずこの文字に見覚えがないかい？」

　僕達は書物を覗き込んだ。得体の知れない文字が、びっしりと埋うまっていた。

　突然、紗音が身体をくねらせてビーチチェアに倒たおれ込んだ。

「あたし、本を読むと貧血を起こす体質なの」

　医者に診みてもらえ。

　記き憶おくを辿たどるまでもなく、僕はその文字に見覚えがあった。

「これって、《羅ら針しん盤ばん》に浮かび上がった文字じゃ……？」

「古代パシフィスの神官文字だよ」

　ミズキは子供っぽく目を輝かがやかせていた。

「これはパシフィス人が書いたものだ。神話じゃなく、事実を記した年代記だよ」

「だったらそれは、一万年前のものでしょ？」

　海鶴来さんが訝いぶかしげな顔をする。

「保存状態が良すぎですよ、常識的に考えて」

「僕だって信じられないが、この船に乗ってると謎なぞは自然と解ける」

「船長が引力で引き寄せたってわけね」

　初代の言葉に、ミズキが頷うなずいた。

「記述によると、僕らが出会ったあの難破船は、沈みゆくパシフィス大陸から脱だつ出しゆつした避ひ難なん船だったみたいだ。避難船は他にもたくさんあったらしい。だけど大勢の難民を乗せた船は、すぐに食糧不足に陥おちいったと書かれてる。少ない食糧を巡めぐって乗員同士で争いになったのか、他の船との抗こう争そうになったのかは不明だけど、結末は僕達の見た通りだ」

「じゃあ、みるかちゃんはパシフィス人ってことか？」

　僕は、モズルと甲板を走り回る銀ぎん髪ぱつ少女に目を向けた。

「なんで日本語を喋しやべれるんだ？」

「パシフィス人は思念交換術を発達させた民族だ。平たく言えばテレパシーだね。だから多分、彼女は僕達の思考を読んで、そこから言葉を組み立ててるんだと思う」

「《羅針盤》を使えるのも、パシフィス人だからか」

「おそらくね。もしかしたら彼女は、神官のような地位にいたのかもしれない」

「……ふうん」

「もう少し調べてみるよ。他に分かることがあるかもしれない」

　ミズキはそう言い残して、去っていった。

　研究熱心な御ご仁じんである。最近は船室に籠こもりっぱなしなので、俺はちょっと寂さびしいぞ。

　しかしミズキの話は、なかなか衝しよう撃げき的だった。確かに具体的な証しよう拠こはないし非現実的すぎる内容だが、話の筋としては通っている。あの難破船は、虚島を求める紗音が無意識のうちに《夏海引力》で引き寄せたに違いない。彼女は《羅針盤》を使える人間を求めた。その思念に牽けん引いんされ、パシフィス人のみるかちゃんが時を越こえてこの時代に現れたのだ。

「今まで全然気づかなかったな、あたしにこんな能力があるなんて」

　会議がお開きになった後、紗音は自分の掌てのひらを見つめて呟つぶやいた。

「そりゃ、ちょっと変だなって思うことはあったけど」

　頭に缶かんジュースをくっつけたりしたことを言ってるのだろう、多分。

　海面を見下ろすと、みるかちゃんに泳ぎを教える海鶴来さんの姿があった。傍でモズルが浮き輪にしがみついている。初代はいない。幽霊の彼女は、船から一歩も出られないのだ。それで男性隊員に抱だきついては、磁場がどうとかと言っていた。誰だれかと触ふれ合うことで、人との繋がりを実感したいのだろう。人は死んだ後も、孤こ独どくから逃れられないのか。

　と、紗音が僕の顔を覗き込んできた。

「どうしたの、悠馬？　元気ないね」

「そういうわけじゃないけど」

「あ、分かった。ホームシックなんでしょ」

　彼女はにやにやと笑った。

「ほら。あたしの身体でも見て元気出しなさい」

「いや、お前な……」

　自分の水着姿が男にどういう影えい響きようを与あたえるか、まるで分かってないらしい。

　僕は顔が熱くなるのを感じた。理性の防ぼう波は堤ていが、決けつ壊かいしそうになった。僕の視線を釘くぎ付づけにする、巨きよ大だいな引力──紗音の白い胸の谷間は、ただひたすらに僕を戸と惑まどわせた。

「ねえ」

　急に紗音が大声を出したので、ドキッとした。心臓に悪い女だ。

「あの島に行ってみない？　ほら、あそこに変な島が浮かんでるでしょ──あの小さいやつ。食糧徴ちよう発はつ隊が戻もどって来るまで時間があるしさ、二人で行ってみましょうよ。ね？」

　岬みさきの手前に、確かに奇き妙みような小島が浮かんでいた。

　行くのは構わないんだけどさあ、紗音。

　二人きりになったら俺、ケダモノになっちゃうかも。

　　　　＊




　僕と紗音は舷げん側そくに固縛してある小型ヨットを海面に降ろし、小島に向かった。エンジンを搭とう載さいしたこのモーターヨットは、紗音の宝物だという。白いマストには、例の恐おそろしく下手な字で船名が書かれていた。たんほいざあ号。天才的なネーミング・センスである。

　紗音は僕を乗せると、猛もうスピードでヨットを走らせて島に上陸した。

　木一本生えていないその島は、どうにも滑こつ稽けいな場所だった。

　紗音に続いて上陸した僕は、軽い眩暈めまいを覚えた。

「この島、なんか揺ゆれてないか？」

「陸おか酔よいよ。長く船に乗ってると、揺れない地面に身体からだが惑まどわされちゃうの」

　うう。吐はきそう……

「だらしないわねえ」

　紗音は全然平気らしかった。澄すんだ空気を大きく吸い込んで、きゃっきゃとはしゃぎながら陸の感かん触しよくを楽しんでいる。水を弾はじく紗音の白い肌はだに、僕はさらに眩暈を覚えた。

　しばらくすると、紗音はゼンマイが切れたブリキ人形のようにおとなしくなった。

　僕達は肩かたを並べて、色いろ鮮あざやかな西の夕空を眺ながめた。

「ねえ悠ゆう馬ま、変なこと聞いていい？」

　不意に、彼女は改まって尋たずねてきた。

「こんな世界、滅ほろんじゃえばいいって思ったことある？」

「は？」

「時々、生きることが辛つらくて、何もかもが怖こわくなって……そんな時、戦争でも災害でもいいから、世界がメチャクチャになればいいのにって考えちゃうの。あたしって変かな？」

「人生が辛いと感じるのは、多分君だけじゃないよ」

「悠馬も考えたことある？」

「あるよ」

　テスト前になると、巨きよ大だい隕いん石せきの襲しゆう来らいを願ったりしている。

「あたしも友達少ないから、こんな風に思っちゃうのかなあ」

「いつも群れてる奴やつらの方が、よっぽど哀あわれだと思うけどな」

「みんなと仲良くするのが嫌いやなの？」

「無理に仲良くするのが嫌なだけさ」

「どうして？」

「薄うすっぺらい友情なんて、自分が傷つくだけだ」

「傷つくのが怖い？」

「怖くない奴なんていないだろ」

「……うん。あたしも傷つきたくない。もういっぱい傷ついたから」

　紗しや音のんが呟いた。彼女の横顔が翳かげって見えたのは、夕ゆう闇やみのせいだろうか。

「ねえ、もう一つ質問していい？」

「ああ」

「あたしのこと怒おこってる？」

「なんで？」

「だって悠馬がこんなことになったのは、あたしのせいでしょ。だから」

　一応、気にしてくれてたんだ。ちょっと嬉うれしかった。

「怒ってないよ。君に逢あえてよかったと思ってる」

「…………」

　紗音の円つぶらな瞳ひとみが、こちらを見上げてきた。僕は彼女を見つめ返した。水平線に沈む落陽。煌きらめく大海原。夕陽に染まる孤こ島とうに二人。とてもロマンチックだった。胸が熱くなった。

　ここなら誰もいない。チャンスだった。

　僕は紗音の細い肩を抱いた。紗音が、静かに瞳を閉じた。

　白い頬ほおが朱しゆに染まる。心臓が弾はじけそうなほど脈を打つ。

　お互たがいの唇くちびるが、優しく触れ合う──

　寸前、足元が揺れた。

　ぐあっ！　今度は何だよ!?

　僕は地面を見下ろした。地じ震しんか？　島が揺れている。

　いや、動いていた。沖おきに向かって漂ひよう流りゆうし始めている。

　おいおい、これは……まさか。

「逃にげろ！」

　僕は紗音の手を引いて、走り出した。

「ゆ、悠馬！　島が沈しずんでる！」

「島じゃないよ」

「何ですと!?」

　間かん一いつ髪ぱつヨットに飛び移り、僕達は背後を振ふり返かえった。

　信じられないほど巨大な海うみ亀がめが、沖に向かって泳いでいくところだった。

　僕は紗音と顔を見合わせ、それから大笑いした。

　冗じよう談だんじゃないよな、まったく。



　思えばグアムで過ごした三日間は、謎と驚きよう異いに満ちた不思議な航海の中における一時の安らぎだったのかもしれない。僕は泳いだり、釣つりをしたり、銃じゆう器きの扱あつかいを学んだり、食糧を確保するためマストに集まってくる海鳥を撃うち落としたりして休きゆう暇かを楽しんだ。

　紗音が水着コンテストをやろうと言い出したのも、グアムでのことだ。

『第一回　どきどき☆主役争そう奪だつ水着コンテスト！』

　なるものが、開かい催さいされた。

　出場者は紗音、海み鶴つる来ぎさん、初代、みるかちゃんの四人（紗音が強引にエントリーした）。紗音は自信満々だったが、優勝したのは初代だった。生身の女の子では持ち得ない色いろ香かが、多くの隊員を魅み了りようしたらしい。二位はおっとり系お嬢じよう様さまキャラの海鶴来さん、三位はイノセントなお人形キャラのみるかちゃんで、我らが万有引力少女は無残な最下位に終わった。しかも彼女の得票数は、僅わずか一票だった。隊員をムチ打ってきた傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいが、人気低迷の原因だろう。が、その自覚のない紗音は珍めずらしくしょんぼりしていた。

「ううう。こんなはずじゃ……こんなはずじゃ……」

「落ち込むなよ、たかが遊びなんだしさ」



    

  
    
      　投票集計係に任命された僕は、なぜか責任を感じてしまった。

　海鶴来さんが、投票結果の張り紙を見て首を傾かしげた。

「だけどこの一票、誰が紗音に投票したのかしら？」

「そりゃ、やっぱ悠馬くんでしょ」

　初代がにやにやしながら言った。

「海亀の上でキスしようとしてたし」

　はうあっ、見られてたっ！

　涙なみだぐんでいた紗音が、ぱっと顔を上げた。

「そうなの、悠馬？」

「ええっと、いや、まあ」

「どっちなの？　あなた誰に投票したの？」

「…………」

「言わなきゃ殺す！」

「初代」

　と答えた瞬しゆん間かんに、鉄てつ拳けんが飛んできた。僕は綺き麗れいにひっくり返った。

　紗音は「この巨きよ乳にゆうマニア！」と吐き捨すて、頭から蒸気を立てて去っていく。正直に答えたのに、危うく殺されるところだった。大体、彼女に投票しなかったのは僕だけじゃないし、巨乳マニアも僕だけじゃないのに、なぜ僕が代表して殴なぐられなきゃならんのだ？

「きっと疫やく病びよう神がみが憑ついてるんですよ、凪なぎ沙さくんに」

「そうね。悠馬くんって、不幸を引き寄せそうな顔してるし」

「貧びん乏ぼう神がみとかも引き寄せそうだし」

「全身から変な哀あい愁しゆうも漂ただよってるし」

　言いたい放題かよ、お前ら。

「パンの人、痛い？」

　みるかちゃんが、倒たおれた僕を覗のぞき込んだ。

　甲かん板ぱんの隅すみで、ミズキが笑っていた。だが目が笑っていないように見えたのは……

　気のせいか？

　結局、誰だれが紗音に一票を投じたかは分からずじまいで、しばらくの間マリンブレード号ではたわいのない憶おく測そくが飛び交い、賭かけのネタにもなった。本当に誰だったんだろう？

　翌日、顔面から殺人オーラを放射する紗音に指揮されて、マリンブレード号は再び大海原に乗り出した。前ぜん途とには、何百隻せきもの船を呑み込んだ魔まの海が待ち構えていた。

　　　　＊




　マリンブレード号は、白い船首波を切り分けながら太平洋を東に進んだ。

　荒あら々あらしくうねる波は濤とうが、船体に容よう赦しやなくぶち当たる。紺こん碧ぺきの波山に船首が突つっ込こむと、船首三角帆ジブまで高々と飛沫しぶきを散らす。大海原の荒あら波なみに、船はひどい揺れに襲おそわれた。

　しかし白いフリゲート艦かんは、怯ひるむことなく《霧きりの海》の外がい縁えんを進んでいく。

　もはや確率が宝くじ以下の紗音の直感に頼たよった航海ではない。みるかちゃんが持つ《針のない羅ら針しん盤ばん》が、青白い光線を放って虚うつろ島じまの位置を示している。

　伝説の幽ゆう霊れい島が見つかるのは、時間の問題と思われた。

　異変が始まったのは、グアムを発たって三日目の朝だった。

　マリンブレード号は、突とつ如じよ出現した霧の壁かべにぶつかった。信じられないほどの厚い濃のう霧むで、一いつ瞬しゆんのうちに何も見えなくなってしまった。辺り一面が、まさに霧の海と化した。

「前方哨しよう戒かい、強化！　舵かじ中央、針路そのまま！」

　白い靄もやの中から、紗音の命令が飛んだ。

　双そう眼がん鏡きようを覗いても、何も見えない。顔には水すい滴てきがつき、服もずぶ濡ぬれになった。

「何なんだ、この霧は？」

「分かんない。風が吹ふいてるのに霧が晴れないって、変よね」

　紗音もしっとりと濡れていた。まるで水蒸気の粒つぶが、船に絡からみついているようだ。

　おまけに霧の中は、得体の知れない風が渦うず巻まいていた。帆が風をいっぱいにはらんだかと思えば、一転して裏帆を打つ。マリンブレード号は絶えず変化する旋せん風ぷうに翻ほん弄ろうされた。

　この風と視界では、現在の速度を維い持じするのは危険だった。

「サイトー、縮帆して減速！」

「了りよう解かい！　トップスルと大コ横ー帆スを二段縮帆します！」

　靄の向こうから、斉さい藤とうさんの声がした。

　不可解な風とマストの航行灯すら見えない状じよう況きように、誰もが不安と困こん惑わくを抱いだき始めた。

　陽が昇のぼり、沈み、また昇ったが、マリンブレード号は相変わらず霧と風の中だった。

「もうっ、辟へき易えきしちゃう！」

　単調な白一色の世界に、紗音は苛いら立だっていた。

　目め隠かくしで迷路を進んでいるも同然だった。

　三日目の朝、船の速度が極きよく端たんに落ちていることが判明した。海を埋うめ尽つくすほどの海草が、船の前進を遮さえぎったのだ。海面は半液体状で、大量の藻もがマリンブレード号の船体に取り付いてきた。そこで縮帆していた帆を展開したが、船足は全く上がらなかった。

「機関始動！　両りよう舷げん前進半速！」

　やむなく紗音は、機関航法に切きり替かえた。

　水深を測るため、測深機が海中に投下されたのもこの時だ。だが船の三千メートル下にも海底はなかった。僕らは空も海底も見失った。乗組員の間に不安の種が芽生え始めた。

「《霧の海》に深入りしすぎたんじゃないか」

　という噂うわさが流れた。

「そんなはずないわ」

　テーブルに海図を広げ、紗音は端たん正せいな眉まゆをひそめた。

「現在地は分かってるのか？」

「グアムとエニウェクト島の中間あたりよ」

　彼女は迷いなく海図の一点を指差した。

　だがマリンブレード号は、見けん当とう違ちがいの方角に進んでいた。

　それが判明したのは、翌日のことである。

「前方に岩がん礁しようっ！　ぶつかるぞ！」

　見張り員が絶ぜつ叫きようした。突とつ然ぜん、霧の中から岩山が出現した。

「緊きん急きゆう回かい避ひ！　面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」

　紗音が叫さけんだ。

「右エンジン停止、左エンジン全開！」

　マリンブレード号が、急回頭を始めた。操そう舵だ長の新にい浜はまさんが、舵を一いつ杯ぱいまで切った。

　全員が息を呑のんだ。凶きよう悪あくな岩山が、マリンブレード号を海面下に引きずり込もうと待ち構えている。どっと汗あせが噴ふき出した。こんな所で座ざ礁しようすれば助かる見込みはない。

　足元で、船底の擦こすれる不気味な音がした。

　生きた心地ここちがしなかった。僕は舷げん側そくの手て摺すりを掴つかみ、目を閉じた。

　そして──

　船は、岩礁の脇わきを辛かろうじてすり抜ぬけた。危き機き一いつ髪ぱつというやつだ。

　全員がほっとしたのも束の間、再び見張り員が大声で叫んだ。

　しかし今度は、陸地視認ランドフオールの歓かん声せいだった。

「陸が見えるぞ！　右う舷げん前方、距きよ離り三千！」

「見ろ、太陽だ！」

　マストの上からも声が飛んできた。太陽。妙みように嬉うれしい響ひびきだった。

　急速に霧が晴れ、マストの上に青い空が姿を現した。

　マリンブレード号の周囲には、壮そう絶ぜつな光景が展開していた。翡翠ひすい色の海に浮うかぶ幾いくつもの島しま影かげ。大陸ではない。緑豊かな諸島だった。島々を取り囲み、白波が咆え狂くるっている。

「機関停止！　舵中央！」

　紗音の表情は、曇くもったままだった。彼女が設定した針路上に、こんな島が出現するはずないのだ。眠ねむっているみるかちゃんを叩たたき起おこして《羅針盤》を持たせてみたが、光は左さ舷げんの彼方かなたへ伸のびていった。航路を外れてしまったことは、疑う余地がなかった。

「あれはチューク諸島です」

　太陽天測を行った岬みさきさんが、海図を指差した。

「霧の中を漂ひよう流りゆうしているうちに、南へ流されたようです」

「針路反転、取舵！」

　紗音が船長帽ぼうを深くかぶり、不ふ機き嫌げんに命じた。

　新しい針路が設定され、マリンブレード号は魔の海域を果か敢かんに進み始めた。



　盛り上がっては沈む波濤を乗のり越こえて、マリンブレード号は航進を続けた。

　現在地は北ほく緯い十度、東経百五十度付近──ミクロネシア領のほぼ中央である。この海域も《霧の海》の怪かい現象が頻ひん発ぱつする場所で、島々に住民の姿はない。生ける者は、百二十四名の隊員のみ。美しくも過か酷こくな世界の最果てで、マリンブレード号は孤こ独どくな航海を続けた。

　海が、再び牙きばを剥むき始めた。海面を観察していた初代が、異変に気づいて顔を上げた。

「潮に流されてるわよ、船長」

「分かってる！」

　マリンブレード号は、今度は島々を巡めぐる複雑な潮流に捕つかまっていた。このまま東への針路を維持することはできそうにない。いずれ流れに負けて、浅あさ瀬せに乗り上げるだろう。

　既すでに燃料が尽きていたため、機関航法は使えず帆はん走そうで切り抜けるしかなかった。

「南へ転針！　諸島の裏に回り込むのよ！」

　紗音は諦あきらめたように嘆たん息そくした。ヤードの向きが変えられ、船は南へ旋せん回かいした。

　僕は甲板に立ち、大自然の凄すさまじさに恐きよう怖ふすら覚えた。これが数多くの船乗りを海底に引きずり込んだ《霧の海》なのか。恐おそるべき力を秘めた巨浪が、白い爪つめを振ふり上げて次々とマリンブレード号に襲い掛かかってくる。船が揺ゆれる度に僕は甲板で無様によろめいた。

「わたし、もう帰りたくなりました」

　みるかちゃんの手を握にぎって、海み鶴つる来ぎさんが泣きべそを掻かいた。みんな同じ思いだった。

　針路変へん更こうをして二時間後、海は嘘うそみたいに静まり返った。

　が、それも束の間のことだった。凄まじい潮流が、再び行く手を遮った。

　マリンブレード号の船足が、完全に止まった。船は前に進むどころか、ゆっくりと後ずさりを始めた。とんでもない潮の流れだ。前方に浮かぶ島々が、徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　まるで嘲ちよう笑しようするかのように、僕らを拒こばむ潮の流れ。帆走での南下は不可能だった。

「回頭！　方位〇─九─五に修正！」

　紗音は再び針路変更を指示した。

　底なしの泥でい濘ねいにはまり込んだ状況に、彼女が苛立っていたことは言うまでもない。口はへの字になり、目には狂きよう気きが浮かぶ。こんな状態の紗音を茶ちや化かせるのは、初代ぐらいだ。

「船長、変な思念を放射しないでよ。あなたって何を引き寄せるか分かんないんだから」

「何でもかかってきなさいっての！　エビでもタコでもサザエでも！」

　目くじらを立て、紗音は怒ど鳴なった。

　海の幸にこだわる女だった。

「ことなん。みるか、おにゃかすいた」

　エビやタコと聞いて、みるかちゃんがお腹を鳴らした。



　難破船発見の報しらせがもたらされたのは、デイキャビンで夕食中の時である。

　その船は左舷前方の浅瀬で、岩に乗り上げて座礁していた。かつては立派なバーク型帆はん船せんだったようだが、今は見みる影かげもない。甲板に上がった僕は、双眼鏡で状況を確認した。

「あの船がどうかしたのか？」

「五分前に突然、あそこに現れたんだ」

　ミズキが困惑した顔で言った。

「十分前に見た時は何もなかったんだけど、五分前に見たらあの通りで」

「五分前って、どう見ても座礁して数ヶ月は経ってるわよ」

　初代は手摺から身を乗り出して、目を細めた。

　真しん鍮ちゆう色の禍まが々まがしい偃えん月げつが、荒あれ狂う暗黒の海を照らしていた。冷たい銀光を浴び、朽くち果はてた難破船は慄りつ然ぜんたる輪りん郭かくを闇やみに浮かべている──傾かたむいた甲かん板ぱんを、波に叩かれながら。

　だが紗音はじめ士官達が青ざめているのは、それが原因ではなさそうだ。

「何です、みんな？　あの船がどうかしたんですか？」

「あれは海陽丸です」

　甲板に上がってきた海鶴来さんが、教えてくれた。

「夏なつ海み俊しゆん介すけ──紗音のお父様の船です」

「え？」

　僕は紗音に視線を転じた。少女船長はくるりと背を向けた。

「停船は不要よ。針路そのまま、前進を続けなさい」

「おい。いいのか、紗音？」

「何がよ？」

「だって、親父おやじさんの船だろ。だから、その」

「遺骨でも回収しろっての？　嫌いやよ」

　振り返かえってきた紗音の顔には、何の感情も浮かんでいなかった。

「あの男も、海で死ねて本望じゃない」

　彼女はそう吐はき捨すてると、すたすたと立ち去ってしまった。

　どのみち接近は不可能だった。マリンブレード号の喫きつ水すいは五・二メートルなので、下手に近づけば座礁する恐れがある。艦かん載さい艇ていを降ろすにも、この荒あら波なみでは自殺行こう為いだった。

　結局どうしようもできず、僕達は甲板から黙もく祷とうを捧ささげるしかなかった。

　紗音が父親を憎にくむ気持ちは、分からなくもない。

　ずっとほったらかしにされていたわけだからな。

　けど、本当にこれでいいのか？

　いや、いいわけないよな。

　僕は紗音を説得するため、船長室のドアを叩こうとした。

「……？」

　その時、ドアの向こうからくぐもった嗚お咽えつが聞こえてきた。

　低く押し殺した泣き声だった。紗音が泣いていた。誰だれにも声を聞かれまいと、枕まくらに顔を押しつけて泣いている──そんな彼女の姿が思おもい浮かんで、僕は急に胸が痛んだ。

　そりゃそうだ。悲しくないはずがない。憎んでいても、たった一人の父親なんだから。

　その時、僕はどうすればよかったのだろう？

　きっと大学生の男だったら、彼女を優しく抱だきしめてあげただろう。

　高校生でも、多分そうしたはずだ。

　けど僕は、まだ中学生のガキだった。

　何もできない、自分のことさえきちんとできない、無力な中学生のガキだった。

　やれやれ。情けないなあ、まったく。

　とぼとぼと甲板に戻もどると、両手を腰こしに当てた初代が待ち構えていた。

「だらしないわね。惚ほれた女の悲しみを背負えなくて、男と言えるの？」

「はあ？」

「抱きしめて、唇くちびる奪うばって、押おし倒たおすの。今がチャンスよ」

　あのな……

　なんて不ふ謹きん慎しんな幽ゆう霊れいだ。まあ幽霊なんて不謹慎なものかもしれないが。

　何も言い返せず唇くちびるを尖とがらせていると、海鶴来さんが胸を叩いた。

「心配いりません。わたしが何とかします」

「できるのか？」

「任せてください。紗音の扱あつかいには慣れてますから」

　ライオンの調教師みたいなことを言って、海鶴来さんは階段を降りていった。

　僕は遠ざかっていく難破船に目を向けた。

「突然現れたっていうのは、やっぱり？」

「うん。《夏海引力》でしょうね」

　ということは、紗音は心の中で海陽丸を求めていたことになる。

　あの船をあのまま放置していいのだろうか？

　しかし引き返すのは不可能だった。海陽丸は夜と海の中に消えていった。

　しばらくすると、海鶴来さんが戻ってきた。

「泣き疲つかれて眠っちゃいました」

「あら、もう落ち着いたの？　さすが親友ね」

「いえいっ！」

　海鶴来さんが親指を立て、みるかちゃんも「いえいっ！」と真ま似ねをした。

　全くもって緊きん張ちよう感かんに欠ける連中だった。

　まあマリンブレード号に、しんみりした雰ふん囲い気きは似合わないが。

「だけど琴こと菜なちゃん、あのじゃじゃ馬をどうやっておとなしくさせたの？」

「簡単ですよ。優しく抱きしめてあげると、すぐおとなしくなるんです」

　海鶴来さんはぴこっと人差し指を立てる。

「本当は甘あまえん坊ぼうなんです。愛情に飢うえてるんですね、きっと」

「なるほど。優しくね。むっふっふ」

　初代が妖あやしげな笑みを浮かべた。不ふ埒らちなことを考えているのが、顔に出ていた。

「ファザコンなんですよ、紗音は」

「つまり包容力のある人を求めてるのね」

　初代が、からかうような視線を投げつけてきた。

　どうせオイラは、包容力のないガキだよ。僕は不ふ貞て腐くされて、そっぽを向いた。

　なぜかミズキが、意味ありげな眼差しでこちらを見ていた。



　昔々、あるところに奇き妙みような少年と少女がいました。

　少年は協調性がなく、孤独を好む一いつ匹ぴき猫ねこでしたが、本当は人との触ふれ合いが怖こわい臆おく病びよう者でした。少女は明るく元気で、太陽のように眩まぶしい女の子でしたが、本当はひどい寂さびしがり屋やでした。少年は少女を助けたいと思いましたが、そんなに強くありませんでした。少女は弱い心の持ち主でしたが、少年に涙なみだを見せるほど弱くはありませんでした。

　だったら、どうすりゃよかったんだ？　ホント。

　　　　＊




　夜が明けた。鮮あざやかな曙しよ光こうの中で、マリンブレード号は白しら帆ほを広げた。

　現在の速度は六ノット。船は未だ危険海域の中にいた。周囲の暗あん礁しようでは波が砕くだけ、飛沫しぶきが宙に舞まう。水深のない海は、薄うす緑みどり、青緑、藍あい色いろと複雑に色しき彩さいを変化させ、宝石のごとき海面下で鋭するどい牙を研とぎ澄すましている。大自然の美しさに見み惚とれる者などいなかっただろう。

　死の影に怯おびえる隊員を乗せ、マリンブレード号は群島が作り出す迷宮を彷徨さまよい続けた。

　朝の船せん鐘しようが鳴って僕が甲板に上がった時、紗音は船橋甲板ブリデツキで指揮を執とっていた。

　父親の死を引きずっている様子はなかった。

「お父さんのことで泣いたわけじゃないもん。あんな父親、どうでもいいし。あの船にはあたしの知ってる乗組員が大勢いて、その人達のために泣いたのよ」

　元気づけようとした僕に、紗音はそう言った。

　全く素直じゃなかった。

　それにしても、なぜ海陽丸は僕達の前に現れたのだろう？　紗音は父親の生死を知りたかったのだろうか。口では諦めていると言っても、そう簡単に割り切れるものではない。だから事実を確かめたいと望んだのかもしれない──それが最悪の結果であっても。

　そう思えたのは、紗音の表情に何か吹ふっ切きれたものがあったからだ。

　単に虚きよ勢せいを張っていただけかもしれないが。

「おーい、船が見えるぞお！」

　見張り台の隊員が、メガホンで叫さけんだ。

「右う舷げん前方に船せん影えい多数！　急速接近中！」

「当直班、転桁索ブレースにつけ！　回かい避ひ運動に備えろ！」

　斉さい藤とうさんが走り寄って来た。

「船長、待まち伏ぶせに遭あったようです」

「警報！　総員、戦せん闘とう配置！　各砲ほう、装そう填てん急いで！」

　紗音が伝声管を使って全隊員に号令した。

　僕は索さく具ぐを駆かけ登のぼって、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいた。

　一個戦隊ほどの帆ほ影かげが、レンズの中で不気味な焦しよう点てんを結んだ。暗緑色の島しま陰かげから戦列を組んで出現したのは、バーク型フリゲート艦かんと駆く逐ちく艦かん、コルベット艦に多数の巡じゆん航こう型補ほ助じよ艦かん艇てい。そして最後方には、見覚えのある巨きよ大だいな帆船──ランドブレイカー級戦列艦だ。

「キャメロット艦かん隊たいだ。どうしてここに？」

「《羅ら針しん盤ばん》の閃せん光こうを見られたのかもね」

　空中を浮ふ遊ゆうしながら、初代が答えた。

　艦隊は攻こう撃げき態勢のまま、マリンブレード号の迎げい撃げき針路を進んできた。手を取り合って再会を喜び合う、という雰囲気ではない。その陣じん形けいには、明確な悪意が感じられた。

「アキラ、ジグザグ航行の用意！」

「駄だ目めです！　浅あさ瀬せが多くて旋せん回かい運動する余地がありません！」

「機関室、エンジンは始動できる？」

『燃料ゼロ、機関航法はできません！』

　伝声管を通して、機関長の三み船ふねさんの声がした。

　状じよう況きようは最悪だった。発見が遅おくれたのは、哨しよう戒かい員の怠たい惰だが原因ではない。島陰に身を隠かくすのは奇き襲しゆう攻こう撃げきの常じよう套とう手しゆ段だんだし、マリンブレード号でも用心はしていたのだ。

　しかし風上から迫せまる艦隊に対し、僕達は明らかに不利な位置にいた。

「上うわ手て舵かじ一いつ杯ぱい！　サイトー、左ひだり旋せん回かいで船首を風下に落として！　敵の有効射程に入る前に、順走態勢に持っていくのよ！　アキラ、浅瀬に注意して逃とう走そう針路を算出して！」

　双眼鏡で状況を確認し、紗音が素早く指示を飛ばした。

　それで逃にげ切れるのか？　と、僕は疑念を抱いだいた。

　たとえ下手回しで船首を風下側に向けても、操そう帆はんしてマリンブレード号が風に乗るには時間がかかる。自じ慢まんの船足が上がる前に、敵の射しや程てい距きよ離りに入ってしまうのではないか。

　だが風上を押さえられている以上、風下へ逃げるしかないのも事実だった。

　大急ぎで回頭運動が行われ、マリンブレード号の舳へ先さきが風下に落とされた。翼つばさのごとく広がる帆が、風圧に膨ふくらんでいく。船が加速していく様子が、はっきりと感じられた。

　が──

　船せん尾びを振ふり返かえり、僕は慄りつ然ぜんとした。視界に入ったのは、鋼鉄の巨大な津つ波なみ。

　旋回運動によるロスのため、敵にかなり距きよ離りを詰つめられてしまったのだ。

　朝の海に、砲ほう声せいが轟とどろいた。マリンブレード号の周囲で水柱がそそり立った。

「左転桁索ブレースを緩ゆるめてヤードは直角スクウエア！」

　手で船長帽ぼうを押さえ、紗音が叫ぶ。

「船せん尾び迎げい撃げき砲ほう、やっちゃいなさい！」

　マリンブレード号からも、大たい砲ほうが火を噴ふいた。

　砲ほう弾だんは、前衛にいる敵フリゲート艦の舳先前に落ちた。風下で射程が伸のびないのだ。おまけに一発撃うつ間に、十発撃ち込まれてくる。全く容よう赦しやがない。そのうちの一発が、ついにマリンブレード号を捕とらえた。船せん尾び胸きよう壁へきが直ちよく撃げき弾だんを浴び、破は砕さい物が宙を舞った。

「紗音！」

「大だい丈じよう夫ぶ、この船は軍ぐん艦かん並みに頑がん丈じようなんだから！　一発ぐらいで沈しずまないわよ！」

　自慢げに言った途と端たん、船が揺ゆれて紗音がひっくり返った。

　二発、三発、四発と立て続けに砲弾が命中したのだ。敵はマストを潰つぶして航行不能を狙ねらっているらしく、頭上から大きな滑かつ車しや装置やら破片やらがバラバラ降ってきた。

「イソ、あいつら全部沈めちゃいなさい！」

『無茶言わないでほしいね。完全に火力不足ですぜ』

　伝声管の向こうから、掌しよう砲ほう長の磯いそ桐ぎりさんが悲しげに答えた。

　役立たず！　と叫んだ紗音が、再びひっくり返った。

「悠ゆう馬ま、何とかしてよ！」

「俺に何ができるってんだよ、大怪かい獣じゆうじゃあるまいし！」

　僕は怒ど鳴なり返しながら、彼女を抱だき起おこそうとした。

　船が揺れて、紗音を押し倒す格好になった。殴なぐる蹴けるの暴行を受けた。

「どさくさに紛まぎれてどこ触さわってんのよ、エッチ！」

　違ちがう。誤解だ。嬉うれしい──じゃない不幸な事故だ。

　船を囲むように水柱が立ち、甲かん板ぱんは水みず浸びたしになった。海み鶴つる来ぎさんとみるかちゃんが、耳を押さえて甲板に張りついているのが見えた。僕は彼女達に船内に入るよう言った。甲板にいるより安全だろう。二人はモズルを抱いて、船首昇しよう降こう口から船内に引っ込んだ。

　ミズキは水みず飛沫しぶきを浴びながら舷げん側そく通路に立っていた。手て摺すりを掴つかみ、キャメロット艦隊を睨にらんでいる。初代は幽体化して無傷だが、お手上げといった態度で空中を漂ただよっていた。

　このままでは撃げき沈ちんを待つばかりだ。助かる方法は、白旗を掲かかげるしかないが──

「おい、あれを見ろ！」

　突とつ然ぜん、誰だれかが喚かん声せいを上げた。僕と紗音は舷側から顔を覗かせた。

「悠馬、何あれ？」

「……さあ」

　体長数十メートルの巨大生物が、キャメロット艦隊に襲おそい掛かかっていたのだ。

　体当たりを浴びた駆逐艦が、ほとんど一いち撃げきで轟ごう沈ちんしていくのが見えた。

「シー・サーペントだ！」

　ミズキが叫んだ。大海蛇へびと呼ばれる、伝説の海かい棲せい生物である。

　キャメロット艦隊はもはやマリンブレード号どころではなく、全ての火器が海かい獣じゆうに向けられた。ただその攻撃は、洋上に水柱を立てるだけでほとんど命中していない。それでも散発的に直ちよく撃げきする砲弾が、シー・サーペントの細長い身体からだを確実に傷つけていった。

　壮そう絶ぜつな攻こう防ぼうだ。キャメロット艦隊と海の大だい蛇じやの死し闘とうは、さらに激しさを増し──

「チャンスよ！　今のうちに逃げるのだ！」

　紗音が目を輝かがやかせ、空の一点を指差した。

　マリンブレード号は、彼女が指差す方向とは逆方向に進んでいく。

　優ゆう雅がに着地した初代が、僕に向かってくすりと笑った。

「大怪獣とは、名案だったわね」

「そういうつもりで言ったんじゃないよ」

　いくらなんでも、こんなタイミングよく怪獣が登場するわけがない。

　シー・サーペントは、きっと《夏海引力》に牽けん引いんされて現れたんだ。



　四苦八苦した挙句、マリンブレード号は無事チューク諸島を突とつ破ぱした。

　その後も、船内は頻ひん繁ぱんに警けい戒かい態勢に入った。

　僕が夜半直に就いている時、奇き怪かいな霧きり状じよう生物が歪ゆがんだ光を発しながら出現した。そいつは触しよく手しゆを伸ばして襲ってきたため、マリンブレード号は片かた舷げん斉せい射しやを繰くり返して回避航行せねばならなかった。霧状生物は執しつ拗ように追い回してきたが、日の出と共に拡散して消しよう滅めつした。

「あんなの初めて見たわ！　ねえねえ、あの生物なんなの？」

　騒そう乱らんが去った後、紗音が興きよう味み津しん々しんに質問したが、初代に「知らないわよ、バカ」と一いつ蹴しゆうされて二人は喧けん嘩かになった。僕達は疲つかれていたから、誰も止めなかった。

　翌日、異常な潮流と突とつ風ぷうに見み舞まわれ、マリンブレード号は薄気味悪い小こ島じまに避ひ難なんを強いられた。魔ま的昂こう揚ように達した嵐あらしの中で、僕達は船の修理を行わなければならなかった。

　一度、海鶴来さんとみるかちゃんが孤こ島とうの中心を指差して、

「山より大きな巨きよ人じんがいますうっ！」

「怪獣の人！　怪獣の人！」

　と大おお騒さわぎをして、甲板を走り回った。また紗音が何か引き寄せたのかと思われたが、結局、巨人も怪獣も発見できず、マリンブレード号は無事に島を脱だつ出しゆつした。

　その後も海の魔ま物ものや謎なぞの発光体など、様々な超ちよう常じよう現象が行列をなして襲ってきた。

　だが一連の怪かい現象を、紗音は楽しんでいるようだった。ある時など彼女は航海日誌を僕に見せ、添てん削さくを求めてきたのだ。日誌は誤字、脱だつ字じのオンパレードで僕を閉口させた。

　例えば海かい賊ぞく船三隻せきと遭そう遇ぐう戦せんに入った日の日誌には、こんな記述がなされていた。

『迷の海族船三集と相偶。応戦し、これを激退。二集を激沈す』

　紗音は荒あらくれ者ものの船乗りらしい、ぶっきらぼうで素っ気ない記述に大満足したらしく、隊員に見せびらかしては感想を求めたが、誤字を指し摘てきする者はいなかった。



　針路上に不思議な島が出現したのは、出港から一ヶ月が経過した頃ころである。

　伝説の幽ゆう霊れい島が、ついに姿を現したのだ。
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　その奇怪な島は、ほとんど気まぐれ的に霧きりの中から姿を現した。

　誰もが疲れ果てた頃になって、ようやく見つかったのである。

　天測の結果、位置はマーシャル諸島の外れだった。

《針のない羅針盤》から放たれる青白い光線が、島の中央で高くそびえる城じよう塞さいの頂──灯台に似た白はく亜あの塔とうに突つき刺ささっている。間ま違ちがいなく、目の前にあるのは虚うつろ島じまだった。

「とうとう見つけたのね」

　左さ舷げんの手摺から、初代が感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

　マリンブレード号は全ての帆を畳たたみ、入いり江えの奥にある波止場に錨いかりを下ろした。

　紗しや音のんが上陸準備を指示している間、僕は島を眺ながめた。ピラミッド型をした小さな島で、大きさは一日で一周できる程度だろう。しかし想像を絶する驚きよう異いを秘めていた。

　豊かな緑があった。椰や子しやパパイヤ、ピーコック、マングローブなどが、島を飾かざっていた。色いろ鮮あざやかな花が咲さいていた。澄すんだ青い川が流れていた。美しい野生動物がいた。

　そして街があった──輝かしい廃はい墟きよが。

　街は城塞のある山の裾すそ野のに広がっていて、建物は全て白い大理石でできていた。かつては壮そう麗れいな黄金都市だったに違いない。だが現在は、熱帯性の樹木に半ば飲まれていた。

「う～ん！　空気がとってもおいしいですね！」

　一足先に上陸した海み鶴つる来ぎさんが、大きく深呼吸した。鍔つばの広いお嬢じよう様さま帽ぼう子しを被かぶり、花はな柄がら模様の日ひ傘がさを差している。何を勘かん違ちがいしているのか、完全に観光気分だ。

　みるかちゃんとモズルは、大きな蝶ちようを追い回していた。

「ことなん。ぱたぱた虫！」

「あまり遠くへ行っちゃダメですよ」

　まったく平和な連中だった。

　僕は前まえ髪がみを掻かき上げ、船の方を振り返った。五十人近い上陸部隊が、出発の準備を整えていた。全員が銃じゆう器きや剣けんを携たずさえて武装している。万一の用心のためだ。

　視線を転じると、甲板の隅すみに紗音とミズキがいた。何を話しているのか、二人とも身体を寄せ合って妙みように親しげだ。傍はたから見ると、そう……恋こい人びと同士のように。

　紗音は口元に手を添そえ、女の子っぽく笑っていた。

　そしてミズキも、優しげな微び笑しようで応えている。

「…………」

　なんか不ふ愉ゆ快かいだ。すげー不愉快だ。

　心にモヤモヤしたものを感じていると、海鶴来さんが囁ささやいてきた。

「気にしないで。紗音って気まぐれだから」

「気にしてないよ、別に」

　僕はぶっきらぼうに答えた。

　やれやれ。海鶴来さんに当たっても仕方ないのにね。

　間もなく上陸部隊の隊員が、ぞろぞろと波止場に降りてきた。マリンブレード号の実質的な指揮を担当する岬みさき・斉さい藤とうの両名は同行しない。岬さんは船の修理監かん督とく、斉藤さんは甲かん板ぱん清せい掃そうのためだ。船の汚よごれが気になって夜も眠ねむれなかったらしい。結構繊せん細さいな人だった。

　もちろん初代も居残りである。彼女は船の上から、ひらひらと手を振ふっていた。

「気をつけてね、悠ゆう馬まくん。お土産みやげ待ってるわよん」

　可愛いなあ、初代。抱きしめたくなっちゃうよ。

　にこにこと手を振り返していると、いきなり頭を叩たたかれた。痛いでっ。

　振り返かえると、紗音が三角旗のついた棒を手に立っていた。

「ボサッとしてないで、出発するわよ」

「何も叩くこたねえだろ」

「幽霊相手にヘラヘラしてるからよ」

　お前だってミズキといちゃついてたクセに。

「なんか言った？」

「別に」

　目を逸そらし、視線を落とす。

　三角旗には下手くそな字でこう書かれていた──『夏なつ海みたんけん隊ご一行さま』

「まさか『探検』って漢字、書けなかったのか？」

「違うわよ。平ひら仮が名なの方が可愛いんだから」

　紗音は真っ赤になって誘ゆう導どう旗きを振った。唇くちびるを尖とがらせて立ち去る時、海鶴来さんに「次の航海から国語辞典持ってきて」と囁くのが聞こえた。漢字能力低すぎだろ、お前。

　どうやら今回のコンセプトは、ツアーコンダクターらしかった。前はエレベーターガールの真ま似ねをしていたし、あるいはそういう系統の職業に憧あこがれているのかもしれない。

「それでは皆みなさん、これより虚島探検に参ります」

　先頭で誘導旗を片手に、紗音が可愛く言った。

「えー、この島は人じん跡せき未み踏とうの地。どのような危険があるか全く予想もつきません。ですからくれぐれも勝手な真似はせず、みんな仲良く団体で行動しましょう。ナットク？」

「おーっ！」

　隊員の男達が片手を突き上げた。

　何だ、このノリ？

　ダメだ。皆みんなおかしくなってやがる。長旅の疲れによる免めん疫えき力の低下で紗音ウィルスに感染したんだ、きっと。あっち側の世界に旅立ってしまったんだ、絶対。

「それでは、出発進行！」

　と、紗音が一歩目を踏ふみ出した時だった。

「あーっ！　もじゅもじゅ待てー！」

　突然モズルが駆かけ出だし、みるかちゃんが歓かん声せいを上げて追いかけた。

「みるかちゃん！　帰ってらっしゃい！」

　日傘を差したまま、海鶴来さんが後を追う。

「あんた達、勝手な真似はしちゃダメって言ったでしょ！」

　続けて紗音が、誘導旗を振りながら走り出した。

　おいおい、団体行動はどうなったんだよ。

「僕らも行こう！」

　ミズキに誘さそわれ、僕も紗音達を追いかけた。

　死に絶えた古代遺い跡せきを舞ぶ台たいに、変てこな追いかけっこが始まった。モズルを先頭に、みるかちゃん、海鶴来さん、紗音、ミズキ、僕、そしてマリンブレード号の隊員達──

「あんた達、勝手な真似はしちゃダメって言ったでしょって言ったでしょ！」

　旗をぶんぶん振り回し、四番手の紗音が叫さけぶ。

　こんなツアコンに案内されたら、誰だれも帰国できないな。

　そしてかなり意外なことだったが、みるかちゃんはなかなかの俊しゆん足そくだった。きゃっきゃと喜びの声を上げながら、モズルの後方にぴたりとつけている。日傘を差して走る海鶴来さんも、かなりの快足だった。これもちょっと驚おどろきである。もちろん紗音は言うまでもない。「あんた達、勝手な真似はしちゃダメって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょ！」などと喚わめきながら、土つち煙けむりを上げて疾しつ走そうしている。ミズキも足が速かった。

　そして僕はというと、短たん距きよ離り走そうは得意だが長ちよう距きよ離り走は大だい嫌きらいだ。だから、

「あんた達、勝手な真似はしちゃダメって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょって言ったでしょ！」

　という頃になると、もうかなりへばっていた。

　やがて、モズルが大きな神しん殿でんの入口で立ち止まった。続けて到とう着ちやくしたみるかちゃん、海鶴来さん、紗音、ミズキも足を止める。ほとんど最下位集団まで転落した僕は、ぜぇぜぇ息を切らしてようやく神殿の前に辿たどり着ついた。つ、疲つかれた……両りよう膝ひざに手を当てて、呻うめく。

「誰か、酸素吸入器、持ってない？」

　返事がない。

　あれ？　と思って顔を上げ──

　うわおっ!?

　僕は息を呑のんだ。目が眩くらんだ。一いつ瞬しゆんで疲ひ労ろうが吹ふき飛とんだ。

　神殿の中は、想像を絶する財宝で埋うめ尽つくされていたのだ。金貨に銀貨、翡翠ひすいに水すい晶しよう、刀とう剣けんに装そう飾しよく品、豪ごう華かな宝石に芸術的な彫ちよう刻こく──宝物の山が、圧あつ倒とう的てきな輝かがやきを放っている。

　マリンブレード号の面々は、みんな呆ぼう然ぜんとしてしばらく誰も言葉を発しなかった。超ちよう古代に栄えた文明の華はなやかさを廃墟の中に見み出いだし、その驚異にただ圧あつ倒とうされてしまった。

「す、すげえ……」

「うちの大金庫にある財宝と同じくらいありますね」

　海鶴来さんがそう呟いて、みんなを白けさせた。

　紗音が大喜びで足元の仔こ犬いぬを抱だき上げた。

「モズル、あんた凄すごいじゃない！　大おお手て柄がらよ！」

「わんっ」

「さあ、みんな！」

　彼女は右みぎ腕うでを突き上げ、元気よく叫んだ。

「『第二回　わくわく☆みんなで略りやく奪だつしまくって幸せになろうよ大会』の開かい催さいよ！」

「おーっ！」



　ピサロ顔負けの、恥はずべき略奪が始まった。

　紗音は身体からだ中に黄金を巻きつけ、お姫ひめ様さまみたいな煌きらびやかな姿になった。よほど興奮していたのか、「世界の海はあたしのものよ！」とエラく身勝手なことを口走っていた。

「ねえねえ、悠ゆう馬ま。この金貨をいっぱいかけて！　あたしの身体にいっぱいかけて！」

　僕は、床ゆかに寝ね転ころがる彼女の身体に大量の金貨を被かぶせてあげた。

「むっふう。極楽、極楽。余は満足じゃ」

　砂すな風ぶ呂ろみたいに首から下を黄金で埋めて、紗音は恍こう惚こつとしていた。

　血統書付きのアホである。呆あきれてものも言えなかった。

　もっとも浮うかれ騒さわいでいたのは、彼女一人ではない。全隊員が子供みたいにはしゃぎ回っていた。海み鶴つる来ぎさんは様々な装飾品で、みるかちゃんを着き飾かざって楽しんでいた。

　荷車を使って財宝をマリンブレード号に運ぶと、初代が歓声を上げて黄金の山にダイブし、うっとりとその感かん触しよくに浸ひたった。船で待機していた隊員達も大喜びだった。

　僕達は道徳心をかなぐり捨て、欲よく望ぼう丸出しで財宝をかき集めた。

　目に入る光物を片かたっ端ぱしから略奪していった。

　ただ一人、桜さくら波ばミズキを除いて。

　彼は丘おかの上に立ち、遠い眼差しで山頂の城じよう塞さいを眺めていた。



「あの城がどうかしたのか？」

　近寄って声をかけると、ミズキは驚いた様子だった。

　振り返ってきた碧へき眼がんが鋭するどくて、僕は一いつ瞬しゆん尻しり込ごみした。一人で物思いに耽ふけっていたところを邪じや魔まされて、怒おこったのかもしれない。だがすぐに、いつもの優しげな眼差しになった。

「あれが万ばん魔ま殿でん──王女ティアナスの居城さ」

「何があるんだ？」

「封ふう印いんされし破は壊かいの女神が眠ってる」

　ミズキは左手をポケットに入れ、潮風に金きん髪ぱつを泳がせた。

「変わってないな、五年前と。あの時も黒い風が吹いていた」

「…………」

「君には聞こえないか？　邪じや悪あくな女神の嘆なげき声が」

　僕は耳を澄すましてみたが、聞こえたのは大はしゃぎする紗音の声だった。

「騒そう々ぞうしい女の声しか聞こえん」

「夏海さんか。彼女、君に気があるみたいだ」

　それは妙に軽い口調で、思わず聞き流してしまうところだった。

　明らかにワンテンポ遅おくれた僕の反応に、ミズキはくすりと笑った。

「気づいてないのか？　君はもう少し鋭いと思ったけど」

「紗音は君の方が好きなんじゃないかな」

「彼女にとって僕は必要な人材に過ぎない。だけど君は、彼女にとっての……」

　ミズキは何か言いかけたが、結局そのまま口を閉ざしてしまった。

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくが生まれ、僕は何か喋しやべらなければならなくなった。

「彼女、ファザコンなんだってさ」

「好きになる人は選べない。人の心なんて、そんなものさ」

　しみじみとした言葉の奥に、僕はミズキの感情の揺ゆらめきを見た。それは紗音のことではなく、自分自身のことを言っている感じだった。

　その時、僕は彼の右手に銀色の物体が握にぎられていることに気づいた。よく見ると、それは二枚貝の形をしたコンパクトだった。鏡つきの化け粧しよう用具である。

　僕の視線に気づいて、ミズキは照れくさそうに笑った。

「好きな娘こにプレゼントしようと思ってね」

「…………」

　僕は、言いようのない胸むな騒さわぎを覚えた。いや、ショックを受けた。

　もしかしてとは思っていたが、やっぱりそうなのか？

　ミズキは、紗音のことを……？

　僕の動どう揺ようを感じたのか、彼は涼すずしげに目を細めた。

「君は僕と似ているね、凪なぎ沙さくん」

「そうか？　全然違ちがうと思うけど」

「他人を心から信じてない点で、僕達は似た者同士だ」

　その声には、哀あい愁しゆうすら漂ただよっていた。

「他の人は違う。みんな孤こ独どくが怖こわくて、だから信しん頼らいできる仲間が欲しくて、そして誰かに信じてもらいたいと願ってる。夏海さんなんてその典型さ。一人になるのが怖くて、いつも傍そばに人を惹ひきつけようとする。孤独を恐おそれる感情が、《夏海引力》の源なんだから」

「俺だって誰かを信じたいさ。けど裏切られて傷つくぐらいなら、一人の方がいい」

「だから心の奥に壁かべを築き、誰も立ち入れない自分だけの世界を持っている」

　ミズキは目をすがめて微び笑しようした。

「だから僕達は似た者同士なんだ。違いなんて、朝陽と夕陽の差ぐらいだね」

「朝陽と夕陽は、全然違うだろ」

「違って見えるだけで、どちらも同じ一つの太陽だ。ここから見える夕陽は、別の場所からは朝陽に見える。見ている角度、立っている場所が違うだけさ」

「…………」

　僕はミズキという人間が理解できなかった。今日まで一いつ緒しよに冒ぼう険けんをしてきたが、どういう奴やつなのかさっぱり分からなかった。そう、心の中に壁を築いて誰も立ち入れようとしないのだ。彼のそんな孤こ立りつ的な生き方に共感したのは事実だが、今はそれが無性に歯は痒がゆかった。近づこうとしても一向に近づけない、地球の周囲を回転する月の気分だった。

　その時、他人にとっての自分がそうかもしれないと僕は気づいた。

　人の心と心は、信じたいという想いと、信じてほしいという願いが引き合うことで結びつく。だが僕もミズキも、心の底から誰かを信じることができずにいた。これでは誰も僕を心から信じてくれないし、だから僕の周囲にあるのは表層的な人間関係だけなのか。

　なぜ、今まで気づかなかったんだろう。そんな単純なことに。

　そんな簡単なことを学ぶために、遥はる々ばるこんな島までやって来たのか？

　少々情けない思いに打ちのめされていると、ミズキがくるりと背を向けた。

「戻もどろう。そろそろ日が暮れるよ」

「なあ、ミズキ」

　僕は彼の背中に問いかけた。

「お前の好きな娘って、誰なんだ？」

　考えてみれば、友達にこんな質問をしたのは初めてだった。今まで他の奴が誰を好きになろうと、あまり関心がなかったのだ。他人は他人で、自分は自分。だから関係ないと思っていた。興味がなかった。だが今、桜波ミズキという友達を信じたいと僕は思った。

　ミズキが振ふり返かえってくる。その瞳ひとみには、闇やみと夕陽が映っていた。

「悪いが、君には言えない。特に今は」

　やはり、紗音なのか……

　静かな心持ちで、僕は悟さとった。

「そんなに好きなのか？」

「彼女のためなら、世界を敵に回して戦うこともできる。僕はそのためにここへ来たんだ」

　はにかんだ微笑を残して、ミズキは丘を下っていく。

　世界を敵に回すか。大した覚かく悟ごだよ。僕は嘆たん息そくした。

　紗音のことは面白い奴だと思うし、一緒にいると楽しいし決して嫌きらいではないが、僕にはそこまでの覚悟がない。だが最後に見せたミズキの瞳は、眩まぶしいほどの決意に満ちていた。誰だれかにはっきりとそう言い切れるミズキが、僕は少し羨うらやましいと思った。

「……？」

　人の気配を感じて振り返ると、みるかちゃんが岩いわ陰かげからこちらを見つめていた。どこかの王女様みたいに派手な装飾品を身につけ、一ひと振ふりの剣けんを持っている。

「海鶴来さんはどうしたんだ？」

「パンの人、あげる」

　みるかちゃんは剣を差し出すと、トテトテと走り去った。

　こちらもよく分からない女の子だった。

　僕は精せい緻ちな装そう飾しよくの施ほどこされた剣を手に、水平線に沈しずみゆく落陽を眺ながめた。

　華か麗れいな黄昏たそがれの中に何かの答えを見つけようと、僕はしばらく丘の上に立ち尽つくした。

　　　　＊




　結局その日は、神しん殿でんから財宝を運び出すだけで一日が終わった。

　紗音は数時間のうちに呆れ返るほどの黄金をマリンブレード号に積み込み、船に戻った僕の目を丸くさせた。パシフィス人に対する遠えん慮りよとか敬意というものが、全く感じられない。僕は欲よく深ふかい人類の歴史に新たな一ページが記述される瞬しゆん間かんを目もく撃げきした。

　その夜は、みんなで財宝を囲んで飲めや歌えやの大宴えん会かいとなった。

　楽しい夜だった。

　僕はしばらく初代や海鶴来さん達と騒いでいたが、紗音とミズキの姿がないことに気づいた。もしかして二人で一緒にいるのかと気になって、僕はこっそりと席を外した。

　探してみると、紗音は人気のない船首楼ろう甲かん板ぱんに一人でいた。樽たるの上に座り、ぼんやりと身に纏まとった装飾品を眺めている。虚うつろな表情からすると、どうやら例の鬱うつモードらしい。

「どうしたんだ、こんな所で？」

「別に。はしゃぎ過ぎて疲つかれただけ」

　彼女は手元の瓶びんをラッパ飲みした。僕は辺りを見回した。

「ミズキは？」

「ミズキくん？　さあ」

　一緒ではなかったらしい。少しホッとした。

「なんかさあ、拍ひよう子し抜ぬけしない？」

「何が？」

「お宝って手に入れるまでは面白いけど、手に入れちゃったらどうってことないわね」

　紗しや音のんがつまらなそうに言った。

　怪かい盗とうルパンか、お前は。

　僕は落ち着かない気分になって、痒かゆくもない頭を無意味に掻かいた。

　乗組員は船せん尾び甲かん板ぱんや船内で酒しゆ宴えんに興じていて、近くに誰もいない。暗い場所に紗音と二人きり。これはなかなか危険な状じよう況きようだ。なんだか狼おおかみになっちゃいそうな雰ふん囲い気きだった。

「どうしたの、悠ゆう馬ま？　ソワソワして」

「いや、別に」

　意識しちゃ駄だ目めだと思うと、ますます意識してしまうのが男のサガだ。僕の視線は紗音の濡ぬれた唇くちびるや、汗あせのにじんだ白い首筋や、ミニスカートから伸のびる健康的な太ふと腿ももに注がれた。そしてほんのり桜色に染まった頬ほおと、焦しよう点てんの定まらない潤うるんだ瞳……って、おい！

　こいつ、酔よってるじゃねーか。

「お前、それ酒か？」

「ああん。返してよ、あたしのラム酒」

「飲みすぎだ」

「返しなさい！　ムチでシバくわよ！」

「ダメ」

「何よ、優等生ぶっちゃって。地じ獄ごくの軍団呼び寄せちゃうゾ」

　可愛く言ってもダメ。

「もう十分飲んだだろ」

「これが飲まずにいられますかってのよ！」

「何だよ？　何が不満なんだ？」

「全てよ。年を取ること。漢字が書けないこと。水着コンテストで最下位だったこと」

　まだ根に持ってたのか、あのこと。

「こんな財宝のために命を賭かけた、あたしの親父おやじは大おお馬ば鹿か者よ。自分の命を捨てて、可愛い娘も捨てて……あたしがどんな思いで……今日まで……辛つらくて、寂さびしくて……ひっく」

　樽の上で三角座りをして、紗音は小刻みに肩を震ふるわせた。

　ダメだ。完全な酔っ払ぱらいだ。しかも泣き上戸かよ。

「どれだけ財宝を集めても、あたしの欲しいものは手に入らない。なのに、失なくしたくないものは、どんどん手元から消えてっちゃう……もうイヤ、こんな世界……」

「君は何も失ったりしないよ」

「あなた気づいてないの？　ホントに気づいてないの？」

　顔を上げた紗音の瞳は、淡あわい涙なみだで濡れていた。

「虚うつろ島じまが見つかったのよ。あたし達、もう一緒にはいられないのよ。あのおばあさんが言ったでしょ。あなたは元の世界に帰っちゃうのよ」

「…………」

　その時の衝しよう撃げきを、どう表現すればいいのだろう。

　僕は、そのことをすっかり失念していたのである。帰るべき世界のことを。

　いや、そんなの嘘うそだ。忘れるわけがない。考えないようにしていただけだ。

　お別れなのか？　本当に、もうすぐお別れなのか？

　紗音がしくしくと泣き始めた。僕と別れることが悲しくて泣いていた。

　そう思うと、紗音がたまらなく愛おしくなって。

　僕は彼女を抱だきしめていた。



    

  
    
      「悠馬……」

「俺、帰らないよ」

「え？」

「この世界に残る。君のいる、この世界に」

　重大な決断だったが、迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。

　今の僕には、紗音のいない世界など想像できなかった。

　そうだ。この世界に残ろう。彼女のいる、この世界に。

　紗音が喉のどを鳴らした。何か言おうとしたが、涙で声が出ないらしい。僕は構わず彼女を抱きしめ続けた。紗音の身体からだは柔やわらかく、壊こわれそうなほど華きや奢しやだった。その頼たよりなげな感かん触しよくで、紗音は女の子なんだ、ということを僕はしみじみと実感した。

「…………」

　身体を離はなし、見つめ合う。ゆっくりと、紗音が目を閉じた。

　星降る夜空の下で、僕は紗音にキスしようとした──

　背後で足音が聞こえた。

　……またかよ。もういい加減にしてくれ。

　ぎくりと振り返ると、海み鶴つる来ぎさんがフラフラ近づいてくるのが見えた。紗音は僕を蹴けり飛ばして身体を引ひき離したが（ひどい女だ！）、どう取とり繕つくろっても手て遅おくれだった。

「ぬっふっふ。見ちゃいましたよお」

　薄うす目めで笑う海鶴来さんが、「いえいっ」と言って甲かん板ぱんに倒たおれた。後からやって来たみるかちゃんも、ころんと海鶴来さんの隣となりに転がる。二人ともそのまま動かなくなった。

「ちょっと……琴こと菜な。誰よ、みるかちゃんにまでお酒飲ませたのは」

　樽からぴょんと飛び降りた紗音が、僕に向かって目くじらを立てた。

　女の子の変わり身の早さには毎度驚おどろかされるが、怒おこられ役は御ご免めんである。

「俺じゃないよ」

　と言った途と端たん、頭の中でぐわんと世界が回転した。

　あ、あれ？

「悠馬、どうしたの？」

「いや、なんだか……」

　かくんと膝ひざが折れて、僕も倒れた。急速に睡すい魔まがやって来た。倒れた拍ひよう子しに、甲板の遥はるか向こうで大勢の隊員が昏こん倒とうしているのが見えた。何か様子がおかしいぞ。

　なぜか一人だけ元気な紗音が、大声で叫さけんでいた。

「初代、初代！　出てきなさい！　何があったの？」

「船長、大変よ──」

「誰がそんな──」

「とにかく今は──」

　遠いお空の上で、紗音と初代が何か言い合っていた。二人とも切せつ羽ぱ詰つまった様子だ。

　朦もう朧ろうとしながら、僕は船内の異常を感じた。そのまま暗い眠ねむりに落ちていきそうになる。

　だがすぐに、眠っちゃ駄目だと自分を叱しつ咤たして僕は飛び起きた。

「しゃの──痛でっ！」

　顔面に、何かが激げき突とつした。

　お、お、うう……

　涙が出るほどの激痛に、僕は鼻面を押さえた。

　気がつくと、周囲は真まっ暗くら闇やみだった。甲板にいたはずなのに、どこか別の場所にいる。

　どこだ、ここは？

　混乱していると、右みぎ肩かたに初代の端たん正せいな顔が現れた。

「あ、悠馬くん。起きた？」

「初代、一体何が……？」

「船長命令で、あなたをベッドの下に隠かくしたのよ」

　なるほど。確かにベッドの下だ。いつの間に？

　僕は窮きゆう屈くつなベッド下から這はい出した。

「ベッドの下って、エロ本じゃあるまいし」

「こんな時でもユーモアを忘れないあなたって好きよ」

「何を──」

　言いかけて、きょとんとした。

「こんな時？」

「あなたは三時間も眠ってたの。時折『紗音、紗音』って寝ね言ごとを言いながらね。寝ねながら女の子の名前を呼ぶって、どんな夢を見てたのかしら。いやらしいわ」

　ほっとけ。

　赤面して、僕ははっとした。

「三時間？　俺、三時間も寝てたのか？」

「そうよ。大変だったんだから」

　さらりとした口調で、だが衝撃的なことを初代は言った。

「反乱が起きたわ」



　一瞬だけ意識を失った感じはあったが、実際には三時間も眠っていたらしい。

　その間に、あらゆる事態を覆くつがえす反乱の刃やいばが振ふり上げられたのだ。

「食事に睡すい眠みん薬やくを入れられたみたい。ありきたりな方法だけど、それだけに効果抜ばつ群ぐんね。みんなバタンキュー。平気だったのは、私と何も食べなかった船長だけ。あなたを除いた全隊員は捕つかまって、船倉に閉じ込められたわ。ぎゅっと縛しばられてね」

　あまり緊きん張ちよう感かんのない口調で、初代は続けた。

「ま、私がいれば助け出すのは簡単よ。でも反乱者どもが言うには、睡眠薬の効果であと三時間は起きないんだって。だから解放しても意味ないってわけ。あなたが早く目覚めたのは、船長といちゃついてて食事をあまり口にしなかったせいね」

「うるさいな。それより誰だれが反乱を起こしたんだ？」

「ミズキくん」

「まさか」

「こんな時に嘘つくほど、私、お茶目じゃないわ」

　初代は澄すまし顔で答えた。

「隊員の中に、彼の手下が五人混じってたの。あのロボット兵器を持ち込んだのも彼。次からは隊員が持ち込む荷物もチェックさせることね」

　ミズキが裏切った？　あのミズキが？

　なぜだ？　何のために？

　すぐには信じられなかった。

「紗しや音のんは？」

「降こう伏ふくして捕ほ虜りよになった」

「君がついてて、なんでそんなことになるんだよ！」

「仕方ないでしょ、船に爆ばく弾だんを仕し掛かけられたんだから」

　爆……!?

「安心して。私が見つけ出して解除したから。でも船長は時間を稼かせぐために、ミズキくんに降伏したの。それでみるかちゃんと一いつ緒しよに連れて行かれたわ、あの山の上のお城に」

　衝撃的な事実が、僕の頭を絨じゆう毯たん爆ばく撃げきしていった。

「紗音は無事なんだな？」

「今のところはね。あの娘こに変な真ま似ねしたら、何を引き寄せるか分かんないし」

　なるほど。

「でも安心できないわよ。ミズキくんが本当に必要なのは、みるかちゃんだもの。城門にかけられた封ふう印いんを解けるのは、パシフィス人だけって言ってたから。船長はただの人質。目的を達したら……最悪の場合、殺されるかもしれない」

「それはないだろ。紗音がいなきゃ、船なしでどうやって島から出るんだ？」

「ところが、もうすぐ迎むかえが来るの。彼、無線機でキャメロット艦かん隊たいと連れん絡らくを取ってたから。迂う闊かつだったわね。誰も彼がキャメロット社の人間だって気づかなかったんですもの」

　なんてこった。最悪じゃないか。

　そういやミズキの父親は、キャメロット社の人間だと言っていた。

　ならミズキがキャメロット社と繋つながっていても、不思議はない。

「そういや海鶴来さんは？」

「ここにいるわ」

　初代がベッド下から、ぐっすり眠りこける海鶴来さんを引っ張り出した。

「この娘このボディガード、全然役に立ってないんだけど」

「だろうな。彼女を頼たのむ」

　僕は船室を出ると、武器庫に向かった。

　が、やられた。武器は全てどこかに処分されていた。僕はその足で船長室に向かった。

　実は万一のことを考えて、紗音は船長室の床ゆか下したにも武器を隠していたのだ。出港前にそのことを教えてもらっていた僕は、船長室の隠し床ゆかを引き剥はがした。

　案の定、そこには大量の銃じゆう器きが保管されていた。

「一人で助けに行く気？」

　武器を選別していると、モズルを抱だいて初代がふわふわやって来た。

「私、手伝えないわよ。私はこの船の同化体だから、船外には一歩も出られないもの」

「君は残って船を守ってくれ。船の中なら超ちよう能のう力りよくも使えるから、一人でも大だい丈じよう夫ぶだろ。みんなが目覚めたら出港の準備を頼む。要領は分かるよな、君も船長なんだし」

　初代はこくりと頷うなずいた。

　僕は二挺ちようの拳けん銃じゆうを後うしろ腰ごしに挟はさみ、蛮刀カツトラスを携たずさえ、手しゆ榴りゆう弾だんを上着のポケットに突つっ込こみ、そしてみるかちゃんにもらった剣けんを腰こしに帯びた。後は弾倉マガジンに水すい筒とう、医い療りよう品、懐かい中ちゆう電灯などをリュックに詰つめ込んでいく。そしてショットガンを手に取って弾だん丸がんを込めていった。

「こんなこと言うのもなんだけど、勝ち目はないわよ」

　いつになく弱々しい声で、初代。

「相手はプロが五人。ミズキくんを入れて六人……死ぬわよ」

　まあ、そうなるだろうな。

「それでも行くのね。船長のためなら、死ぬのも怖こわくないってこと？」

　まさか。死ぬのは一向に構わないが、やっぱり怖い。

　けど、このまま放っておけないだろ？

　初代が寂さみしげな瞳ひとみで、こちらを見つめていた。

「好きなの？」

　僕は答えなかった。実のところ、自分の気持ちがよく分からなかった。

　すると彼女は、いきなり顔を寄せてきた。

「……！」

　突とつ然ぜんだった。甘い髪かみの香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、全身が金かな縛しばりに遭あった。

　長く、引き延ばされていく時間──

　静止した淡あわい世界の真ん中で、僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすだけだった。

　左頬ほおには、柔やわらかなキスの余よ韻いんが漂ただよった。

「女の子のキスは幸運のお守り」

　頬を赤くして、初代は僕の唇くちびるにぴとっと人差し指を押し当てた。

「死んじゃダメよ。死んでも、いいことなんて何もないんだから」

「……ありがとう。きっと戻もどってくる」

　ショットガンを手に、僕は頷いた。

　　　　＊




　マリンブレード号を降りた僕は、モズルと一緒に廃はい墟きよを駆かけ抜ぬけた。

　ミズキは少なくとも三時間以上先行している。それでも幼いみるかちゃんを連れているので、あまり早く移動できないはずだ。急げば意外とあっさり追いつけるかもしれない。

　輝かがやかしい南国の曙しよ光こうを背に受けて、僕は反逆者の後を追った。

　それにしても、ミズキはあの城で何をする気なのか。

　なぜ、何のために寝ね返がえったのか。

　裏切られたというのに、怒いかりも憎にくしみも湧わいてこなかった。ミズキの反乱を実感できなかったのかもしれない。つまり僕は、ミズキを友達として信じていたということか。

　街を抜けて城に続く斜しや面めんを登り始めた頃ころには、夜が明けて青空が広がっていた。

　僕は水筒に口をつけて、来た方角を振り返かえった。果てしなく広がる紺こん碧ぺきの大海が、陽光を反射してきらきらと煌きらめいていた。景色が流れて見えるのは、島が漂ひよう流りゆうしているせいか。

　と、水平線上に何かが見えた。

　双眼鏡で見ると、それは帆ほ影かげだった。一隻せきではない。五隻……いや、六隻か。

　キャメロット艦隊だ。あの距きよ離りだと、あと数時間で到とう着ちやくするだろう。

　紗音とみるかちゃんを助け出し、島を脱だつ出しゆつできるかはギリギリのところだ。

「こりゃ、急いだ方がいいな」

「だったら、いつまでも休んでるんじゃないよ」

　突然、背後で声がした。

　振り返ると、見覚えのある老ろう婆ばが岩場に座っていた。

「ばあさん……なんでここに？」

「買い物帰りに立ち寄ったのさ」

　老婆はゲラゲラ笑った。例の笑えないギャグらしい。

　モズルが嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振る。僕は銃じゆう口こうを下ろし、安あん堵どの息をついた。

「どうやってここに来たんです？」

「時間がないんだろ。歩きながら話そう」

　老婆は城へ続く階段を登り始めた。

「一言で言えば、《狭はざ間まの世界》を通ってきたのさ」

「《狭間の世界》……夢の世界のことですよね」

「その程度の知識は身につけたんだね。そう、夢の世界を通ってきたんだ。お前さんらのことは、夢の中から観察してたんでね。まあ、年寄りの暇ひま潰つぶしだと思ってくれ」

　随ずい分ぶんとサイケデリックな暇潰しである。

「あなたは何者なんですか？」

「お前さんと同じ、ただの人間だよ」

「ただの人間に、夢の世界を行き来するなんてできませんよ」

「別に難しいことじゃない。夢を見るのと同じさ。コツさえ掴つかめば、誰にでもできる」

「そういうもんですか？」

「そういうもんさ。例えばあたしゃあんたには見えないものが見えるけど、それはあたしが偉い大だいだからじゃない。お前さんとは空間の立ち位置が違ちがうだけなんだ。分かるかい？」

　全然。

「つまりね、マストのてっぺんにいる男は甲かん板ぱんにいる男より遠くまで見み渡わたせるけど、それは彼が超能力者だからじゃないだろ。単に高い場所に立っているに過ぎない。あたしの能力も、それと同じ。あたしとお前さんとじゃ、この世界を捉とらえてる角度が違うんだ。あたしはマストの上にいて、お前さんは甲板にいる。それだけの違いなんだよ」

　世界を認識している感覚的角度が違うだけで、僕と彼女に本質的な違いはないという。

　紗音の引力も、実は超ちよう絶ぜつ的な能力でもないと老婆は語った。

　前にもどこかで聞いた話だ。やはり彼女とどこかで会っている。

「やっぱり以前、あなたとどこかで会いましたよね？」

「いいや、それは《時の蜃しん気き楼ろう》さ。未来の出来事が、時空の屈くつ折せつによって過去の経験として認識される。俗ぞくに言う既視感デジヤ・ヴってやつだね。別に珍めずらしい現象じゃないよ」

　カレーは辛からくて当たり前、という感じの口調だった。

　この世界って何なんだろうか？

　考えれば考えるほど分からなくなってきた。

　そんな話をしているうちに、僕達は大理石の荘そう厳ごんな城門に辿たどり着ついた。

　それは七層の本丸と、高い塔とうを備えた堂々たる城じよう塞さいだった。城を囲む壕ほりには虹にじ色いろに輝く不思議な橋が架かけられていて、橋の向こうには重厚な鉄てつ扉ぴ。多分みるかちゃんが封印を解いたのだろう──左右に開かれた扉とびらの奥では、青黒い闇やみが奇き怪かいに流動していた。

「そうそう。お前さんに言っておくことがある」

「この扉をくぐる者、一切の望みを捨てよ？」

「この扉をくぐる者、己の心を信じよ」

　老婆がにやりと笑った。

　僕はモズルを連れて城の扉をくぐった。



　内部は、目を疑う壮そう絶ぜつな景色が広がっていた。

　群青色に揺ゆれる空間。辺り一面に輝く蒼あおい燐りん光こう。遥はるか頭上には冴さえ冴ざえとした煌き。それはまるで暗黒の宇宙を彩いろどる銀河の星々だ。足元には、柔らかな光を放つ宝石の砂すな浜はまがあった。その上には様々な色しき彩さいで明めい滅めつする神秘的な貝が落ちている。さらに水すい晶しようの岩と、七色の珊さん瑚ご、優美に踊おどる海草、色いろ鮮あざやかな熱帯魚……群れを作って優ゆう雅がに泳いでいる。

　そこは、美しく夢む幻げん的な海底世界だった。

「どうなってんだ？」

「空間の内側に、別の空間が埋うめ込まれてるんだよ」

　老婆は眉まゆをひそめる僕に言った。

「想像できないかね。五次元の世界を操るパシフィス人の基本概がい念ねんさ」

「五次元？」

「縦、横、高さ、それに時間が加わったものが四次元の世界。そして三次元空間を四次元的に取り囲んでいるのが、五次元世界だ。内と外という感覚に近い。空間の内と外」

　何のこっちゃ。

　僕が表情を険しくすると、老婆は乾かわいた笑い声を上げた。

「お前さんには分かりにくいか。部屋に置かれた水すい槽そうをイメージするといい。水槽の中が三次元世界で、中で泳ぐ魚があんた達。そしてその外側に広がる部屋が、五次元世界さ」

　水槽？　魚？　内と外？　分かるような、分からないような。

　まあ、どうでもいいや。社会見学に来たわけじゃないしな。

　小難しい理り屈くつはその辺に捨て、僕は城内に広がる深海を歩き始めた。

　突然、岩いわ陰かげから巨きよ大だいなサメが飛び出してきた。

「うわっ!?」

　僕はギョッとしてショットガンを構えた。

　ところがサメは僕の身体からだをすり抜けると、どこかに泳ぎ去ってしまった。

「言っただろ。あれは別の空間だ。虚きよ像ぞうだよ。目に見えても触さわることはできない」

　老婆がからかい気味に説明してくれた。

「異なる空間が、同一座標上に存在するんだ。擬ぎ似じ的な重複世界さ」

「……なるほど」

　実は全然なるほどではなかったが、とりあえずサメに襲おそわれる心配はないらしい。

　なら安心だ。僕は足を進めた。

　それにしても、深海ってのはエラくおっかない世界だ。

　振ふり返かえると、先程のサメが巨大なイカの触しよく手しゆに捕つかまってもだえ苦しんでいた。そのイカに今度はさらに巨大なカニが襲いかかる。激しい弱肉強食の世界。奇怪な帆ほを広げて漂うクラゲがいる。ぱたぱたと翼つばさを羽ばたかせる滑こつ稽けいな魚もいる。小魚に食らいつく二枚貝。貝を噛かみ砕くだく珊瑚。珊瑚に絡からみ付いて溶とかす海草。見ているだけで頭が変になりそうだ。

　しばらく歩き続けると、仄ほの暗ぐらい海水の向こうから妙みようなものがやって来た。

　出来損ないの操り人形マリオネツトみたいな生物だった。何だ、ありゃ？

「なにボサッとしてんだい！　あれはこっちの空間だよ！」

　老婆が怒ど鳴なった。

　人形の群れが、飛び掛かかってきた。仰のけ反ぞるようにして、銃じゆうを撃うつ。目前まで迫せまっていた怪かい物ぶつが、粉々に吹ふき飛とんだ。ついでに発射の反動で、僕も後ろに吹っ飛んだ。痛いてえ。

「侵しん入にゆう者を撃げき退たいする守護獣ガーデイアンだね。襲ってくるよ」

「な？　な？　な？」

　尻しり餅もちをついていた僕は、慌あわてて立ち上がった。

　冗じよう談だんじゃないぞ。後退しながらポンプアクションを繰くり返し、人形軍団を迎むかえ撃つ。

　凄すさまじい轟ごう音おんが、幾いく重えにも海底にこだました。しかし痩やせっぽっちの木で偶くどもは、銃じゆう弾だんをものともせず歩み寄ってくる。何だよ、こいつら無敵か？

　背後から、老婆の冷れい淡たんな声が聞こえた。

「この距離で当たらないなんて、悲ひ惨さんな腕うで前まえだね」

「ほっといてくれ！」

　ついでに怪物どもにも放っておいてもらいたかったが、連中は僕らを無視する気はないらしい。周囲からはトラウマになりそうな異形の生物が、続々と群がってくる。

　視界の隅すみから、タコの怪物が海底を這はって迫ってきた。僕は真横に逃にげながら引き金を絞しぼった。狙ねらいは正確だったが、銃弾はタコをすり抜けた。こいつは別空間の生物か。

　しかしタコの背後に潜ひそんでいた狼おおかみの怪物が、弾だん丸がんを浴びて断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを発した。

「どうやって区別すりゃいいんだよ！」

「感覚を研とぎ澄すまし、相手の気配を感じるんだよ」

　できるか！　ブルース・リーじゃあるまいし。

　おまけに全然命中しねえじゃんかよ、このショットガン。

　僕はやけくそ気味に、怪物の群れに手しゆ榴りゆう弾だんを放り投げた。

　至し近きん距きよ離りで爆ばく発はつしたせいで、僕は爆ばく風ふうに吹っ飛ばされた。

「あんた、まるっきり素人だね」

「俺がランボーに見えるか？」

「面白いこと言うね。でもあたしゃ退散するよ。あんたも逃げた方がいい」

　そう言い残すと、老婆は以前のようにフッと姿をくらました。

　うわっ、セコ！　ていうか、見捨てるかフツー!?

　なんて奴やつだ。だが呆ぼう然ぜんとしている場合ではない。

　頭のない黒い竜りゆうの群れが、鉤かぎ爪づめを振り上げて近づいてきた。

　ひいいいいっ！

　僕は立ち上がると、モズルと一いつ緒しよにその場を逃げ出した。
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　怪物に追われ、僕は銃を乱射しながら逃げ回った。

　城の内部は途と轍てつもなく広かった。おそらく外観よりも広かったに違いない──物理的にあり得ないことだが。分かるだろうか。建物の大きさよりも内部の空間の方が広いのだ。

　どういう理屈でそうなっているかは不明だが、とにかく途と方ほうもない広さだった。

　だから守護獣ガーデイアンの追つい跡せきを振り切った時、当然の結果として僕は迷子になっていた。

「うーん。困ったな」

　これでは紗しや音のんを見つけるどころか、帰り道も分からない。

　頭上を、巨大な白はく鯨げいが泳いでいった。

　遥か高みの海面から淡あわい光が射し込み、頭上で万まん華げ鏡きようのように映えている。

　方向感覚を失い、僕は途方に暮れた。と──

　地面をくんくん嗅かいでいたモズルが、「わんっ」と鳴いて歩き出した。

「分かるのか、モズル？」

「きゅん、きゅん」

　モズルは情けない声で鳴いた。

　……どっちだよ、一体？

　しかし、この仔こ犬いぬについて行くしかなさそうだ。僕はショットガンを手に歩き出した。

　海底のあちこちに階段や扉が設置され、そこを通過すると別の海底に辿り着いた──突とつ然ぜんぱっと景色が切きり替かわるのだ。珊瑚が踊る海底もあれば、無愛想な岩だらけの海底もあり、白い砂の海底もあった。優美な熱帯の海もあれば、暗い極海もあり、浅あさ瀬せもあれば深海もあった。場面転てん換かんは幾いく度どとなく訪れたが、どこも例外なく海の底だった。

　モズルが岩の斜しや面めんを登り始めたので、僕も後に続いた。

　恐おそろしく急な勾こう配ばいだった。まさか海底で登山するハメになるとはね。

　苦労して斜面を登り切ると、恐ろしく高い岩がん壁ぺきがそそり立っていた。

　行き止まりではない。壁へき面めんがくり貫ぬかれ、壮そう麗れいな大だい神しん殿でんが聳そびえていたのである。その手前には幅はばの広い階段があり、階段の上には巨大な柱が立ち並ぶ踊おどり場ば。そして珊瑚の壁かべと水晶の塔がそそり立っている。それはまさに、失われた神々の栄光の神しん殿でんといった趣おもむきだ。

「これが、万ばん魔ま殿でんか……」

　間ま違ちがいない。邪じや悪あくな女神、王女ティアナスの居城。

　神殿は絢けん爛らん豪ごう奢しやな外観をしていたが、入口からは暗黒の瘴しよう気きが漂ただよっていた。

「行こう、モズル」

　僕とモズルは、闇が渦うず巻まく暗い入口に向かって、慎しん重ちように階段を登っていった。

　神殿内部の薄うす暗ぐらい通路には、巨大な石材から彫ほられた奇怪な生物の彫ちよう像ぞうが並んでいた。

　高さは四、五メートルもある半魚人の像。旧約聖書に登場するダゴンだろうか。

　直線的に歪ゆがんだ奇き妙みような通路を進み、大広間に辿り着くと──

「!?」

　人の声がした。僕は壁に身を寄せ、中の様子を窺うかがった。

　いた。ミズキ達だ。

　そこはドーム状の穹きゆう窿りゆう天てん井じようを擁ようする、無む闇やみに広い空間だった。

　大樹を思わせる水晶の柱が渦巻きながら立ち並び、部屋の奥には失われた古代種族が築いた階段が設けられている。完かん璧ぺきな黄金比によって形成された芸術的な祭さい壇だんだ。

　祭壇の上には青白い水すい晶しようで造られた台座が設けられていて、そこに美しい少女が横たわっていた。絶世の美少女だった。しかも背中に白い翼が生えているではないか。天使？

　少女の胸には、黄金の矢が突つき刺ささっていた。胸を射貫かれ、死んでいる……

　いや、死んでいるのか？

　ミズキとみるかちゃんが台座の傍そばで何かしていた。こちらに背を向けているので、何をしているのかは分からない。祭壇の下では、見覚えのある五人の男が財宝を漁あさっていた。マリンブレード号の隊員で、ミズキの手下──というより、キャメロット社の工作員か。

　そして紗音は──

　彼女は少し離はなれた場所にいた。渦巻く柱にロープで縛しばられている。無事みたいだ。

「いいか、モズル。声を立てるなよ」

「わん」

　と、モズルが鳴いた。駄だ犬けんめ。

　僕は立ち並ぶ柱に身を隠かくし、忍しのび足あしで紗音に近づいた。まだ誰だれも気づいていない。ミズキは祭壇の上で何かしているし、水夫達は財宝集めに勤しんでいる。チャンスだった。

　僕は腰こしの蛮刀カツトラスを抜いて、紗音を縛いましめているロープを切ろうとした。

「悠ゆう馬ま！」

　紗音が大声を上げた。

　広間にいた全員が、一いつ斉せいに振ふり返かえった。

「あっ、小こ娘むすめが逃げるぞ！」

「撃て、撃て！」

　銃じゆう声せいが轟とどろき、紗音が悲鳴を上げた。

「きゃあああっ！　早く解ほどいてえ！」

　僕はロープを切ると、彼女の手を引いて柱に身を隠した。

「なんで大声出すんだ！」

「びっくりしたのよ！　忍び寄よってくるから！」

　当たり前だ。高笑いしながら登場すると思ったか？

　僕は紗音に銃を渡わたすと、柱の陰かげから二人で応戦した。

　銃じゆう口こう炎えんが煌きらめく。銃声が輻ふく輳そうする。形勢は不利だった。水夫達は素早く散開すると、柱を遮しや蔽へい物にして雨あられと銃弾を撃ち込んできた。子供相手に大人気ない連中だった。

　僕達はとにかく銃を撃ち、弾丸がなくなったら弾倉マガジンを排はい出しゆつして新しいものを装そう填てんした。

　その間、ミズキは書物を開いて一心に呪じゆ文もんを唱えていた。激しい銃声ではっきり聞こえなかったが、彼の言葉は日本語ではなかった。なんだか途轍もなく不ふ吉きつな予感がした。

　僕は空になった弾倉を交こう換かんしながら、柱の陰から祭壇を見やった。

「ミズキは何してんだ？」

「虚うつろ島じまと“〝契けい約やく”〟を結ぶとか言ってたけど」

「契約？　あそこで寝ねてる女の子は？」

「さあ。でも、もしかしたら」

　銃じゆうを撃うっていた紗音が、はっと息を呑のんだ。

　僕も悟さとった。王女ティアナスだ。パシフィス文明を破は滅めつさせた破は壊かいの女神。

　おいおい、嘘うそだろ。まさか、ミズキは──

「大変だ！」

「彼を止めなきゃ！」

　僕達は祭壇に銃じゆう口こうを向けた。

　ミズキが、少女の胸に刺さった矢を引ひき抜いた。

　そして──変化が始まった。



　四方を取り囲む石いし壁かべが、七色の光を放ち始めた。そしてどこからともなく、不思議なハミングが聞こえてきた。音楽的で、バス・オルガンを思わせる深みのある響ひびき。

　僕達は戦いを止め、辺りを見回した。誰もが古代の超ちよう文明に圧あつ倒とうされていた。

　祭壇の床ゆか下したから、水晶でできた直方体の突とつ起き物が突き出てくるのが見えた。

「紗音、あれは何だ？」

「多分、虚島の制せい御ぎよ装置」

　柱から顔を覗のぞかせて、紗音が呻うめいた。

　ミズキが水晶製の操作卓コンソールの前に立つ。《針のない羅ら針しん盤ばん》を嵌はめ込んで、

「凪なぎ沙さくん、君を甘く見てたよ。まさか一人で追って来るとはね」

　彼は涼すずしげな微び笑しようを浮うかべた。

「それとも《夏なつ海み引力》に牽けん引いんされたかな」

「お前の目的は何だ？」

「王女ティアナスの復活」

「何のために？」

「好きだからさ。ずっと昔から」

　ミズキは愛おしげに眠ねむれる少女の頬ほおを撫なでた。

「五年前、僕はこの島で王女ティアナスに出会った──正確には彼女の思念とね。以来、僕は彼女を解放するために生きてきたんだ。さあ、夏海さん、君なら封ふう印いんされたティアナスの魂たましいを引き寄せることができるはずだ。眠れる女神を目覚めさせてくれ」

「お断りよ、そんなの！」

「分かってると思うが、君達に選せん択たく肢しはない」

　ミズキはみるかちゃんの頭に銃口を押しつけた。

　思わず飛び出そうとした僕の腕うでを、紗音が掴つかんだ。

「撃てっこないわ！　みるかちゃんがいなきゃ、島は制御できない！」

「なるほど、確かに。じゃあ一つ、君達に面白いものを見せてあげよう」

　ミズキはみるかちゃんの頭から銃口を外すと、水晶の操作卓コンソールに手を翳かざした。

　彼の背後に、大きな映像が浮かび上がった。

　四つのフレームで構成された立体スクリーン──その一つには、洋上で艦かん隊たい行動を取る帆はん船せんが映し出された。虚島に接近するキャメロット艦隊だ。もう間もなく島に到とう達たつする。

　残ざん忍にんな笑みを湛たたえたミズキが、未知の言語で呟つぶやき始めた。

　すると隣となりのフレームに映る虚島の塔とうが、眩まばゆく発光し始めた。

　な、何だ？

　塔の直上で、空間がぽっかりと円形の穴を開ける。

　そして七色の渦か動どうから、黒い何かが飛び出してきた。

　巨きよ大だいな、それは暗黒の竜りゆうだった。

　大きく翼つばさを広げた竜は、急降下してキャメロット艦隊に襲おそいかかった。

「どうだ、すごいだろ？」

　ミズキは水晶に手を乗せて、竜を操っていた。

「かつてティアナスは、この装置を使って異界から邪悪な眷けん族ぞくを呼び出し、マルナックの軍勢に対たい抗こうした。これは、指向性引力発生装置だよ」

　な、何……？

「どういうつもりだ、桜さくら波ば！」

　祭壇の下にいた水夫が、叫さけんだ。

「俺達を裏切るつもりか!?」

「僕はキャメロット社に忠誠を誓ちかった覚えはない。父を殺したのが会社の連中だってことを、知らないとでも思ったのか？　虚島を手に入れたら、僕も殺すつもりだったんだろ」

「貴様……！」

　水夫達が一斉にライフルの引き金を引いた。だが放たれた銃じゆう弾だんは、その効果を発揮しなかった。ミズキの手前で光の壁が出現し、弾だん丸がんを全て撥はね返したのだ。

「神の力を手に入れた僕に、戦いを挑いどむ気か」

　ミズキが、爽さわやかに笑った。

「救いようのない愚おろかさだね」

　今度は立体スクリーンの中に、醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつが出現した。

　半魚半人のおぞましい魔ま物ものの群れ──ダゴンだ。スクリーンの中から、指向性引力に牽引され大広間に這はい出してくる。怪物達は高く咆えると、水夫に襲い掛かかった。

　銃声と悲鳴、絶ぜつ叫きよう、そして肉を切きり裂さく音が、大広間にこだました。戦せん闘とうは激しかったが、呆あつ気けなく終わった。五人の水夫は、変わり果てた姿になって床ゆかに転がった。

「ひどい……」

　凄せい惨さんな光景から目を逸そらす、紗しや音のん。僕は声も出なかった。

　死体を冷たく見下ろしていたミズキが、スクリーンに目を向けた。

　キャメロット艦隊は闇やみ雲くもに艦かん砲ぽう射しや撃げきを繰くり返し、竜を追おい払はらおうとしていた。だが高速で上空を旋せん回かいする竜に対して砲ほうは射角が取れず、全く命中弾だんを得られていない。逆に竜は鉤かぎ爪づめでマストを破壊し、口から火の玉を吐はき出して一隻せき、また一隻と船を撃げき沈ちんしていく。

「不ふ遜そんだよ。神に刃やいばを向けるなど」

　炎ほのおと黒こく煙えんに包まれる艦隊を、ミズキは穏おだやかな眼差しで眺ながめていた。

「あの竜を消すには、僕が自分の意思でそうするか、僕を倒たおすしかない。どうだい、夏海さん？　これで降参する気になったかな？　それとも、まだ僕に立ち向かうつもりか？」

　彼は完全に状じよう況きようを楽しんでいた。

「いいだろう。次は君のマリンブレード号だ」

「待って！」

　銃を捨てて、紗音が柱の陰から出た。

「分かったから、みんなには手を出さないで」

「それは君次第だよ」

　僕は祭壇の上の少年を睨にらんだ。

「そいつは邪じや悪あくな女神なんだろ。世界を滅ほろぼすつもりか？」

「愛に善も悪もない。ただ愛のみが存在する」

　ミズキの口調には淀よどみがなかった。

「僕は五年間、あらゆる知識を身につけ、あらゆる努力をしてきた。彼女をこの世に復活させるためにね。僕は世界の支配などに興味はないし、人類に恨うらみもない。僕の願いは彼女と愛し合うことだ。僕はそのために、それだけのためにこの島に戻もどってきたんだよ」

「相手は破壊の女神だぞ」

「好きになる人は、選べない」

　少し哀かなしげな瞳ひとみだった。

　ミズキが恋こいしていたのは、紗音ではなく王女ティアナスだったのか。そして彼は、ただ一いち途ずにその恋を成就させるために世界を滅ぼそうとしている。

　善悪論を超こえて、僕はミズキに敬意を覚えた。五年間ひたすら一人の少女を想い、命の危険を冒おかして彼女に会いに来たのだ。莫ばく大だいな財宝のためでなく、ティアナスと再会するために。愛のために。驚おどろくほど純じゆん粋すいで、一いち途ずな想い。僕にそんな勇気と行動力はなかった。

「あなた、正気じゃない。狂くるってるわ」

「恋は狂きよう気きだよ、夏海さん」

　ミズキの表情は優しく、そして悲しげだ。

「一人で君を救いに来た凪沙くんを見なよ。正気の人間なら、そんな無茶はしない。人を好きになるってのは、そういうことだ。世界を敵に回して戦える。だろ？　凪沙くん」

「…………」

　僕は答えなかった。答えられなかった。

　果たして、そこまで紗音のことを想っているのかどうか──

　実のところ、よく分からなかった。

「さあ、夏海さん。ティアナスの魂を呼よび戻してもらおう」

「嫌いやだって言ったら？」

「マリンブレード号の航海は、ここで終わる」

　選せん択たくの余地はなさそうだった。

　紗音が、小声で囁ささやいてきた。

「作戦があるの。あたしに任せて」

　何をする気だ？　既すでに王手詰みチエツクメイトの状態で、打つ手があるとは思えないが。

　紗音は祭さい壇だんを登ると、王女ティアナスの額にそっと手を添そえた。

　目を閉じて、精神集中する。神に祈いのりを捧ささげる巫み女このように。

　いや、無理だ。女神の魂を引き寄せるなんて、できるわけがない──

　そんな僕の確信は、凄すさまじい瘴気によって消し飛んだ。邪悪な気配が、神しん殿でん内に満ち始めた。広間にいたダゴン達が、キーキーと喚わめき声ごえを上げた。ティアナスの頬に朱しゆが差していく様子が、スクリーンに映っていた。胸むな騒さわぎが急速に膨ふくれ上がっていく。マジかよ。

　突とつ然ぜん。

　紗音はがくっと項うな垂だれて、台座に手をついた。

　力ちから尽つきたらしく、彼女は肩かたで大きく息をした。

「どうした、夏海さん？　悪くない、もう少しだ」

「そうでもないわ」

　近づいてきたミズキに、紗音は足あし払ばらいをかけた。

　ミズキは後ろに跳とんでかわしたが、その隙すきに彼女はみるかちゃんの手を取っていた。そう、演技だったのだ。

「逃にげるわよ、みるかちゃん！」

「ああん、ジュースの人」

　二人が祭壇を駆かけ降おりてきた。彼女達を逃のがすまいと、ダゴンの群れが一いつ斉せいに動き出す。

　僕は足元のショットガンに飛びつくと、引き金を引きながら二人を迎むかえ入れた。

「作戦ってこれか!?」

「そうよ！」

「これが作戦なのか!?」

「そうよ！」

　銃じゆうを受け取った紗音が、派手に斉せい射しやした。

「作戦名は、“〝出たとこ勝負”〟！」

　出たとこ勝負とか言ってる時点で作戦じゃねえし。

　無茶苦茶だ。彼女を信じた僕がアホだった。

　怪物の群れが、悪夢の津つ波なみとなって押し寄せてきた。

「やっつけるのよ！」

　後退しながら、紗音は半魚人を撃うち倒していった。

　　　　＊




　そこからは大乱戦だった。

　僕と紗音はみるかちゃんを守りながら、群れをなして襲ってくるダゴンに銃弾を浴びせ続けた。おぞましい魔物は奇き声せいを発し、暗緑色の血を降らせて倒れていく。といっても怪物を仕留めているのはほとんど紗音で、僕の撃った弾たまはどこに飛んでいってるんだ？

「この距きよ離りで当たんないって、悲ひ惨さんな腕うで前まえね！」

「それはさっき言われたよ」

「……誰だれに？」

　紗音は怪け訝げんそうな顔をしたが、お喋しやべりしている場合ではない。ミズキが操る引力発生装置に牽けん引いんされ、さらに新手の集団が広間に現れたのである。キリがねえな、くそっ。

　銃弾を撃ち尽つくした紗音が、弾倉マガジンを排はい出しゆつして振ふり向むいてきた。

「弾た丸まを！」

「これが最後だぞ」

　僕は最後の弾倉を彼女に放り投げた。だが忠告したにもかかわらず、紗音は闇雲に引き金を引いた。節約という概がい念ねんがないのか、こいつには。彼女はすぐに弾丸を撃ち尽くした。

「剣けんをちょうだい！」

「ほらよ！」

　僕は腰こしの蛮刀カツトラスを放ってあげた。

　振ふり返かえりざまに剣を受け取った紗音が、身体からだを一回転させて怪物に斬きりつけた。そして返す刃で、さらに一いち撃げき。白はく刃じんが煌きらめくたびに、怪物は次々と屠ほふられていく。見事な腕前だ。

　ミニスカートをひらめかせて剣を振るう紗音は、可か憐れんな戦乙女ヴアルキリーみたいだった。

　僕も銃を捨てると、腰の剣を抜ぬいて斬り込んだ。

　残りは五匹ひき。三匹びきは紗音に向かい、二匹は僕に挑みかかってきた。

　僕は怪物の鉤爪を受け止めると、ほとんどデタラメに剣を旋回させた。

　しかし怪物はあっさり間合いを切ると、ぴょんぴょん跳び回りながら襲おそってきた。意外にすばしっこい。僕の剣は一割打者のバットのように、虚むなしく空を切るだけだった。全く掠かすりもしない。身体能力で勝るダゴン達は、巧たくみに回かい避ひし、波状攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。それを剣で受け止め、捌さばくので精せい一いつ杯ぱいだ。僕は徐じよ々じよに追い詰められていった。

　紗音も同様だった。彼女は僕よりずっと巧みに剣を操っていたが、三匹のダゴンは横の壁かべや柱を蹴けって跳び回り、彼女を翻ほん弄ろうしていた。次第に紗音は壁かべ際ぎわまで後退し、防戦一方になった。彼女の表情が、疲ひ労ろうに歪ゆがんでいくのが視界の隅すみに見えた。

「パンの人ぉ」

　突然、みるかちゃんの悲しげな声がした。

　振り返ると、ミズキが彼女の頭に銃じゆう口こうを押し当てていた。

「これでチェックメイトだ。武器を捨ててもらおう」

　しまった……！

　背後で悲鳴がした。振り返ると、紗音も怪かい物ぶつに取り押さえられていた。

「凪なぎ沙さくん、僕は本当に君を甘く見てたよ。正直、ここまでやるとは思わなかった」

「気にしないで、悠ゆう馬ま！　あたし達を殺せるわけないわ！」

　紗音が叫さけんだ。

「殺したら、ティアナスを復活できないもん！」

「僕に協力する気がないなら、君には死んでもらう。生かしておくと危険なだけだ」

「お前にそんな真ま似ねができるもんか」

「君に宣言したはずだ、凪沙くん──僕は王女ティアナスのためなら世界を敵に回して戦える、と。彼女の復活が僕の最優先事じ項こうであり、唯ゆい一いつ絶対の命題なんだよ」

　紗音の白い首に、怪物の鉤爪が押し当てられた。



    

  
    
      　顎あごを持ち上げ、彼女は苦しげに喘あえぎ声を漏もらす。

「今や僕達は、同じ立場にあるんだよ、凪沙くん。僕はティアナスのために世界を滅ぼそうとしている。そして君が夏海さんを救うには、世界を犠ぎ牲せいにしなければならない」

「お前は間ま違ちがってるぞ、ミズキ」

「なら君は、正しい選択ができるかな？」

　正しい選択。世界を救う、たった一つの正しい選択は──

　僕は、じわじわと近づいてくるダゴンを一いち瞥べつした。

　ミズキに斬りかかることだ。それで怪物達は消しよう滅めつし、世界は救われる。

　ただその代だい償しようとして、紗しや音のんの首は床ゆかに落ちる。彼女は死ぬ。

　その現実に耐たえられるか？　紗音の死に耐えられるか？

「…………」

　ちっくしょう。ダメだ……できない。

　唇くちびるを噛かみしめて、僕は剣を床に捨てた。

　ミズキの青い瞳に、憐れん憫びんが浮うかんだ。

「君が間違った決断を下すことは分かってたよ」

「なんでよ、悠馬！　あたしのことはいいから戦いなさいよ！」

「そうじゃないんだ、夏海さん。そうじゃないんだ」

　じたばた暴れる紗音に、ミズキが告げた。

「これは君が望んだ結末だよ。君が求めた世界の終わりだ」

「こんなこと、あたしが望むわけないでしょ！」

　その時──

　僕の頭の中で一つの解答が焦しよう点てんを結んだ。ま、まさか。

「凪沙くんは、気づいたみたいだ。でも手て遅おくれだったね」

　みるかちゃんの頭に銃を向けたまま、ミズキが肩をすぼめる。

「そういうことさ。夏海さん、僕や凪沙くんのせいで世界が滅ほろびるわけじゃない。君のせいで、この世界は終わるんだ。破は滅めつの扉とびらを開いたのは、君だ」

「何？　どういうこと？」

「王女ティアナスの万ばん魔ま殿でん──この虚うつろ島じまは、英えい雄ゆうマルナックによって深海に封ふうじられた。それがなぜ、現代の太平洋を漂ひよう流りゆうしてるんだ？　誰がどんな力で海上に引ひき揚あげた？」

「違ちがう！　あたしじゃない！」

「全ては偶ぐう然ぜんではなく、必然だったんだ。僕が夏海さんと出会ったのも、みるかちゃんや初代との出会いも。君がマリンブレード号や《羅ら針しん盤ばん》を手に入れたのもね。全て虚島に辿たどり着つくのに必要な鍵かぎだったんだ。この僕ですら、君の計画の中で踊おどるピエロに過ぎなかったんだよ。全てが君の願いを叶かなえるために、君の元に引き寄せられた道具だったんだ。まるで太陽の周りを旋せん回かいする惑わく星せいのように、君の引力が僕らの運命を縛しばってる」

「嘘うそよ！」

「君が破滅を望んだんだ。世界の終わりを。心当たりがあるはずだ」

「……！」

　紗音の表情に、決定的なひびが入った。彼女の中で何かが崩くずれたのを、僕は感じた。紗音の身体から、すっと力が抜けていく。つまり、そういうことだ。世界を滅ぼしてしまうものを、紗音は引き寄せてしまったのだ。もうどうしようもない。僕は敗北を悟さとった。

「僕達は共に世界を捨てた。さあ、全てを終わらせて望みを叶えよう」

　ミズキが穏おだやかに言った。

　……いや、ちょっと待て。

　僕は、ミズキの言葉に引っ掛かかりを覚えた。彼の見解は正しい──九割は。だがミズキの説には、辻つじ褄つまの合わないことがある。僕だ。紗音の世界破滅計画の中で、僕だけが何の役割も果たしていない。モズルが僕をここへ導くための鍵だとしたら、僕の役目は何だ？

「君の考えてることが、手に取るように分かるよ。凪沙くん」

　薄うすく笑うミズキの声には、同情の響ひびきがあった。

「夏海さんがなぜ君をこの世界に呼んだのか。君自身の役割を考えてるんだろ？　君の果たすべき役割を。まだ分からないのかい？　夏海さんが君に何を望んでいるのか」

　憐あわれみの瞳ひとみで、彼は僕に銃口を向けた。

「ここで僕に殺されることが、君の役目なんだよ」



　ミズキの声は、不可視の弾だん丸がんとなって虚こ空くうを滑ぬめり──

　僕の心を貫つらぬいた。

「な、何……？」

「知っての通り、《夏海引力》の源は孤こ独どくな心だ。そして彼女の自己防衛本能が、《引力》を指向性という形に限定している。この話を聞かされた時、僕は思ったんだ──《夏海引力》それ自体を抑よく止ししている存在があると。最初は海み鶴つる来ぎさんかと思った。でも違った」

　ミズキの口調は滑なめらかで、どこか冷然としていた。

「きっと夏海さんは、君の中に自分と同じ匂においを感じたんだろう。同じ心の傷を。だからこそ君の存在が彼女の孤独を癒いやし、《夏海引力》を押さえ込んでるんだ」

　航海中、僕は幾いく度どとなくミズキの視線を感じていた。

　そういえば意味もなく手を握にぎられたこともあったか。

「それを調べるために、俺に近づいたのか？　ずっと騙だましてたのか？」

「君のことは友達だと思ってる。でも僕には、それ以上に大切なものがあるんだ」

　悲しげな青い瞳は、まるで謝罪しているようだった。

　もうそれ以上は聞きたくなかった。耳を塞ふさいで逃にげ出したかった。

　だが僕は何もできず、ただ呆ぼう然ぜんとミズキの声を聞いていた。

「《夏海引力》の制約者たる君が死ねば、夏海さんは真の孤独を味わうことになる。その瞬しゆん間かん、抑よく止し力りよくを失った彼女の《引力》は極限まで解放され、ティアナスは復活──彼女が望む世界の終わりが実現するんだ。君はそのために、この世界に、この場所に導かれたんだよ」

　僕は紗音の方を振り返った。

　彼女は震ふるえる瞳のまま、真っ青になって弱々しく首を振るだけだった。ショックのあまり声も出ないらしい。だがそんな彼女の反応が、ミズキの言葉に真実味を持たせていた。

　そうだったのか、紗音？　世界を滅ぼすために、俺まで利用したのか？

　俺をここで殺し、破は壊かいの女神を復活させるためにこの世界に呼んだのか？

　世界を破滅させるために──

　そしてミズキは、ずっと偽いつわりの友情で俺を騙し続けてきたのか？

　裏切られた思いでいっぱいだった。その場に座り込んで、泣きたい気分だった。

　やはり人を信じるものじゃない。薄っぺらい友情なんて、自分が傷つくだけだ。

　僕の心は打ちのめされ、粉々に砕くだかれていった。

　僕は目を閉じた。もう終わりだ。今さら逃げ出す気力もないし、逃げたところで助かる見込みもない。紗音の《引力》が僕を捕つかまえているのなら、この運命からは逃のがれられない。

　僕は《夏海引力》の制約者──起き爆ばく装置のスイッチだったのだ。

　適切な場所、適切な時間に爆ばく弾だんが爆ばく発はつするよう仕組まれた安全装置。

　そして今まさに、スイッチが押されようとしている──僕の死。

　その現実から逃げ出せないなら、目を閉じる以外に何ができる？

　瞼まぶたの裏に、引き金を絞しぼっていくミズキの残像が浮かんだ。

　と──その時。

　別の残像が脳裏をよぎった。

　あの老ろう婆ばの言葉──『己の心を信じよ』

　僕の心。ボクノココロ。

　僕は目を見開いた。

　──紗音。

　そう。僕の心の中心にいるのは、間違いなく彼女だ。

　多分、僕は紗音のことを……

　自分の心を信じること。それはつまり──

　ミズキが、引き金にかけた指に力を込めていく。

　あと数秒で終わる、僕の世界。

　いや、まだだ！

　諦あきらめるな！　考えろ！

　拳こぶしを握りしめ、僕は巨きよ大だいな絶望に抗あらがおうとした。どこかに突とつ破ぱ口こうを求めた。

　ここで諦めたら、全てが終わる。紗音も、世界も、僕自身も。

　流れる汗あせが、頬ほおを伝う。自分に向けられる銃じゆう口こうを、僕は真まっ直すぐ見つめた。

　ミズキの話は、確かに筋が通っているように思える。

　しかし、あまりに単純すぎないか？　人の心はそんな一面的なものではないはずだ。例えば僕だって世界の終わりを願うことがある。だが、そうではない世界も願っている。

　紗音は自分のことを『ちょっとした二重人格』と言った。ならば世界の破滅を望む彼女の他に、それを拒こばむ彼女もいるんじゃないか？　僕が《夏海引力》の制約者？　つまり彼女は、僕にそれを望んだってことじゃないか。《引力》の暴走を封じる役目を、僕に──

　考えろ！　世界を終わらせる僕の役割でなく、彼女を救う僕の役割を。

　紗音の願いは何だ？　彼女が僕に望んでいることは？

　紗音の本当の願いは──？

　海陽丸のことが、頭に浮かんだ。ミズキが見過ごした、もう一つの鍵。

「ミズキ、少しでいい。紗音と話をさせてくれ」

「愛の告白でもする気かい？」

「頼たのむ。一分だけだ」

「まあいいさ。世界が終わる前に、自分の気持ちを伝えるといい」

　僕は紗音に向き直った。

　こうなったら一か八かだ。賭かけてみるしかない。

「紗音、親父おやじさんを許してやれ」

「……え？」

「君の親父さんは、どうしようもない大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ。こんなくだらない島のためにたった一人の娘むすめに寂さびしい思いをさせて、勝手に遠くへ行っちまうなんてさ。父親失格だよ」

　頼む。通じてくれ。僕は祈いのりながら言葉を続けた。

「けど、もう死んじまったんだ。このまま憎にくみ続けても仕方ないだろ」

「何よ、こんな時に」

「こんな時だから言ってるんだ。君だって本当は、憎みたくないはずだ」

「ふん、分かったわよ。もう許してあげる」

「違う。心の底から許してあげるんだ」

「何よ、あんたにそんなこと言われる筋合い──」

　そこで、紗音が顔色を変えた。通じた！

　彼女が目くじらを立てた。僕の意図を察して怒おこったのだ。それで僕の役目は終わりだった。後は紗音が決断する。天国だろうと地じ獄ごくだろうと、結末を決めるのは彼女だ。なぜならこのゲームを支配しているのは、桜波ミズキではなく、夏海紗音なのだから。

　そして今の僕にできることは、彼女を心から信じることだった。

「さて、時間切れだよ」

　振ふり返かえると、ミズキは拍ひよう子し抜ぬけしていた。

「世界の終わりを前に、もっと感動的な話ができなかったのかい？」

「これからが本題だよ」

「残念だが長話をさせる気はない。悪く思わないでくれ、凪なぎ沙さくん」

「いや。悪く思うのはお前の方さ、ミズキ」

　僕はにやりと笑った。それは逆転の王手宣言チエツクメイト。

「何がおかしい？　何を企たくらんでる？」

　ミズキが、戸と惑まどいの色を浮うかべる。

　彼の背後で、闇やみが人の輪りん郭かくを描えがき出した。銃じゆうを持った男が近づいてきた。

「いい銃を持ってるな、君」

「なっ……！」

　ミズキの顔が、驚きよう愕がくにひび割れた。

　夏海俊しゆん介すけは、意表を突つかれた彼の身体からだに銃じゆう弾だんを撃うち込んだ。



　広間にいたダゴン達は、ミズキが倒たおれたことで消しよう滅めつした。

　虚うつろ島じまの“〝契けい約やく者”〟であるミズキの思念が途と切ぎれたため、指向性引力が消滅──この世界での存在感を失ったのだろう。島の上空を旋せん回かいしていた竜りゆうも、姿を消した。

　言うまでもないが、夏海俊介はこの世の者ではない。

　彼は《夏海引力》によって、あの世から舞まい戻もどってきたのだ。

　その後の父娘おやこのやりとりは、申し訳ないがここには書けない。僕は気を利かせて離はなれた場所にいたため、二人の会話を聞いていないのだ。内容はプライベートなことだし、僕が立ち入るべきことでもなかった。これを読んでいる方でさえ、関係のないことである。

　ただ紗しや音のんと彼女の父は、お互たがいに語るべきことを語り合ったとだけ述べておこう。

　ぎこちなく会話する父娘を眺ながめながら、紗音が本当に求めていたものが世界の破は滅めつなどではなかったことが僕には分かった。多分、彼女は……いや、もういいだろう。

　あの世に帰っていく父親を見送る紗音は、とても晴れやかな顔をしていた。

　だが夏海俊介が去り、こちらにやって来た彼女は仏頂面をしていた。

「何だよ？」

「お父さんが、あなたに『ありがとう』だって」

　紗音は頬を膨ふくらまし、そっぽを向いた。

「あたしも……ありがとう」

　とても感謝している顔ではなかった。

　照てれ隠かくしだか何だか知らないが、全く素直じゃない。

　しかしそんな彼女の態度も、今は微笑ほほえましかった。

　照れ臭くさくなって、僕は目を逸そらした。視界にミズキの姿が映った。衣服を赤く染めた彼は、柱を背にして崩くずれ落ちている。その身体は、微び動どうだにせず──

　胸の苦しみを覚え、僕は彼から顔を背けた。わざと明るい声で、

「さて、これで一件落着かな」

「パンの人」

　みるかちゃんが、服の袖そでを引っ張ってきた。手に黄金の矢を持っている。

　そうだ。ティアナスを再封ふう印いんしておかなければ。僕は矢を受け取った。

　祭さい壇だんで眠ねむり続ける少女の顔には、人間が持ちうる邪じや悪あくさを遥はるかに超ちよう越えつした、輝かがやかしい邪悪さが秘められていた。おかしな表現だが、それはとても美しい邪悪さだった。

　一いつ瞬しゆん、僕はその魔ま的な美しさに魅みせられた気がした。

　まるで心が、身体の外側へ引き寄せられるような──

　その引力を断ち切るべく、僕は少女の胸に黄金の矢を突き立たてた。

　これで、ようやく終わった……のか？

「ねえ、みるかちゃん」

　紗音が銀ぎん髪ぱつ少女を見下ろした。

「虚島をもう一度深海に沈しずめることってできる？」

「うん」

　みるかちゃんは腰こしにぶら下げていた鈴すずを手に取った。例の鳴らない鈴だ。

　鳴らないはずなのに、彼女がそれを左右に振ると涼すずやかな音色が流れた。

　一瞬後、鳴動が始まった。

　床ゆかが、壁かべが、天てん井じようが震え、足元の遥か下から重々しい音が迫せまってきた。

「ああ、みるかちゃん」

　モズルを抱だき上げ、紗音が絶望的な顔をした。

「できれば、あたし達が避ひ難なんしてからやってほしかったわ」

「ぬ？」

「逃にげろ！」

　揺ゆれ動うごく神しん殿でんの中、僕達は全力で走り出した。

　天井から石が降り、土つち埃ぼこりが舞い上がる。ヤバイ。大変だ。早く逃げなければ落石で一巻の終わりか、そうでなくても島ごと深海に沈むことになる。

　僕達は祭壇を駆かけ下り、大広間の入口を目指した。

　視界の隅すみに動くものが映ったのは、その時である。

　ミズキだった。彼は生きていた。柱を背もたれにして座り込み、虚うつろな瞳ひとみで祭壇の上を見上げている──ティアナスを。出血で黒く滲にじんだ右みぎ脇わき腹ばらを、左手で押さえながら。

「ミズキ！」

　僕は彼の元に駆け寄よった。

「行こう！　島が沈む！」

「…………」

　弱々しい光を放つ蒼あおい瞳が、こちらに向けられた。

「……僕は、ここに残る」

「バカ言うな！　いいから早く──」

「凪沙くん」

　その端たん正せいな顔に脂あぶら汗あせを浮かべ、

「君なら、分かってくれるはずだ」

「何を!?」

「好きな人を置き去りにして生きるぐらいなら、僕は彼女と一いつ緒しよに海に沈みたい」

「…………」

　その時、僕は何と言えばよかったんだろう？

　分からない。僕は何も言えなかった。

　多分、僕はまだ本気で誰だれかを好きになったことがないのかもしれない。だからミズキの気持ちを完かん璧ぺきには分かってやれなかったし、永遠に分かってやれないのかもしれない。

　それでも、漠ばく然ぜんとは分かってやれたと思う。

　僕は、ミズキを羨うらやましく思った。だってさ、大好きな女の子のために──その娘への愛のために世界を滅ほろぼそうとするなんて、ちょっとロマンチックじゃないか。そして彼は今、大好きな女の子と一緒に深海へ沈もうとしている。それを止める権利が僕にあるか？

　いろいろあったけど、僕は彼が好きだったんだ。そして多分、今でも……

「…………」

　ミズキの肩かたに置いた手を、僕はゆっくりと離した。

　目を細め、ミズキが微笑んだ──ありがとう、と。

「悠ゆう馬ま！　何やってんのよ！　早く早く！」

　広間の入口から、紗音の怒ど鳴なり声ごえ。

　天井の一部が崩れ始め、震しん動どうが大きくなってくる。僕は立ち上がった。

　ミズキが穏おだやかな瞳で見上げてきた。彼が、ふっと笑ったような気がした。

　言葉は交わさなかった。だが心で語り合ったような気がする。

　さようなら。そう言われた気がした。

　僕は頷うなずいて、彼に背を向けて走り出した。紗音の元へ。

　紗音と共に。

　虚島が、轟ごう音おんを響ひびかせて沈み始めた。



　そして──

　　　　＊




　気がつくと、僕は病室の清潔なベッドにいた。

　目覚める前にいろいろなものを見た気もするが、よく思い出せない。何かを見たことは覚えているのに、何を見たのかは覚えていなかった。甘くて、切なくて、悲しい何か。

　とにかく目を覚ますと、白い天井と懐なつかしい母親の笑顔があった。

「目が覚めた、ユウくん？　気分はどう？」

「母さん……ここは？」

「国立病院。ユウくん、登校中に駅前で倒れたのよ。覚えてない？」

　何だって？　あれ？　どうなって……？

　元の世界に戻ってきたのか？　夢を見てたのか？　混乱した。

「俺、どのくらい眠ってた？」

「丸一日よ」

　たった一日？　たった一日だけ？

「ちょっと待ってて。先生呼んでくるわ」

　ナースコールを押せばいいのに、母は病室を出て行った。

　不意に僕は泣きたくなった。心が張はり裂さけそうな感じがした。生きていることが、たまらなく辛つらいと感じた。胸の奥が重く、心がずたずたに引ひき裂かれた感覚に苦しめられた。

　世界の圧力に押おし潰つぶされてしまいそうな感じ。耐たえられない。死んでしまいたい……

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐに治るから心配ないよ」

　突とつ然ぜん、聞き覚えのある声がした。隣となりのベッドに例の老ろう婆ばがいた。

「心が潰されそうな感じがするんだろ。重複世界に長くいたから、精神の感覚が乱れちまったんだ。陸酔よいみたいなものさ。少し我が慢まんしなさい。一時間もすれば元に戻る」

「すごく、不安なんだ。なんていうか……」

「世界から切きり離されて、独りぼっちになった気分？」

　その通りだった。

「そう感じるだけさ。あんたは孤こ独どくじゃない」

「どうして、一日しか経ってないんだ？」

「正確には一日も経ってないよ。《狭はざ間まの世界》を通ってこちらの世界に“〝着地”〟する際に、あんたの出発日の日時を選んだからね。だから全く時間が経過してないことになる」

　老婆がにやりと笑った。

「でも夢じゃないよ。あんたは夏海紗音を救い、世界を救ったんだ。おめでとう」

　彼女はそう告げて、カーテンを閉めた。

　一いつ拍ぱく置いて、母が医師と看護師さんを連れて戻ってきた。いろいろなことを質問されたが、僕は適当に答えておいた。ＣＴなどの検査もしたが、異常はなかった。受験の緊きん張ちようから解放されて疲つかれが一気に噴ふき出したのだろうと、医師はそれっぽいことを言った。

　僕は何も言わなかった。どうせ真実を話しても、信じてもらえないだろうしな。

　一時間ほどすると、老婆の言う通り気分がよくなってきた。

　僕はそのまま眠りに落ちた。



　夢の中で目覚めると、僕はマリンブレード号の甲かん板ぱんに立っていた。

　船は港に停てい泊はくしていて、左さ舷げんの向こうに夢前市の街並みが見えた。

　そっか。帰ってきたんだな。

　空は青く、太陽が眩まぶしい。それでも南国の太陽と比べると、幾いく分ぶん穏おだやかな輝きだ。

　僕は潮風を浴びながら、しばらく一人で感かん慨がいに耽ふけっていた。

　すると、もうかなり聞き慣れた、あの少女の元気な声が耳に飛び込んできた。

「さあ、記念撮さつ影えいするわよ！　全隊員、甲板に集合！」

　乗組員が、ぞろぞろと甲板に集まってきた。

　みるかちゃんの手を引いた海み鶴つる来ぎさんがいる。初代がいる。斉さい藤とうさんや岬みさきさん、新にい浜はまさんもいる。そして大勢の隊員が、虚うつろ島じまで略りやく奪だつした財宝を甲板に積み上げていく。

　全員が整列し、中央にモズルを従えた紗しや音のんがどんと陣じん取どった。

　彼女の頭には、煌きらびやかな王おう冠かんが乗っていた。

「それでは、虚島探検の成功を記念して『第一回　うきうき☆大集合写真撮影大会』を開かい催さいしまーす！」

「おー！」

　隊員達の賑にぎやかな声。みんな楽しそうだ。

　僕は少し離はなれた場所で、一緒に冒ぼう険けんをした仲間を眺ながめていた。もう一度みんなに会うことができて、目頭が熱くなってきた。涙なみだがこぼれそうになった。

　仲間に加わりたかったが、自分はもう彼らの一員ではない。別世界に住む、別世界の人間だ。それを認めることは辛かったが、今は元気な紗音を見ているだけで幸せだった。

　カメラを調節していたカメラマンが、顔を上げた。

「じゃあ、撮影しますよ」

「ちょっと待った！」

　紗音が制止し、こちらを向いた。

「悠馬、何ボサッとしてるのよ！」

「え？」

「写真撮影って言ってるでしょ！」

「あ、うん」

　僕は頭を掻かきながら端はじっこに並んだ。夢じゃないのか、これ？

　初代がくすくす笑って僕の手を取った。

「何を遠えん慮りよしてるの。もっと真ん中に行きなさい」

「ほら、紗音の横が空いてますよ」

　海鶴来さんとみるかちゃんが、腕うでを引っ張った。

　僕は強引に前列中央の紗音の隣に並ばされた。

「よし、これで準備オーケーね！」

　紗音が腕を伸のばして、Ｖサインを作った。

「はい、チーズ！」



　大切な写真だと言って紗音が何度も撮とり直しを命じたため、撮影は意外に長引いた。

　全体の集合写真を撮影した後は、個別の撮影となった。食べ物や飲み物が甲板に用意され、船上パーティーが催もよおされた。派手好きの紗音に相応ふさわしい派手なパーティーだった。

　初代がやって来て一緒に撮ろうと言ったので、僕達は腕を組んで写真を撮った。

　これって、心しん霊れい写真だよな？

　そう思ったが、口には出さないでおいた。

「ねえ。私の幸運のキス、効果てきめんだったでしょ」

「ああ、無事戻もどってこれたよ」

「今度はもっと激しいことしようね」

　初代は素敵な笑顔を振ふりまいて去っていった。

　入いれ替かわって、みるかちゃんが「パンの人」と言って腰こしに抱だきついてきた。海鶴来さんと三人で写真を撮った。ポーズはもちろん──親指を立て、三人揃そろって「いえいっ！」。

　やがて海鶴来さんとみるかちゃんも、バイバイと手を振って去っていった。

　他の隊員達も、示し合わせたように消えていく。

　気づくと、甲板にいるのは僕と紗音だけだった。

　紗音は船の舳へ先さきに立ち、こちらに背中を向けて遠くを見つめていた。船長帽ぼうからこぼれ落ちる後うしろ髪がみが、潮風に踊おどっている。風の中には別れの予感があった。

　僕は紗音の細い背中に近づいていった。

「夢じゃ、なかったんだ」

「夢じゃないよ。あたしは、この世界で生きてるよ」

「俺、どうして元の世界に戻ったんだろ？」

「あなたは、虚島を見つけたいっていうあたしの想いに引かれてこの世界に来たの。願いが叶かなえられた今、あなたをこの世界に引き留めておく力が、あたしにはもうない……」

「初代やみるかちゃんは？」

「あの子達は過去から来た人間だからね。あの子達が生きてた世界は、今は存在しないから帰ることができない。でもあなたは違ちがう。あなたには帰るべき世界がある」

　紗音が、振り向むいてきた。

「虚島なんて見つけなきゃ、もっと一いつ緒しよにいられたのかな？」

「君の願ねがいが叶って、親父おやじさんと仲直りできて俺はよかったと思ってるよ」

「そう……でも皮肉な話よね」

　水平線の輝かがやきを瞳ひとみに映して、彼女は呟つぶやいた。

「《夏海引力》の源は、孤独な心。だからあたしは、同じ境きよう遇ぐうのあなたをこの世界に引き寄せたんだと思う。あたし達の“〝寂さびしい”〟って心が引き合って」

「…………」

「それなのに悠ゆう馬まのことがどんどん好きになって、いっぱいいっぱい好きになって、そしたらあたしの中の“〝寂しい”〟って気持ちが薄うすれていって、《引力》が弱くなって……」

　彼女はそこで言葉を切り、夕空を見上げた。

　思わぬ告白に、僕は何も言えなかった。

「あたしね、ずっと考えてたの。あなたと別れる時、どうしようかなって」

「うん」

「でもさ、ほら、一応、楽しい航海だったじゃない」

「すごく楽しい航海だったよ」

「ありがと。それでね、最後だけ涙を流して、しんみり別れるのだけは嫌いやだなって思ってたの。だから笑顔で、また会おうぜ、って感じで別れたかったの」

　そこまで続けて。

　紗音は俯うつむいた。

「でも、ダメ……涙が出てきちゃう」

　彼女はぽろぽろと涙をこぼした。

　紗音……

　僕は紗音を抱だきしめた。僕の腕の中で、彼女は子供みたいに泣きじゃくった。紗音のことがたまらなく愛おしかったが、僕はそれをどう表現すればいいのか分からなかった。

　見上げれば、頭上には美しい夕焼け。僕は、この空の色を忘れないだろう。

　黄昏たそがれが僕達を包み、僕はこのまま時間が凍こおりついてほしいと願った。

　だけどゆっくり訪れる夕ゆう闇やみが、世界を徐じよ々じよに溶とかしていった。

「いよいよお別れね」

　顔を上げた紗音が、悲しげに、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「もっともっと、悠馬と一緒にいたかった」

「俺も、紗音と……」

　言葉が詰つまった。涙が溢あふれてきた。

「泣かないで。これが永遠の別れじゃないわ」

　紗音は涙を拭ふくと、ぴょんと跳とんで僕の腕の中から離れた。

「またいつの日か、《引力》であなたを捕つかまえてあげる！」

「ああ、待ってるよ」

　僕は涙を拭いて笑った。

　しんみりと別れるべきではなかった。たとえ二度と会えないとしても、サヨナラだけが人生だとしても、笑顔で別れるべきだった。紗音がそう望んでいるのなら。

　世界は形を失い、紗音の姿も薄れていった。

　僕らの距きよ離りが、どんどん離れていく──

「また会おうね、悠馬！」

「さようなら！」

　僕は大声で叫さけんだ。

　紗音が弾はじける笑顔で、Ｖサインを作った。

　風が吹ふき、彼女の姿を掻き消けしていく。紗音の姿はもう見えない。彼女の声は届かない。

　僕はしばらく紗音の消えた虚こ空くうを眺めていた。



　さようなら、紗音。

　太陽が沈しずみ、闇やみが訪れた……



    

  
    
      　エピローグ






　この物語もそろそろ終わりが近づいている。

　ここまで書き上げて、今は頭の中が鮮あざやかな思い出でいっぱいだ。

　紗しや音のんと別れた翌日に僕は退院し、間もなく冬が終わり、春が来て中学を卒業し──

　四月という新しい季節の訪れと共に、僕は高校生になった。

　その後、不思議なことが二つあった。二つもあったと言うべきか、二つしかなかったと言うべきか分からないが、とにかく僕を戸と惑まどわせる出来事だった。

　一つは、あの老ろう婆ばと再び出会ったことだ。

　学校の帰り道、彼女は道みち端ばたに座り込んで野良犬にエサを与あたえていた。

「あんたのお姫ひめ様さまから、届け物だよ」

　そう言って一枚の写真を渡わたしてきた。

　あの日、マリンブレード号で撮さつ影えいした集合写真だった。山積みにされた財宝の後ろで整列した隊員達。中央で王おう冠かんをかぶった紗音がピースをし、その隣となりで戸惑いながら彼女を見つめる僕が写っている。海み鶴つる来ぎさんがいて、みるかちゃんがいて、初代がいた。

　懐なつかしさと切なさで、涙が出そうになった。

　顔を上げると、老婆の姿は消えていた。

　その時、僕は何となく悟さとったんだ。彼女の正体を。

　だって他に考えようがないだろ？

　あの婆ばあさんは、多分……



　もう一つの出来事は、つい先日のことだ。

　僕が通う海かい星せい高校は自宅から電車で二十分ほどの距離にあり、帆ほ坂さか駅という駅で降りるんだが、実は如月きさらぎ女子の生徒もこの駅で乗り降りしているのだ。

　その朝、電車を降りた時に僕は紗音を見かけた。

　プラットフォームに溢れる学生の中に、夏なつ海み紗音の後ろ姿があったんだ。

「紗音！」

　僕は彼女の名を叫んだ。

　振ふり返かえった紗音が、目を見開いた。

　間ま違ちがいなく、彼女は僕に気づいた。

　だが電車を降りてきた学生が僕達の間に流れ込んできて、僕は紗音を見失った。一いつ生しよう懸けん命めい探したが、彼女は見つからなかった。以後、紗音を見ていない。

　でも見つからなくて当然なんだ。彼女はこちら側の世界の人間ではない。重複世界の人間だ。傍そばにいても、見ることも触ふれることもできない距離。多分何かの拍ひよう子しに偶ぐう然ぜん、一いつ瞬しゆんだけ僕と紗音の世界が繋つながったのだろう。それはちょっと残ざん酷こくで悲しい一瞬だった。

　今でも時々、紗音の声を聞くことがある──駅で、電車で、道端で。

　夏海紗音は僕と同じ街に住んでいる。

　僕と同じ街の空を見上げ、僕と同じ空間を今日も生きている。

　だけど僕達が出会うことはない。彼女が隣に立っていても、気づくことはない。あるいは何度か、街ですれ違ったことがあるかもしれない。

　傍にいることが分かってるのに会えないのは、やっぱり辛つらい。

　君が恋こいしい。

　君のことばかりを考えてる。

　だからこの物語を書いたんだ。僕はこれをブログに載のせるつもりだ。

　タイトルはストレートに『夏海紗音と不思議な航海』とする予定である。

　そうすれば、君の世界に何らかの影えい響きようを与えることができるかもしれない。あるいは君が、いつか読んでくれるかもしれない。僕達の世界が同じ空間上に存在するのなら、二つの世界が密接に重なり合っているのなら、僕の想いが届くかもしれない。

　人と人の繋がりが、簡単に断ち切れるものじゃないのなら……

　僕らの心は、空間を越こえてまだ引き合っているはずだ。



　さて、ここらで終わりにしよう。

　もう十分に書いたしね。

　実は最後の締しめの言葉をどうしようか、書きながらずっと悩なやみ続けてきた。気の利いた言葉がないかいろいろ考えたんだが、考えてみりゃこの言葉以外にないよな。だって紗音は別れ際にそう言ったんだから、僕もその言葉でこの物語を締めくくるべきだろう。

　そう、これが永遠の別れじゃないんだから。

　だから──



　また会おうぜ、紗音。



    

  
    
      
　あとがき






　作家とは嘘をつく商売だと言ったのは、一体誰だったか。これは割とよく知られた事実ですが、プロになると自分の思っていること、感じたこと、考えていること、書きたいことをストレートに書けなくなります。そこで必要になるのが、自分自身をも偽いつわる能力！

　僕は自分に正直な上（他人に対してはともかく）、天あまの邪じや鬼くな性格なので何かと苦労します。このあとがきも既に三度目の書き直しを命じられている最中だとかね。とほほ。だけど、わざとボツを食らうような原稿を書いている屈折した自分が結構好きです。



　はじめまして。直なお江えヒロトです。

　このたび『紗しや音のん』で第21回ファンタジア大賞読者賞を、その後に書いた『ヘヴンズ・ダイアリー』でネクストファンタジア大賞金賞を頂き、かなりビビってます。正直、何か怖いです。ですが今のこの気持ちを述べるには、あとがきのスペースがないので以下略。

　担当さんから作品紹介するよう言われてますが、あとがきのスペースがないので一言。

　この作品は『ミニスカートと太腿』です。以上。

　ふうっ。何とか使命を果たしました。過か酷こくなミッションを無事クリアです。

　本当は書きたいことが山ほどあります。いろいろと思うところもあります。しかしそれを書くとまた書き直しになるので（笑）、暗号化しておきます。解読できた方は神です。

　もし興味のある方は、作品を隅すみ々ずみまで読んで推理してみて下さい。届けマイハート！

　以下、そろそろ真面目に（今頃？）、素直に（今更？）書くことにします。

　これまで世間から見向きもされなかった僕にとって、読者選考委員の方々から頂いた多大な評価は涙が出るほど嬉しいです。多くの方に「面白い」と言ってもらえたことは、作者として大きな喜びです。読者の皆様が支持してくださったおかげで、紗音は僕だけの港を発たち、広い世の中へ『航海』に出ることができました。本当にありがとうございます。

　また編集部の皆様、他の選考委員の方々、担当さん、イラストの水沢先生、この本の制作出版に携わってくださった全ての方にお礼を申し上げます。ありがとうございました。



　では、次は『ヘヴンズ・ダイアリー』（三月発売）のあとがきでお会いしましょう。

　Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ｎｅｘｔ　Ｓｔｏｒｙ！



二〇〇九年十一月　直江ヒロト　　



    

  
    
      夏なつ海み紗しや音のんと不ふ思し議ぎな世せ界かい１



直なお江えヒロト
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